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強引社長の甘い罠










Ｓｃｅｎｅ１　再会




　ふたつ並べたデスクの上には二台のパソコン。ここが私のワークスペースだ。

　デスクとパソコンがふたつずつなのはなにも私だけじゃない。このフロアでは、ほとんどの社員が二台、もしくはそれ以上のパソコンをあてがわれ、仕事をこなす。

　各個人のワークスペースはデスクパネルで仕切られていて、椅子に座ってパソコンに向かってしまえば、そこはもう自分だけの空間になる。他人の視線がない中、自分の仕事に集中できると言えばそうなのだが、これを好機とあえて他人とコミュニケーションをとらないようにしている社員もちらほらいるのは事実だ。

　私はその両方をうまく使い分けできていると思っている。

　元来、自分は明るい性格だと思うし、誰とでもうまくやれる自信はある。だから他人をシャットアウトしたい時だけ脇目も振らずパソコンに向かえばいいのだ。簡単に自分の世界が作れるのだから。

　だけど、今日は別にそういう理由で必死にパソコンに向かっているわけではない。単純に、仕事を早く終わらせたくて忙しくしているだけである。

　そして、こんな状態の私に話しかけてくるような人間は、この会社でひとりだけ。今もその男が、淹れたばかりのコーヒーの湯気の向こうから顔を覗かせた。

「唯ゆい、どう？　終わりそう？」

「うん。あとちょっと」

「さすが唯。相変わらず仕事が早いな」

「おだてても無駄よ。今日は聡さとしのおごりって決まってるんだから」

「分かってるさ。別にそんな意味で言ったんじゃないよ」

　私のデスクの上に、湯気が立ちのぼるコーヒーを置いて、聡は笑った。

　私、七なな海み唯。二十七歳。大学を卒業してから早五年、この『アイクリエイト株式会社』でＷｅｂデザイナーとして働いている。

　社員四百名ほどのこの会社は、もともとはオフィス事務用品を販売していたが、時代の流れか、ＩＴ事業に路線変更をしたらしい。らしい、というのは、私が入社した時にはすでに事務用品の販売はほとんどないに等しく、ＷｅｂデザインやシステムプログラムなどＩＴ業務が主流だったからだ。

　そして今、私の隣で笑うこの男は、井いの上うえ聡。私と同い年の同期で、システムエンジニア。現在私がお付き合いしている男性だ。

　人当たりもよく仕事もできる彼は、今年、係長に昇進した。毛先が少しカールした茶色がかった髪にシャープな顎、切れ長の瞳が印象的な、いわゆるイケメンだ。

「今度、少し大きな仕事が入るらしいよ」

「そうなの？」

　聡が淹れてくれたコーヒーを、お礼を言って受け取った私は、それをひと口すすると、また視線をパソコンに向けた。

「うん。どうやら今回の企業買収も関係しているらしい。新しい経営者が持ってきた仕事だって聞いたよ」

「へえ……」

　聡の話に相づちを打つものの、本当のところはさして興味はない。

　この会社も、少し前にとある人物に買収され、経営者が変わるという話で社内は騒然となっていたが、経営者が変わろうがどうなろうが、そこに自分の仕事があって相応の報酬があれば、私はそれで満足だ。上層部のことは自分には関係ないと思っているし、そこまでこの会社に愛着はない。ただ、日々の業務を納期を守ってこなしているだけ。そこに夢や希望があるわけでもない。

「相変わらずクールだね、唯は」

　私の淡々とした反応に驚きもせず、聡が笑った。

　私はデータを保存すると二台のパソコンで動作を確認し、それからやっと聡を振り返った。

「それは褒め言葉？　それともけなしているの？」

「もちろん、褒め言葉だよ。俺が唯をけなすはずがないだろ？」

　聡は少し大げさに肩をすくめてみせると私を促した。

「じゃあ、行こうか。もちろん今日は俺のおごりでね」

　軽くウィンクをしてみせる聡に、私は呆れながら笑みをこぼす。

　納期までまだ三日も余裕がある仕事を片付けた私は、パソコンの電源を落とすと席を立った。

　会社を出ると、朝から降っている雨はうんざりするほど雨足を強めていた。梅雨入りはまだのはずなのに、今週は月曜日からずっと雨だ。

　私は雨が降ると湿気で膨らんでしまう自分の髪質を呪いながら聡の隣を歩いた。

　やって来たのは、彼の自宅近くの居酒屋だ。ここは私たちがよく利用する店で、金曜日は大抵ここで食事をして、私が聡のマンションに泊まるというパターンが続いている。

　私たちはお付き合いをしているわけだし、彼も私もひとり暮らしだ。本来ならこういう時は、彼のために手料理を振る舞うべきなのだろう。けれど私は、彼のマンションのキッチンに立ったことは数えるほどしかない。

　だって、なにを隠そう、私は料理が大の苦手なのだ。料理どころか洗濯や掃除も本当は大嫌い。それでも汚い部屋で過ごしたり、汚れた服を着たりするのは嫌だから渋々やってはいるけれど、やらなくていいものならやりたくはない。

　そんな私だから、この忙しい日常の中で、彼のために苦手な料理を頑張ろうなんて気はなかなか起こらなかった。

　だけどこんな私にも、かわいい乙女心を持っていた時期は確かにあった。まだ成人したばかりだったあの頃、私の世界は、当時付き合っていた彼を中心に回っていた。私は彼のことが大好きで、このままずっと付き合って、将来は結婚したいと夢見ていた。まさか彼に捨てられる日が来ようとは、思ってもいなかった。

　昔の淡い恋心を思い出し、胸が鷲掴みされたように痛む。いまだにこんなにも傷ついている自分に、私はそっと溜め息をこぼした。

　もうあれから何年経ったと思っているの？　いい加減、忘れなければ……。

「どうしたの、唯？　今日は全然飲んでいないね」

　そんな私の心の内を知るはずもない聡が、心配そうに私を見つめていた。気遣わしげに私の顔を覗き込む。

「疲れた？」

「ううん、平気。今日はお腹が空いてるから、飲むよりもたくさん食べていい？」

　聡に心配をかけたくなくて、私は無理やり微笑んだ。

　私の恋人は聡だ。彼の前で昔の恋人を思い出して傷つくなんてどうかしている。

　私は、彼が私のために頼んでくれたテーブルいっぱいの料理を、彼への罪悪感と一緒に飲み込んだ。




　月曜日。いつものように出社した私は、パソコンの電源を入れずに、バッグをデスクの一番下の引き出しにしまった。

　毎週月曜日の朝は、始業前に簡単な朝礼が行われる。特に代わり映えのしない朝礼ではあるが、今日はいつもと違った。

　数週間前にこの会社が買収され、経営者が代わったのだ。今日はその人物の初披露目となる。先週、他の女子社員から聞いた噂によると、三十代半ばくらいのいい男だそうだ。

　大企業とは言えないかもしれないが、それでも社員四百余名、業界で急成長しつつあったこの会社をあっさり買収してしまうくらいの実力の持ち主が、まだそんなに若かったとは驚きだ。

　当面は代表取締役社長として、肩書き上は現社長と同等の地位で共同経営に携わっていくらしい。今までの重役もそのポストを追われることなく、組織体制に変更はないから、この買収が一般的な買収と毛色が違うことは明白だ。もちろん、買収したその男が、実質一番上に立つことになるのは、間違いないのだが。

「七海さん、新しい社長、見たことある？」

　同じ部署の隣の席で、私よりひとつ先輩になる及おい川かわ涼りょう子こさんが声をかけてきた。

　姉御肌で面倒見のいい彼女とは、入社当時から仲良くしている。身だしなみに手を抜かない彼女は、今日もアイボリーのスーツを完璧に着こなし、メイクもばっちりだ。

　彼女は、肩先でふんわりとカールさせた髪を片手でかき上げながら、フロアの前方を見ていた。

　駅前の六十階建てビルの、二十階から二十七階までがうちの会社のオフィスだ。二十階に受付と総務部、そしてこの広い多目的フロアがある。広いとはいっても、四百名余りの社員が一堂に集まると狭く感じる。

　私はぎっしり詰め込まれた社員の隙間から前方に視線を移した。身長百六十センチの私は、これといって小さいわけでもない。だが、こうも人がひしめき合っていては、背伸びをするか人の隙間から覗くかしないと前は見渡せない。

「まだ見たことないんですけど、噂では三十代の若い人らしいですね」

「そうそう。しかもすっごくいい男みたいよ。総務の子が騒いでたもの。どうしよう、会社でロマンスが生まれたりして！」

　及川さんが両手を頬に当ててはしゃいでいる。私はどこか冷めた視線を彼女に向けた。

「及川さん、彼氏いましたよね？　そんなこと言っていいんですか？」

「あら、いいじゃない。結婚してるなら問題ありだけど、私たちは独身よ。彼氏がいようがいまいが、目の前にいい男がいたら飛びつくに決まってるわ。しかも企業買収するくらいだもの。彼と結婚したら贅沢な暮らしが約束されたも同然よ」

　彼女がちらりと私を見た。

「七海さんだって、新しい社長が井上くんより素敵だったら目移りするでしょう？」

「私は別に……興味ありませんから」

「……ふうん」

　及川さんは、私が話に乗ってこないことがつまらないのか、視線を前に戻すとそれ以上は話しかけてこなかった。

　やがて総務部長の挨拶で朝礼が始まると、それまでざわついていた社員も一様に静かになった。

　でっぷりとした副社長がフロア前方に用意された簡易的なスピーチ台に上ると、最近の市場経済についての話を始める。ここまでは毎週恒例だ。つまらないなどと言うつもりはないが、代わり映えしない内容に、やや退屈なのも本音である。

　だが、副社長の話が終わると、司会を務めている総務部長の言葉で急にフロアが騒がしくなった。

「それでは次に、このたび、わが社の代表取締役社長に就任されました、桐きり原はら社長からの挨拶です」

　騒がしくなったフロアに女子社員の色めきたつ声が混じるのを感じながら、私は視線を入り口のほうに移した。

　人の多いフロアでは、背伸びをするか隙間から覗くかしないと前を見ることはできない。だけど、そんなことをしなくても、その人物を視界に捉えるのは簡単だった。

　スラリとした長身のその男性は、白い歯を見せて爽やかな笑みを浮かべながらフロアに入ってきた。周囲より頭ひとつ分抜きん出ている彼は、私の視界に簡単に侵入する。

　黒い髪。高い鼻と頬骨。そして、人目を惹きつける深い海のようなブルーの瞳。

　私の心臓がドクンと激しく震えた。瞬きさえすることができず、その人物に魅入る。ガクガクと体が震え、倒れずに立っていられたのはまさに奇跡としか言いようがない。

　彼が壇上に上がり、自己紹介を始めた。けれど、私の耳にそんな内容は入ってこない。

　そんなこと、聞かなくても分かっている。そう、私は知っている。

　忘れたことなどなかった。彼は、何年経った今でも、簡単に私を傷つけることができる相手。

　彼、桐原祥しょう吾ご。

　まだ私が、好きな人のために苦手な料理を頑張りたいなどと、かわいい乙女心を持っていた昔に付き合っていた男性。将来は結婚したいと夢見ていた相手。そして、私をいらなくなったボロ雑巾のようにあっさり捨てた人。

　こんなところで再会することになろうとは。まさか彼が、私の勤める会社の経営者になって、再び私の前に現れるとは。

「社長という立場ではありますが、社員の皆さんと同じ目線で頑張っていくつもりですので、よろしくお願いいたします」

　にこりと魅力的な笑みをたたえた彼は、そう締めくくると壇上から下りた。

　去っていく後ろ姿を、絶望的な眼差しで見送る。周りの女子社員たちの甲高い話し声などまるで異次元にあるようだ。

　ああ、お願い。誰かこれは夢だと言って。

　私を少しでも憐れだと思うなら、私の記憶から彼を消し去って。

　私はもうこれ以上、傷つきたくない――。










Ｓｃｅｎｅ２　囚われているのは私だけ




　このビルの二十三階は、私が所属するシステム開発室が占めている。エレベーターを降りると、廊下を挟んで南側がオフィス、北側は会議室と倉庫だ。

　オフィスは広々としたひとつの空間だが、エレベーターに近い側がクリエイター部門、奥がプログラミング部門とふたつに分かれていて、両者の間に間仕切りはない。

　私はクリエイター部門に、聡はプログラミング部門に籍を置いていた。

「七海さん、用意できた？」

「はい」

「じゃあ行きましょ。今日は営業の第一会議室ですって」

　及川さんがノートと筆記用具を片手に私を急かす。私も手帳とボールペンを握り締めて彼女の後についていった。

　先日聡が話していた、新しい経営者が持ってきたという仕事の件で、私たちはこれから会議だ。営業部はひとつ下の二十二階になるので、私たちは階段を使った。

　廊下を隔てて北側にある【第一会議室】のプレートがかかっている部屋のドアを開けると、空いた席に腰を下ろす。二列に並んだ白い会議用テーブルが全部で二十台ほどあるその部屋には、聡も来ていた。私に気づいてこっそりウィンクなどしている。

「井上くんも呼ばれているのね」

　そんな聡を見ながら、及川さんがニヤニヤした笑みを浮かべた。

　いくら私と聡の仲が周知の事実だと言っても、ここは職場なんだから目立つことは避けてほしいのに。私は聡を軽く睨みつけた。

「そうみたいですね」

「あら、聞いてなかったんだ？」

「聞くもなにも、私がここに呼ばれることになったのだって、今朝知ったぐらいですから。及川さんだってそうですよね？　聡も同じなんじゃないですか？」

「それもそうよね。あはは、忘れてたわ。でもまぁ、井上くんなら呼ばれて当然でしょうね。ちょっと大きな仕事らしいし」

「……そう、ですね」

　及川さんの言葉に、私はさらに気が重くなった。

　この仕事は新社長が持ってきた仕事だと聞いている。

　新社長……それは先日の朝礼で、一瞬にしてその場の女子社員を虜とりこにしたあの男。スラリとした長身の、黒い髪に濃いブルーの瞳を持つ男、桐原祥吾。

　彼が関係している仕事なら、今日これから行われる会議に彼も出席するに違いない。ここはせいぜい五十人も入ればいい狭い会議室だ。この前の広い多目的フロアとは違う。見渡せば、誰がどこにいるかくらい、すぐに分かってしまうのだ。

　こんな場所であの男に会わなければならないなんて。私を見たら、彼はどんな顔をするだろう。

　驚く？　慌てる？　それとも、罪悪感に満ちた表情を浮かべるのかしら？

　そして私はどんな顔をすればいい？　まるで気にしていないと平静を装える？

　いいえ、そうしなければならないわ。たとえ彼が、今でも私の心を傷つけている相手だったとしても、それを彼に知られるわけにはいかない。彼に会っても、私は平然としていなければならない。

　ギュッと拳を握り締めた。

　大丈夫、私はできる。幸い、あの男がここに来ることを私は知っている。対するあの男は、私がここにいることを知らない。突然出くわすよりも、こうして心構えしている私のほうが有利なはず。私は彼を見ても、表情を崩さず淡々と接しなければ。

「どうしたの？　井上くんと一緒に仕事したくないの？」

　及川さんが、歯切れの悪い返事をした後、黙りこくってしまった私の顔を覗き込んできた。軽くカールさせた髪がサラリと落ちて机にかかる。

　私は慌てた。

「違いますよ。そんなはずないじゃないですか」

「そうよねぇ……。じゃあその浮かない顔はどうしたの？　なにか別の心配事でもあるの？」

「……いえ、別に。大きな仕事って聞いて、緊張しているのかもしれません」

　私は隣の及川さんを見ると曖昧に笑った。

　そんな私に及川さんは「大丈夫」と力強い笑みを浮かべる。

「七海さんなら心配ないわよ。いつも仕事は早いし評判もいいし。それにほら、あの社長絡みの仕事だもの。いい男を間近で見られる楽しみもあるのよ。もしかしたらこれがきっかけで、お近づきになれるかもしれないわ！」

　最後のほうは自分に言い聞かせたのだろう。瞳をキラキラさせてガッツポーズを作る及川さんは、本気で祥吾……桐原社長を狙うつもりなのだろうか。

　彼女の生き生きとした顔を見ていた私の胸が、なぜか針で刺されたように痛んだ気がした。彼女は、私の心配事の理由が、今話した桐原社長だとは思いもしないだろう。

　やがて、会議に出席するメンバーが全員揃うと、営業部長とシステム開発室長に続いて祥吾が会議室に入ってきた。

　彼の姿を視界に捉えた私は途端に落ち着きを失った。鼓動が跳ね、胃の辺りが締め付けられるような妙な緊張感に包まれる。ボールペンを握っている手に汗が滲んだ。

　祥吾は会議室の前方に置かれた、私たちと対面する会議テーブルの真ん中に腰を下ろした。そして、ぐるりと部屋を見回した。

　私は慌てて背を丸めると首をすくめた。前に座る人の陰になるように、とっさに隠れてしまった。

　目は合わなかった。大丈夫。まだ気づかれていない。

　つい先ほど、表情を崩さずクールに接すると意気込んだばかりなのに、このざまだ。本当に私は冷静でいられるの？

　まもなく営業部長の合図で会議が始まった。

　机上に置かれた資料をめくりながら、私が半ば上の空だったことは否めない。前に座る祥吾の視線が気になって、ソワソワと落ち着かないのだ。

　そんな半分意識を持っていかれたような状態で分かったことは。この仕事は車のオークション販売システムだということ。オークション会場で利用するシステムとＷｅｂページが連動し、世界中からオークションに参加できるように日本語と英語のふたつのバージョンが用意されるらしい。

　さしずめ私や及川さんが担当するのが、Ｗｅｂページのデザインとページ作成。聡たちＳＥが要のオークションシステム開発ということになるのだろう。

　話を聞いている限り、私たちＷｅｂデザイナーは通常とそれほど変わった仕事にはならなさそうだ。なにかよっぽど急な変更がない限りは。

　けれど、聡たちＳＥや営業担当は寝る暇もないほど忙しくなりそうな雰囲気だ。それはきっと、その上に立つ者たちも同じだろう。いや、それ以上かもしれない。

　私は前方で腕を組んでいる祥吾にちらりと視線を移した。

　彼と付き合っていた当時、私はまだ成人したばかりの大学生だった。そんな私にとって、八歳の年の差がある彼はとても大人で、まぶしかった。

　彼の艶つややかな黒髪に指を差し入れた感触を思い出す。あの、深いブルーの瞳で見つめられ、微笑まれた時の、骨も溶けそうな幸福感を忘れることはできない。

　そして同時に思い出すのは、最後に彼が私に突きつけた現実。あんなに愛していた彼に私は裏切られた。

　見つからないように隠れていたことも忘れ、思わず祥吾に魅入ってしまっていた私は次の瞬間、彼と目が合い、慌てた。

　あの魅力的なブルーの瞳が私を捕らえる。私は簡単に彼に捕ほ捉そくされてしまった。ドキドキと高鳴る胸を抑えることができない。

　あんなに冷静になれと心構えしていたのは、まったくの無駄だった。彼を前にしたらどんな抵抗もできないのだ。

　彼も同じだろうか。もしかしたら、私より慌てているのではないだろうか。突然目の前に、昔、いらなくなった物のように捨てた女が現れたりしたのだから。

　彼も苦しめばいい。私が今までずっとそうだったように。

　そんな淡い期待を込めて、私も彼をまっすぐ見つめた。

　だがすぐに、そんな私の思惑はまったくの思い上がりだったということを思い知らされる。

　私と目が合った彼は、まるで表情を変えることなく、一瞬視線を絡めただけで、すぐにそれはそらされてしまった。

　まるで、初対面の人間にそうするように。

　まるで、興味がない人間にそうするように。

　私はあれから何年も経った今、またしても彼に傷つけられた。

　彼を忘れることができずに、今までずっと苦しい思いをしていたのは私だけだったのだ。

　そう、彼は……祥吾は……、私のことなど覚えていなかった――。




　土曜日の午後。オートオークションの仕事が入って忙しくなったとは言え、今のところはまだ聡も休日は休めるようだ。私たちは遅めのランチに出た後、先週公開されたばかりの映画を観に映画館へと来ていた。

「休日の映画館なんて、来るもんじゃないな」

　混雑したロビーで、聡がうんざりした様子で呟いた。

「そんなこと言ったってダメだからね。前から約束してたんだし」

「分かってるって。だけど見ろよ、あの列。今からあれに並ぶのかと思うと……」

　そう言って聡は、チケット購入窓口にできた長蛇の列を眺めて大きな溜め息をつく。五つもある窓口では、グリーンの揃いの上着を着た若い女性スタッフが忙しそうにしていた。

　私はにっこり微笑むと、バッグからスマホを取り出し、聡に見せた。得意げに鼻を鳴らす。

「安心して。ちゃんと席は押さえてあるから」

「え、マジ？」

「当然よ。ちゃんとネットで予約しておいたの」

「おー、さすが唯！　列に並ぶのが嫌いな俺をよく分かってくれてるなー」

「ちょ、ちょっと、聡……」

　聡が大げさに感激して私に抱きついたものだから、不意打ちをくらった私はよろけて一歩後ずさった。その拍子に背中にドンと衝撃を受け、人にぶつかったのだと理解した。

「ごめんなさい……！」

　慌てて謝った私は顔を上げて固まった。ドクンと大きく震えた心臓が凍りついてしまったみたい。そのまま呆然と立ち尽くす私に、聡のほうが素早く反応した。

「社長……！」

　私がぶつかった相手は、祥吾だった。ネクタイこそしていないが、休日だというのにグレーのストライプのシャツに黒いスラックス、同じ黒の革靴を履いた彼は、まるでこれから仕事に出掛けるようなスタイルだ。

　だけど仕事じゃないことくらい、すぐに分かった。息を呑むほど美しい女性が、親しげに祥吾に寄り添い立っていたからだ。

「祥吾の会社の人？」

　ハスキーな声でその女性が尋ねた。真っ赤なワンピースに身を包んだ彼女が動くと、強い香水の匂いが鼻をつく。私が一年働いても買えそうにないアクセサリーを身に着けている彼女は、腰まで垂らした長い髪を手で払う仕草も優雅で気品に満ちていて、一目で裕福な女性だということが分かった。

「あ……」

　彼女を見た聡がめずらしく動揺した。すごい美人だから、さすがの聡も舞い上がってしまったのだろうか。

　すると女性は、聡に向かって素早く右手を差し出し、握手を求めた。

「はじめまして。佐さ伯えきです。祥吾とは公私ともに親しくさせていただいているの」

「はじめまして。井上です」

　聡が笑顔で応じる。佐伯と名乗った女性は続いて私にも握手を求めた。

「……な、七海です。はじめまして」

　笑顔を見せるなんてとてもできなかった。祥吾と一緒にいる彼女と目を合わせるのが精一杯。彼女、佐伯さんが、ブラウンの瞳をきらめかせて微笑んだ。

　聡が祥吾に向き直って頭を下げる。

「社長、すみません。ぶつかってしまって」

「いや、構わないよ」

　そう言って微笑む祥吾は、間近で私を見てもまるで表情を変えなかった。

　彼はやはり私を覚えていないのだ。彼の中で私は、過去の女どころか、記憶に残す価値もない存在だったのだ。

　どうしたのだろう。それをこうして間近で思い知らされると絶望感すら感じてしまう。

　私には優しい聡がいるというのに、頭の中は祥吾のことでいっぱいだった。

　彼が私を覚えていないことが、こんなにも苦しいことだったなんて。今までずっと忘れることができずにいたけれど、そんなことはほんの些さ細さいな苦しみだったと気づかされた。

　聡と佐伯さん、そして祥吾がなにか話している。私は曖昧な笑顔を見せ、相づちを打ったが、彼らの会話はまったく頭に入ってこなかった。










Ｓｃｅｎｅ３　揺れる心




「唯、どうしたの？」

　映画を観終えた私と聡は、駅近くのカフェにいた。窓際のふたり掛けの席に向かい合って座り、通りを歩く人波をぼんやりと見つめる。

　観たかったはずの映画は、ほとんど上の空になった。口を閉ざして黙ったまま、話しかけられても硬い笑顔しか返すことができない私は、明らかに様子がおかしかったと思う。分かってはいるものの、どうすることもできなかった。

　祥吾に寄り添う佐伯さんの姿が脳のう裏りに焼き付いている。

　祥吾がアメリカへ行ってしまってから六年も経つのだ。私に聡がいるように、祥吾にも恋人がいたっておかしいことはない。むしろそのほうが自然だ。

　それなのに、その事実をうまく処理することができない。楽しみにしていた映画を無駄にして、聡に気遣われるくらい、動揺してしまっている。

　口の中に広がったかすかな鉄の味で、私は無意識に唇を強く噛んでいたことに気づいた。

「やっぱり変だよ。なにかあった？」

「聡……」

　聡がそっとハンカチを差し出す。私は弱々しく首を振った。

「ありがとう、でも大丈夫。ちょっと噛んじゃっただけだから」

「……唯」

　私は聡に微笑むとペロリと唇を舐めた。先ほどよりも濃い鉄の味が口の中に広がった。

　心配そうに見つめる聡に、私はもう一度微笑む。

「ごめんね、心配させちゃって。本当になんでもないの。突然、社長に会っちゃって、仕事のことを思い出して心配になっただけ」

　仕事のことで不安を感じたことなど、一度もない。そんな私の苦しい言い訳に、聡は一瞬表情を強ばらせたけれど、それ以上追及しようとはしなかった。

　彼は、空になったコーヒーカップを脇に押しやると、テーブルの上で両手を組み合わせた。やけに真剣な表情だ。

「唯」

「うん？」

　さっきまでの重苦しい空気に戻りたくなくて、私はわざと明るい声を出した。

「俺たち、もう付き合って三年だよな。出会ってからは五年にもなる」

「え……？　う、うん、そうだね。もうそんなになるのかな」

　唐突な話題に戸惑い、私は味わおうともせず、コーヒーをがぶりと飲んだ。少し冷めてしまっていたおかげで火傷をしなくて済んだ。

　そんな私の不自然な行動を、聡はからかうでもなくジッと見つめている。

　聡こそ、いったいどうしてしまったの？

「俺、ずっと考えてたんだ」

「うん」

「俺たち、今までずっとうまくやってこられたし」

「そうね」

「お互いを理解してるし、尊重もできる」

「聡は優しいし仕事もできるもの。私にはもったいないくらい素敵な人よ。家事が苦手な私を受け入れてくれるのは、聡くらいだわ」

　軽口を叩いて私が微笑むと、それまで硬い表情だった聡の頬が緩んだ。肩の力が抜けたのか、その顔に照れた笑みが浮かぶ。

　彼が言った。

「そろそろ、次の段階に進んでもいいと思うんだ」

「次の段階？」

「そう」

「ええっと……」

　私が首をかしげると、彼はまた真剣な顔をして私に告げた。

「俺たち、結婚しないか？」




　仕事が忙しくなったのは幸いだった。

　私は自分のワークスペースから出ることなく、朝から晩まで脇目も振らず、ひたすらパソコンに向かっている。

　忙しいのは聡も同様で、休憩もろくにとっていないのか、同じフロアにいるはずなのにあまり姿を見かけない。デスクパネルで仕切られたこの環境では、パソコンにかじりついてしまうと必然的にこうなるのだ。

　でも、今はそれにホッとしている自分がいる。

　先週末、私は聡にプロポーズされた。なにも言葉を返せなかった私に、聡は『よく考えてみてほしい』と言った。

　正直、どうしたらいいのか分からない。

　聡のことは好きだ。彼とは燃え上がるような恋ではないけれど、穏やかな日々を過ごしてきた。三年間付き合ってきたのだからそれは間違いない。そのままいけば、いつか彼と結婚したかもしれない。

　けれど私は出会ってしまった。その昔、身も焦がれるような恋をしていた相手に、再び。

　私はでき上がった試験用ページをサーバーにアップロードすると、椅子に背を深く預けた。両腕を上げて背筋を伸ばし、長時間のデスクワークで疲れた体をほぐす。

　いくつか提出したデザイン案から最終候補は三パターン。これを明日、オークション組合の事務局へ出向いて確認してもらうのだ。

　プライベートな感情の乱れを仕事に持ち込むわけにはいかない。どんなに動揺する出来事が重なったとしても、仕事は仕事。きっちりこなして当然だ。

　だけど……。ふと気づくと思い出すのは祥吾のこと。そして次に考えるのは聡のこと。

　ずっと付き合ってきた優しい恋人からのプロポーズを断るなんて馬鹿げている。そんなことは分かっているのに、思いとどまってしまう自分がいる。いったいどうするべきかが分からない。

　こんな不安定な状態で仕事に打ち込めるのだろうか。明日の打ち合わせが不安でならなかった。こんなこと、入社以来初めてかもしれない……。




　翌日の午後、打ち合わせに出掛ける準備をしていた私は、直属の上司である鈴すず木き課長に呼ばれた。数年前に離婚した彼女には、大学生の娘がふたりいると聞いている。仕事では、女性ならではの細やかさとバイタリティ溢れる行動力で、社内でも一目置かれている存在だ。

「七海さん。あなたこの後、組合の事務局で打ち合わせよね？」

「はい、そうですが」

「ちょうどよかった。さっき電話があって、今日は社長も同行されたいそうよ」

「えっ？」

　鈴木課長の言葉に私は驚き、大きな声を出してしまった。その意味を課長は勘違いしたらしい。少し困ったように肩をすくめると微笑んだ。

「ああ、ごめんなさい。これじゃどちらの社長か分からないわね。桐原社長よ。もともとこの仕事は彼が持ってきたものですものね。どんな感じで進めていくのかを見ておきたいらしいわ」

「え、でも……今日、これから……ですか？」

「そうよ。どうしたの？　なにか都合が悪いことでもあるの？」

「いえ……、そうではありませんが……」

　突然の話に私は狼ろう狽ばいを隠せない。そんな私の様子をジッと見つめていた課長は、やはり見当違いなことを言った。

「いきなり社長が同行するなんて言われて緊張するのは分かるけど……大丈夫よ。桐原社長は気さくな人だし。普段通りやってくれればいいわ」

「頼むわね」と微笑んだ彼女に肩を軽く叩かれた。私はそれ以上なにも言えず、うなだれたまま返事をして自分の席へと戻った。

　鼓動が速くなっている。心なしか息苦しささえ感じられた。

　祥吾に同行する――。

　私の不安はますます大きくなってしまった。




　三十分後、私は祥吾が運転する車の助手席に乗っていた。

　てっきり現地で合流すると思っていたので、祥吾からかかってきた内線で、一階のエントランスで待つように言われた時はかなり焦った。

　そしてその後、エントランスのドア脇に立っていた私の前に事務的な笑顔を向けながら歩み寄ってきた祥吾が、ビルの前にハザードを出して停めてあった車に私を促した時は、思わず体を硬くした。まさか祥吾自らが運転する車で同行するとは思っていなかったのだ。

　私は激しく打ちつける心臓を必死に落ち着かせながら、動揺を悟られないよう、黙って車に乗り込んだ。

　昔とは違うその車はまだ新車の匂いがした。彼の瞳の色と同じ、深いブルーのオープンカーはベンツＳＬ３５０。暖かい季節に風を受けて走ればさぞ気持ちがいいだろう。

「資料は持っているよね？」

　運転席に滑り込んだ彼がシートベルトをしながら言った。

「はい」

「見せて」

　端的に言葉を発する彼は仕事の顔だ。過去に付き合っていた女性に接する態度じゃない。もっとも、祥吾は私を覚えていないのだからそれは当然のことなのだが。

　祥吾は、私が差し出したデザイン案の資料をパラパラとめくっては、真剣な表情で目を通していく。

「なるほどね。君の仕事は評判がいいというのは本当のようだ」

　資料を私に返しながら、ほんの少し彼が笑っただけで、私はもう我を忘れそうになってしまった。この心臓の音が、狭い車内で彼に聞こえていないことを祈るだけだ。

「……ありがとうございます」

　やっとの思いで、それだけ言った。

　彼は、少なくとも、私の仕事は評価してくれたのだ。たとえ私のことを忘れていたとしても、仕事ぶりは彼の基準を満たしているらしい。それだけでも、今の私には嬉しかった。

　やはり認めなければならない。こうして祥吾のそばにいて、彼に笑顔を向けられるだけで、私は舞い上がってしまうのだ。昔となにも変わっていない。

　まもなく、祥吾の運転する車は『佐さ伯えき不ふ動どう産さん』と彫られたメタリックな看板がそびえるビルに到着した。看板脇にある地下に続く入り口へと向かう。どうやら地下駐車場に車を停めるらしい。

　祥吾が警備員に顔を見せただけでゲートがスッと開いた。ここへはかなり来ているということがうかがえる。

　それもそうだろう。この仕事はもともと祥吾が持ってきたものなのだ。クライアントと以前から懇こん意いにしていて当然だ。

　組合の事務局はこの会社の一角に設置されている。私たちは今日、このビルの五階で打ち合わせだ。

　車を降りてエレベーターに乗り込み、一階でいったん降りた。受付で名前を告げると五階へと案内される。

　私は背の高い祥吾の広い背中を見つめながら、胸の痛みを我慢して彼の後についていった。

　部屋に案内された私たちは黒い革張りの大きなソファを勧められた。そこに祥吾と並んで腰を下ろす。

　私は不自然にならない程度に、できる限り彼との距離を空けた。彼に近づきすぎると、きちんと仕事をこなせるか自信がない。

　そしてまもなく部屋に入ってきた人物を見た時、私はまたしても動揺してしまった。すぐに立ち上がるべきだというのに、なぜかそれができなかった。祥吾に小声で「七海さん」と呼ばれ、やっとのことで立ち上がった。

　部屋に入ってきたのは、眼鏡をかけた中背のスマートな男性ともうひとり。つい先日、映画館で祥吾と一緒にいた女性、佐伯さんだった。

　ああ、そうか。最初に、打ち合わせ場所が〝佐伯不動産〟だと聞いた時、気づくべきだった。この仕事が祥吾によるものだということを踏まえ、勘を働かせるべきだったのだ。それができてさえいれば、私はもっと賢明な行動がとれただろう。

　遅れてソファから立ち上がった私は、仕事に集中するよう何度も自分に言い聞かせなければならなかった。それでもなんとか挨拶と名刺交換を済ませた。

　佐伯さんは、佐伯不動産の社長である佐伯清せい三ぞう氏の娘で、このオートオークション組合の理事を務めていた。

　佐伯さんと一緒にいる眼鏡の男性は藤ふじ本もとさんといい、肩書きは参事になっている。四十代前半であろう藤本さんが、ひと回り以上も年下の佐伯さんの部下でいることは、彼にとっては複雑な心境に違いない。

　私は気づかれないよう、ゆっくり深呼吸をして、なんとか仕事に集中しようとした。

　とにかく、これ以上プライベートなことで心を乱されるわけにはいかない。これはビジネスで、祥吾は社長、佐伯さんは大事なクライアントだ。

　今日の佐伯さんは、先日会った時よりも大人しい服装だった。グレーのスーツに黒のインナー。長い髪は後ろで束ね、化粧も落ち着いていて派手さはない。

　彼女もきちんとした社会人なのだ。恋人と一緒の仕事であろうと浮かれたりなどしていない。元恋人である私は冷静さを保つのにこれほど必死だというのに。

　祥吾は美しい恋人を見てもまったく表情を変えなかった。ここに来る時同様、ビジネスモードだ。彼も仕事とプライベートをきっちり分けることができている。できていないのは私だけだ。

「それじゃあ、さっそく見せてもらえますか？」

　藤本さんが祥吾と私を見て言った。

　私は資料を彼らに渡すと、準備しておいたパソコンを皆が見える位置に調整した。

「今回ご用意させていただいたデザインは、今、お渡ししました三パターンございます。最初に伺っていたご要望に添って考えました。この中からご検討いただき、最終デザインをひとつに絞っていただきます。もちろん、細かい修正は可能ですのでおっしゃってください」

　私の言葉に、彼らが資料をパラパラとめくっている。

　この瞬間はいつも緊張する。いくら祥吾が私の仕事を認めてくれても、これがクライアントに認められなければ意味がない。

　私はここにきて初めて、隣の祥吾の存在を頭の中から追い出すことができた。いくらか自分のペースを取り戻す。

「これは画面上でも確認できるのよね？」

　佐伯さんが尋ねた。

「ええ。用意しております。もちろん、現時点ではテスト用ですので、すべての動作が可能なわけではありません。こちらで用意した値を入れていただくことによってしか、動作しないようになっております」

「もちろん、構わないわ。見せてもらえる？」

「はい」

　私はパソコンに、用意しておいた試験用サーバーのＩＰアドレスを打ち込んだ。だが、エラーが出てしまった。打ち間違えたと思い、手帳を取り出してアドレスを確認してから、もう一度打ち込んだ。……が、結果は同じだ。

　自分の顔が青ざめていくのを感じた。昨夜、自分がなにをどうしたかをよく思い起こしてみる。

　確か、自分のパソコンですべての動作を確認した後、ファイルをサーバーにアップロードしたはず。アップロード先はこの試験用サーバーで……。

「……あっ」

「どうしたの？」

　小さな声を漏らした私に、佐伯さんの鋭い視線が突き刺さる。藤本さんが眼鏡の向こうで怪け訝げんな表情をした。隣に座る祥吾の視線も痛いほど感じる。

　私はミスを犯した。いまだかつて、こんな初歩的なミスは犯したことがない。

　ここでテスト用ページを見せ、簡単な動作シミュレーションをしてもらうつもりだった。だが、これではページを見ることさえできない。

　私はアップロードするサーバーを間違えたのだ。

　昨夜、私は確かにファイルを転送した。だけど、よく思い返せば、それは社外アクセス不可のサーバーだ。社内のパソコンからはアクセスできても、社外のネットワーク環境からは一切拒否される。

「……も、申し訳ありません。少々お時間をいただけますでしょうか」

「どうしたのよ。見られないの？」

　佐伯さんが苛立った声を出す。

「……はい、……申し訳ありません」

　私は頭を下げるしかなかった。こんなミスを犯すなんて、どうかしている……。叱しっ責せきされて当然だ。

「トラブルがあったようで申し訳ありません。十分だけ、お時間をいただけませんか？」

　隣の祥吾が頭を下げ、時間をくれるよう交渉する。その態度に佐伯さんが表情を和らげた。藤本さんも軽く息を吐く。

「分かりました。それでは十分後に。その頃また来ます。佐伯さんもそれでいいですよね？」

「ええ……」

　肩書き上は部下になるはずの藤本さんが佐伯さんに尋ねた。彼女はそんな彼の態度に不満そうに眉根を寄せた。佐伯社長の娘というだけで彼女が理事の座に納まっていることは、彼にとっても、その他の職員にとってもやりにくいことだろう。

　藤本さんに促されて、佐伯さんもソファから立ち上がると、ふたりはいったん部屋を出ていった。残されたのは私と祥吾のふたり。重い沈黙が漂った。

「申し訳ありません……」

　私が謝ると、祥吾が大きく息を吐く。

　呆れているのだろう。せっかく私の仕事を認めてもらえたと思った矢先、こんな、新人でもしないようなミスを犯してしまうなんて。

「ファイルをアップするのを忘れたのか？」

「……はい。あ、いえ……、アップはしたのですが、その、場所を間違えてしまいまして……ここからではアクセスできないんです」

「じゃあすぐ電話して」

「え？」

「会社に電話して、分かる奴にファイルを移動してもらえばいいだろう？」

「あ、はい」

　私はスマホを取り出すと、すぐにシステム開発室直通の番号に電話をかけた。電話に出たのはこの春入社したばかりの皆みな川がわルリさんだった。明るく人懐こい彼女とは、及川さんを交えて飲みに行ったりもする仲だが、新人でまだアクセス権のない彼女に頼むことはできない。

「お疲れ様です、七海です。及川さんお願いできますか？」

《お疲れ様です～。及川さんなら出掛けてますよ。というか今、誰もいないんですよ。七海さん、早く帰ってきてくださいよ》

　彼女が少し情けない声を出した。

「誰もいないの？　そこにいるのは皆川さんだけ？」

《そうなんですよ。皆出払ってまして。あ、でも鈴木課長は別室で会議みたいですよ。なにか重要な会議らしくて、電話も回さないように言われてるんです。後から折り返すからって》

「そんな……」

　よりによって、こんな時に誰もいないなんて。仕事柄、皆が出払ってしまうなんてことはめったにないのだ。

「どうかしたのか？」

　私の電話のやりとりを聞いていた祥吾が横から口を挟んだ。私はおろおろとしたまま、祥吾に事情を説明した。すると、祥吾がまたしても大きな溜め息をついた。心底呆れたに違いない。

「電話、貸して」

　祥吾が私のスマホを取った。皆川さんになにやら指示を出しているが、思わぬ事態にうろたえる私はまるで耳に入ってこない。

　しばらくそのまま無言が続いた後、祥吾が再び話し始めた。どうやら電話の相手を誰かに代わってもらったらしい。

　祥吾が私のスマホを耳から外すと、通話口を押さえながら小声で言った。

「移動するディレクトリ名とサーバーのパスは？」

　私は今回のデータが入ったディレクトリ名とサーバーのフルパスを手帳にサラサラと書き込んだ。彼はそれを電話口の相手に伝えている。そしてしばらく後、お礼を言った祥吾は電話を切った。

「数分後には見られるように頼んでおいたから」

「ありがとうございます。あの……申し訳ありませんでした」

　祥吾からスマホを受け取りながら、私は深々とお辞儀をしてお礼を言い、謝った。顔を上げた時、彼は困惑した表情を浮かべていた。

　こんな失敗をするようじゃ、ダメだ。いくら動揺するような出来事があったからといって、仕事に支障をきたしていいわけがない。

　私は深くうなだれると、唇を噛み締め、黙り込んでしまった。

　その後、祥吾のおかげで、約束の十分が経った頃には佐伯さんと藤本さんに問題のページをちゃんと確認してもらうことができた。

　祥吾の手前もあってだろうか、彼らは私の失敗をそれ以上咎とがめることなく、提出した三パターンの中から明るめの色を使った案を推してきた。最終的に組合で決を採り、決まったら連絡するということで、打ち合わせは終了した。




　帰りの車の中は終始重苦しい雰囲気だった。祥吾はむっつりと黙ったままハンドルを握り、私はそんな彼の隣でずっと体を硬くしていた。

　昔、まだ彼と付き合っていた時は、たとえ喧嘩をしていても、こんなに気まずい空気にはならなかった。私たちは喧嘩をしている時でさえ、お互いの愛を疑っていなかった。……もっとも、今となっては彼もそうだったかは自信がない。

　会社のビルが見えてくると、祥吾は車のスピードをゆっくり落とした。ハザードを出して道路脇に車を停める。

「じゃあ、お疲れ様。僕は車を駐車場へ置いてくるから、君は先に戻るといい」

　行きと同様、事務的な口調で言いながら祥吾が車のロックを外した。

「はい、ありがとうございます。それと社長……」

　祥吾を社長と呼ぶことに違和感を覚えるのはきっと私だけだろう。

「今日は本当にすみませんでした。今後は気をつけますので……」

「そのことなんだけど」

　ハンドルから手を離した祥吾が私を見る。

「この後少し話がしたい。もう就業時間は過ぎたし、君も早く帰りたいだろうけど、いいかな？」

　薄暗くなりつつある車内で、祥吾の青い瞳に見つめられた私は息を呑んだ。鼓動が速くなり、ドアハンドルを握った手に汗が滲む。

「……はい、大丈夫です」

　やっとのことで返事をすると、祥吾は「じゃあ三十分後に僕のオフィスで」と言い残して車を発進させた。

　祥吾と別れた後、エレベーターで二十三階まで上がると、エレベーター横の自販機でコーヒーを買ったばかりの聡と出くわした。

「あ、聡……」

「今帰り？　お疲れ様」

「うん」

　壁の時計を確認すると、時刻はすでに七時を回っていた。定時の六時には帰社できる予定でいたから、打ち合わせがだいぶ長引いたのだ。とは言え、その原因を作ったのが自分であるから、私は反省するばかりだけれど。

「打ち合わせ、大丈夫だった？」

　聡が自販機に背を預けたまま尋ねた。

「う、うん……」

　私はとっさに目を伏せてしまった。明らかに不自然な態度だ。

　聡は、エレベーターホールからは死角になった奥の休憩スペースに私を誘い、私にもコーヒーを買ってくれた。壁際に置かれたくすんだグリーンの古びたソファに並んで腰を下ろすと、一瞬の沈黙の後、聡が言った。

「桐原社長と一緒だったんだろ？」

「え？　なんでそれを……」

　突然出た祥吾の名前に私はあからさまに動揺する。顔を上げて聡を見ると、真正面から目が合ってしまい、私はさらにうろたえた。

　目をそらしてしまったのは失敗だった。これではまるで彼となにかあったみたいだ。実際には私のミスを助けてもらっただけで、それ以上のことはなにもないのに。

「社長と電話で話したのは俺だからね」

「あ……」

「唯が作ったデータを、指定の場所に移動してほしいって頼まれたよ」

　あの時、祥吾が作業を頼んだのは聡だったのだ。彼はＳＥだ。私なんかよりずっと、システムには精通している。

　私はどうしてあの時、最初に聡を頼らなかったのだろう……。

「うまくいった？」

「うん……。ありがとう、聡。本当に助かったよ」

「そんなことはいいんだけどさ。珍しいよね、唯がそんなミスをするなんて」

　聡が私の瞳を覗き込み、ジッと見つめてくる。彼の瞳は穏やかなままなのに、まるで答えを急かされている気分になった。

　喉になにかつかえている感じがして、ゴクリと唾を飲み込んだ。

　聡は目をそらさない。

「もしかして、俺のせい？　それとも……」

　その時、エレベーターの到着を知らせる軽快な音が鳴った。聡は思い直したように首を軽く振ると微笑んだ。

「いや……。俺が、突然プロポーズなんかしたからかな。唯がこんな初歩的なミスをするなんて、普段だったらありえないだろ」

「……そんなこと」

「俺、ちょっと焦って失敗したかな。唯の気持ちが、まだ完全に俺に向いてないことくらい、分かってたつもりなんだけどさ……」

「聡……」

　そんなことはないと、はっきり言うべきだ。聡だって、きっとそれを望んでいる。こんな私にプロポーズしてくれるくらいなのだから。

　だけど、真剣な彼の気持ちを前に、偽りは許されない。私がここで違うと言えば、それは嘘になる。これについては、祥吾と再会してはっきりと気づかされた。彼と離れて六年経っても、私は全然、彼を忘れられていない。

　私は唇を引き結んだまま、聡から視線を外した。なにも言わなくても、これでは肯定したも同然だ。

「プロポーズのことなんだけど……」

　私が俯いたまま話を切り出すと、聡が身じろぎしたのが分かった。そして彼が呟いた言葉に、私はハッとして顔を上げた。

「……社長」

　聡と私の視線の先には祥吾が立っていた。憮ぶ然ぜんと私たちを見下ろしている。

「お疲れ様です」

　そう言って聡が立ち上がると、祥吾も珍しく慌てた様子で「お疲れ様」と返事をした。私も急いで立ち上がる。

「井上くん、今日はありがとう。助かったよ」

　祥吾が聡にお礼を言った。聡はその言葉に一瞬ムッとした表情をしたように見えたが、気のせいだったかもしれない。すぐにいつもの穏やかな表情に戻った。

　そもそも、お礼を言うのは私であって、祥吾ではない。祥吾は私のミスをフォローしてくれただけなのだから。それでも頼んだのは祥吾だから、彼はお礼を言ったのだろう。

「いえ、お安い御用ですよ。もとはと言えば俺の彼女のミスですからね。俺こそ、申し訳ありませんでした」

　聡は、私が聡のものであることをわざと強調するように言った。それは社長である祥吾にわざわざ言う必要はない情報だ。

　祥吾にも伝わったのだろう。彼が一瞬顔を強ばらせたように見えた。

　けれど、それはきっと私の自惚れだ。私の、こうであったらいいのに、という願望がそう思わせたのだ。だって、彼は私のことなんて覚えていないのだから。

「七海さん、三十分後って言っておきながら申し訳ないけど、時間が空いたんだ。少し早いけど今からでも大丈夫？」

　祥吾が穏やかな声で言う。うっすらと笑みを浮かべている彼には先ほどの面影は一切ない。やっぱり私の気のせいだ。

　聡が怪訝な顔で私を見つめた。私は小さく頷いた。

「はい、大丈夫です」

「ありがとう。じゃあ帰り支度が済んだら、僕のオフィスまで来てほしい」

　そう言い残した祥吾は、エレベーターホールへと姿を消した。やがてエレベーターのドアが開く気配がし、祥吾が立ち去ったのを感じ取った私は大きな溜め息をついた。

「仕事でミスして、社長直々に叱られるのは初めてよ」

「唯……」

「大丈夫、叱られて当然だもの。私、行ってくるね。聡、今日は本当にありがとう」

　心配そうに顔をしかめる聡に、私はなんとか笑ってみせた。










Ｓｃｅｎｅ４　情熱のキスに潜む嘘




　私はいったん自分のデスクに戻り、メールチェックを済ませてからフロアを後にした。重い足取りでエレベーターに乗り込む。

　社長室は二十七階だ。途中、誰とも顔を合わせることなく、私は目的のフロアに到着した。

　二十七階には【社長室】とプレートが掲げられた部屋がふたつある。どちらが祥吾の部屋なのかはすぐに分かった。それぞれのプレートの下に名前が入っていたからだ。

　私は【桐原】と書かれたプレートが付いているドアをノックした。

「どうぞ」

　すぐに返事があったので、「失礼します」とひと声かけてからドアを開けた。

　入社して五年。初めて足を踏み入れた社長室は、想像していたよりも普通の部屋だった。

　広さは十畳くらい。ドアを開けて真正面に応接セット、片側の壁にはまだ隙間だらけの本棚がある。その奥には重厚なデスクが袖机と共に並べて置かれ、背後にブラインドが上げられたままの腰高窓があった。片隅には観葉植物がひとつ置かれている。

　祥吾はデスクを背に窓のほうを向いて立ち、外を眺めていた。背の高い彼が立つとその窓は小さく見える。

　彼がこちらを振り返った時、その黒こく曜よう石せきを思わせる黒い髪がサラリと揺れた。

　彼がジッと私を見た。

　私は気づけば爪が食い込むくらい強く拳を握り締めていた。彼の視線に焼かれてしまいそうだ。

　だけどその青い瞳はすぐにそらされ、私の目の前に置かれているソファに目をやると、「そこに座って」と低い声で言った。

　私はそろそろと中に入り、ドアを閉めた。かちゃりとドアの閉まる音が響いて、まるでそれがこれから起こるなにかの合図に思えてしまった。

　やけに心臓が騒がしい。

　祥吾に再会して、私は彼のことを過去にできていないと思い知らされた。聡と付き合っていながら考えてしまうのは祥吾のこと。彼にも恋人がいて、私のことは覚えてすらいないのに、私はまだ、こんなにも祥吾を求めている……。

　そろりと一歩踏み出した。彼の視線を嫌というほど感じる。私がやっとの思いでソファに座ると、祥吾がクスリと笑った。

「そんなに怯えなくても」

「怯えてなんか……いません」

「そう？」

　祥吾がデスクを回り、こちらへやって来た。デスクと応接用テーブルの間に立ち、私を見下ろしている。

　私は今日ここへ呼び出された理由を思い出した。私が打ち合わせでしでかした失敗の件だ。ふたりの過去の記憶をたどり話し合うためじゃない。

「あの……！」

　勢いよく立ち上がった私は体をふたつ折りにする。とにかく謝らなければ。

「今日はすみませんでした。無事に終えられたのは社長のおかげです、ありがとうございました。あの、二度とあんなことがないよう気をつけます。申し訳……」

　だけど、私の謝罪は彼にとって重要ではなかったらしい。祥吾は私の謝罪を遮ると、いかにも私を知っているようなことを言った。

「君はしっかり者だ。よほどのことがあったんだろう」

「……え？」

「ついさっきまで、その理由は自分だと思っていたよ。だけど違ったんだな。いつも仕事はきっちりこなすという君が、あんな新人のようなミスをしたのは、俺のせいじゃない。君の……今の恋人とのことが原因だったんだ」

「……あの、どういうことでしょうか？」

　彼の言わんとしていることが理解できない。私は眉根を寄せると首をかしげた。

「まさか、忘れたとは言わないだろう？　唯」

「……え？」

　彼の少し薄い唇から発せられたのは、確かに私の名前だった。いつの間にか私と向かい合っていた彼が、瞬きもせずに私を見ている。

　私の体が激しく震えた。

　どうして？　彼は、私を覚えていたというの？

　あまりの衝撃に言葉が続かない私は、座ることもできず呆然と彼を見つめ返し、立ち尽くしたままだ。

　彼の右手がゆっくり動いたかと思うと、その長い指が私の顎をそっと持ち上げた。深い闇のようなブルーの瞳が間近で私の顔を覗き込む。

「覚えているはずだ、唯。俺がこの会社で最初に挨拶をした時、君の様子を見て分かっていたよ。その後の会議でも、映画館でも、俺を見て、明らかに動揺していたね」

　私は吸い寄せられるように彼を見つめたまま、ゴクリと唾を飲み込んだ。

「祥吾、覚えて……」

　彼は私を覚えていたのだ。彼の香りも、瞳の色も、その声も、なにもかもが昔のまま。彼は、私を忘れてなどいなかった！

　私はこの時、その事実に驚き、そして多分、舞い上がっていた。彼がどうして、私のことをまるで忘れたかのように振る舞っていたのかなど、問い詰めようとも思わなかった。

「唯……」

　もう一度私の名を呼んだ彼は、私の腰に左腕を伸ばし、そのまま私を抱き寄せた。ふたりの距離が、急に親密な男女のそれになった。

　彼の端正な顔が傾けられ私に近づくと、引き寄せられるように自分の顔を寄せてしまう。少し背伸びをした私が彼の上着をギュッと握ったところで、私たちの唇は重なった。

　重ねるだけだったそのキスは、すぐに熱を帯びた。それはまるで離れていた年月を思わせないくらい自然で、そして離れていた年月を埋め合わせるかのような、情熱的なキスだった。

　頭の芯が痺しびれたようになり、なにも考えることができない。

　彼の右手は私の項うなじを押さえて自分に引き寄せ、いったん離した唇を、角度を変えて何度も重ねてくる。

「……んっ」

　彼の舌が私の舌を捕らえると、私はそれについていくのに必死になった。彼にしがみつく私の腕も、背伸びをした脚も、ガクガクと震える。

　私がその時、床に座り込まずに彼のキスを感じていられたのは、私の腰に回されていた彼の力強い腕のおかげでしかなかった。そうでないと、立っていられるはずもなかった。

　どれくらい私たちはそうしていただろうか。

　彼の甘く激しいキスに翻ほん弄ろうされていた私は、やっと目を開けることができた。

　まだ間近にある彼の唇は濡れ、私の口紅がうっすらとついている。それを見た私は急に恥ずかしくなった。わずかに常識を取り戻し、自責の念に駆られる。

　なんてことをしてしまったの。私には聡が、そして祥吾には佐伯さんがいるというのに。

　私は祥吾とキスをしてしまった。ただのキスじゃない、身も心も溶けそうな熱いキスを。本能の赴おもむくままに。

　私は祥吾から目をそらすと、俯きギュッと唇を噛み締めた。しがみついていた私の両手が、彼の体をそっと押す。

　抱き寄せていた彼の腕の力が緩んでいたため、私たちの間には簡単にまた距離ができた。それでも今この場面を他人に見られたら、とても言い訳できない。社長と一社員としては、明らかに近すぎる距離だった。

　彼に近づいてはダメだ。そう思うのに、それ以上私から離れることができない。

　これまでも十分すぎるほど分かっていたはずだ。彼に関しては、私の中の常識や理性などまったくあてにならないということが。

「私、こんなつもりでは……」

　今さら慌てて言い訳をしても、まったく無駄だろう。

　私の体が、私の本能が、祥吾を求めているということが、彼に知られてしまった。

　でも、他になんて言えばよかったの？　あなたを求めていると言って、彼にすがるの？　彼にはあんなにキレイな恋人がいるというのに。

　祥吾を見上げた。そこには、戸惑う私とはまるで対照的な彼がいた。目を細め、白い歯こそ見えないが、その唇は上向きの弧を描いている。つい今しがた彼のキスに応えた私をまるで嘲ちょう笑しょうしているかのように。

「……祥吾」

「君は、彼とは結婚できないよ」

　祥吾が再び私との距離を縮めようとする。

「な、にを………」

「井上聡。彼にプロポーズされているんだろう？　結婚は人生の大きな分岐点だ。慎重になって当然だ。褒められたことではないが、そのせいで普段ならしないミスをしたとしても納得できる。だけど君はただ返事を先延ばしにしているだけじゃない。迷いがあるんだ。彼とこのまま結婚していいのか不安なんだ。俺と再会したことで彼との結婚に踏み切れないでいる。たった今、それを確信したよ」

　彼はいとも簡単に再び私を抱き寄せた。その行動は先ほどとまったく同じなのに、表情だけが違う。

　先ほどキスをした時は、彼も私を求めているように見えた。よく考えればそれは私の勘違いだと考えるほうが自然だけれど、それでも私はあの時そう感じた。

　でも、今は違う。彼は明らかに私を嘲あざけり、軽んじている。私に対する恋れん情じょうなど、これっぽっちも感じられない。

　私はなにを期待していたというのだろう。彼のキスに気持ちがあると思ったのだろうか。それとも私が、そう信じたかっただけ？

　祥吾の顔が再び近づく。彼はまた私を支配しようとしている。

　私の瞳が熱くなっていくのを感じた。

　彼の前で泣いてはダメ。そして、彼の思う通りになってはダメ。

　私は祥吾の胸に添えていた両手に力を込めると、彼の体を精一杯押し返した。

「やめて……！」

　発した声と同時に涙がこぼれそうになり、私は慌てて横を向く。

「勝手なことを言わないで。聡とのことに祥吾はなにも関係ない。……こんなことをして、いったいなにがしたいの？」

　私は理由を聞いたことをすぐに後悔した。だって、口から滑り出た私の言葉は、自分でもそうと分かるくらい震えていたから。

　彼が私の頭上で笑みを深くしたであろうことが容易に想像できる。案の定、彼はまるでゲームを楽しんでいるかのように答えた。

「なにがしたい？　愚ぐ問もんだね。俺がしたいんじゃない。君がしたいと思っていることをしたまでだ。俺じゃなく、君が、俺とキスしたいと思っていたんだ」

「そんなこと、思ってないわ」

「いや、思っているさ。現にさっき唇を重ねた瞬間、君は待ちわびていたかのように俺にすがりついてキスに応えていたじゃないか。覚えているだろう？　忘れたとは言わせない」

「あれは……」

「いいよ。君の望むようにしよう。俺も嫌いじゃない……」

　祥吾が再び顔を寄せる。

　彼は本気だ。本気で私とまたキスをしようとしている。そして、そこにはひとかけらの気持ちも存在しない。

「やめて！」

　私は今度こそ、彼を思いきり突き飛ばした。

　もはや体裁を気にしてなどいられなかった。私が祥吾にどれほど未練があるか知られても、彼に私の頬を伝う涙を見られても、構わなかった。ただ、彼から離れ、ここから逃げたかった。

　彼の腕をほどいて逃れた私は、一目散にドアへと駆け寄る。ここへ来た時とは対照的に、乱暴にドアを開けると、まっすぐ階段へと向かった。

　ひとつ下の階まで駆け下り、化粧室に飛び込む。閉じたドアにもたれたまま、ずるずるとしゃがみ込み、そのまま声を殺して泣いた。

　彼は逃げる私を追いかけようともせず、名前を呼んで引き止めることもしなかった。久しぶりに重ねたキスはあんなにも情熱的だったのに、その後はまるで私をわざと傷つけているようだった。

　彼は、私を傷つけたいの？　これ以上、どうして？

　私はもう十分傷ついてきた。それなのに、彼は私をまだ追い詰める。

　彼の真意が分からない。

　今、分かることはただひとつ。

　私はもう、彼から逃れることができない――。










Ｓｃｅｎｅ５　君のすべてを奪うために　～祥吾サイド～




　唯が飛び出していったドアが閉まった後も、俺はしばらくその場に立ち尽くしたままだった。部屋には彼女の甘い匂いがかすかに残っている。そして俺の唇には、彼女の柔らかい唇の感触。昔と同じ、なにも変わらない彼女のぬくもり。

　俺は親指で唇を乱暴に拭うとソファに腰を下ろした。その勢いでソファがきしむ。目を閉じると彼女の顔がちらついた。

　俺が最後に唯を見たのは彼女が大学を卒業する頃。あの頃はまだ、少女のようなあどけなさがあった彼女は、今はすっかり大人びて美しくなっていた。

　彼女とふたりきりでいて、自制心を試されたのは俺のほうだった。唯の前でわざと他人のように振る舞っていたのは俺なのに、いざ彼女が俺の前で社員であろうとするのを見たら我慢ができなくなった。俺を忘れてなどいないということを、彼女の口から聞きたくなった。

　キスをしたのは失敗だ。あんなことをするつもりじゃなかった。仕事にかこつけて、唯の気持ちに探りを入れるだけで終わらせるつもりだったのに、彼女を前にした瞬間、気づけばキスをしていた。もっと慎重に彼女に近づくつもりだったのに、とんでもない失態だ。

　だが、収穫もあった。唯は俺のキスに応えるように体をすり寄せたのだ。俺に気持ちが残っているのか、それとも俺のキスに酔っただけなのか、それは分からないが、とにかく彼女は俺に抵抗できなかった。だったらそれを利用すればいい。

　その時、胸ポケットでスマホが震えた。

　この計画はうまくいくだろう。俺は確信しながら立ち上がると、スマホを取り出し、電話に出た。

「はい、桐原……」

《ハイ、ショーゴ》

「ルーク？」

　相手を確認せずに出てしまったが、電話は海外からだった。俺が日本にいる間、アメリカにある父から継いだ海運会社『ＪＣラインズ』を任せている人物で、俺は彼を最も信頼している。

「どうした？　なにかあったのか？」

《いえ、会社は順調ですよ。日本はどうですか？》

「こっちも順調だ。なるべく早く済ませて帰るよ」

《……それはよかった》

　ルークの声が沈んだ。俺は彼の身に起きている問題について思いを巡らせた。

「……彼女はまだ病院なのか？」

《いえ、昨日自宅に戻りました。久々の我が家に少し元気を取り戻したようです》

「そうか……。俺も近いうちに一度そっちに戻って顔を出すよ。こんな時に申し訳ないが、あとしばらくは会社のことを頼みたい」

《任せてください》

「ありがとう、ルーク」

《ショーゴもいい結果を期待してますよ。日本で……会えるといいですね》

　電話を切った後、ルークが残した最後の言葉に俺は苦笑した。

　父の代から、父と一緒に働いてきたルークは、俺が会社を継いだ時も本当によく助けてくれた。彼は、俺が日本に唯を残してアメリカに渡ったことを知っているし、俺が持っている彼女の写真も見ている。だから彼は、俺が日本で唯に会えることを願っているのだろう。

　彼は間違っていない。確かに俺は、唯に会うために日本へやって来た。だけどそれは、彼が思っているようなことじゃない。

　俺はこの日のためにすべての準備を整えてきたのだ。唯、君のすべてを奪うために。

　スマホを胸ポケットにしまいながらデスクの上の手帳を取り上げた。パラパラとめくり一枚の写真を眺める。まだ二十歳の唯が無邪気に笑っている横顔だ。この写真を撮った時、俺たちは幸せの最中にあった。目を閉じれば、今でも鮮明に思い出せる。

　初めて唯と出会ったのは、食品会社に勤めて六年経った頃だった。八歳年下の彼女はまだ成人したばかりだった。彼女との出会いは俺のそれまでの人生を百八十度変えた。

　俺の両親は国際結婚で、父親はアメリカ人、母親が日本人だ。初めはうまくいっていたらしい。だけどやはり文化の違いは大きかったようで、ふたりはすれ違うようになり、結局は離婚してしまった。俺が六歳の時だ。

　父はアメリカに戻り、俺は母と一緒にそのまま日本で暮らすことになった。父の遺伝子を色濃く受け継いだ俺の青い瞳は日本人には物珍しく、子供の残酷さで俺はつらい幼少時代を過ごした。

　母は働きづめで、それでも俺を大学まで行かせてくれた。母の苦労を見て育った俺はいつしか父を恨むようになっていた。

　やがて、もともと体の弱かった母が長年の苦労もあって病に倒れ、近代医療の成果も虚しくこの世を去った時、俺はずっと音信不通だった父から、アメリカに来て会社を継がないかと持ちかけられた。

　正直、その話を聞いた時、俺はむしょうに腹が立った。今までずっと連絡も寄越さないでいたくせに、母親が死んだ途端、俺に会社を継げという。そんな都合のいい話があるものか。俺はずっとＮＯを主張し続けていた。

　そんな時、唯に出会ったのだ。

　栗色の、肩先で跳ねる柔らかなくせっ毛をコンプレックスにしている彼女は、黒目がちな瞳でまっすぐに俺を見つめ、俺のコンプレックスだった青い瞳を、まるで深い海のようだと言った。そして、とても寂しそうだ、とも言った。

　今まで俺に寄ってくる女が俺の外見を褒める時、そんな言葉を並べた女はいなかった。俺が寂しそうだなんて生意気なことを言う女もいなかった。誰もが皆、安っぽい言葉で俺の気を引こうとした。

　唯は俺が初めて会うタイプの女だった。反抗的で俺の思い通りにならない彼女に初めはイライラしたが、なぜ彼女にこれほどまでに心を乱されるのかを考えた時、答えはすぐに出た。

　俺は唯に興味を持った。そして、八つも年下の彼女に溺れるのに時間はかからなかった。彼女と過ごす毎日は俺の世界を変えた。

　だが、幸せな日々も長くは続かなかった。唯と付き合い始めて半年が経った頃、母に続いて父までもが病に伏せたと知らせを受けたのだ。

　それまでずっと父の会社を継ぐことを断り続けていた俺だったが、そういうわけにもいかなくなった。もちろん突っぱねることもできただろう。母が死ぬまでずっと音信不通だったのだ。俺がそうしたからといって、誰も俺を責めたりするはずがない。

　けれど、やはり俺にとってはたったひとりの父なのだ。俺は悩んだ。そして考えぬいた末に、父の会社を継ぐことに決めた。その頃には唯と出会ってから一年が経っていた。

　まだ学生だった唯を休学させてまでついてきてほしいとは言えなかった。俺が会社を継いだところでこの先どうなるかなど分からない。見知らぬ土地で、自分のことで精一杯になるのは分かっていた。無責任に彼女を連れていって、彼女の人生を台無しにするわけにはいかなかった。

　俺は、唯が大学を卒業する一年後に迎えに来ると約束して、唯を日本に残し、アメリカに発った。あの時、その大きな瞳に涙をいっぱい浮かべて、ついには泣きじゃくった彼女を思い出すと胸が痛くなる。

　俺はその後、必死にビジネスを学び、会社を継いだ。あの頃の俺は、早く一人前になって唯を迎えに行きたい、その思いだけだった。彼女が俺を待っていてくれるものだと、信じて疑わなかった。

　そして一年後、日本に戻った俺が目にしたのは、知らない男の隣で笑う彼女の姿だった。

　俺がただ彼女だけを想い、耐え忍んできた一年は、まったくの無駄に終わった。彼女の中ではすでに俺は過去の人間で、彼女は別の新しい人生を手に入れていたのだ。

　俺はその時、母の死よりもさらに大きな絶望を味わったと思う。一瞬にして目の前の景色が色褪せ、意味のないものに変わった。後に父の病が進行し亡くなった時でさえ、あれほどの喪失感はなかった。

　そして、幸せそうに笑う彼女への復讐心が芽生えたのだ。彼女のすべてを奪い、俺と同じ絶望を与えてやりたい。俺には失うものはもうなにもないのだから。

　俺はそのためにここにやって来た。

　だから、俺が唯を見て覚えるこの感情は、決して恋じゃない。唯と離れてからもう何年も経っているのだ。

　その間に俺にも色々あった。父の会社を継ぐ傍ら投資も続け、投資会社を設立した。もはや俺にできないことなどない。

　俺は手始めに彼女が勤める会社を買収した。これからじわじわと彼女を追い詰め、彼女のすべてを奪ってみせる。彼女は近い将来、絶望に打ちひしがれ、あの時俺を捨てたことを後悔するのだ。

　手帳を閉じてデスクに放った。こうしてたびたび彼女の写真を眺めては、自分の計画を現実にするべく動いている。

　だから俺が彼女の写真を持ち歩くのは、決して未練なんかじゃない。










Ｓｃｅｎｅ６　決断




　定時でなんとか仕事を切り上げた私は、自宅の最寄り駅近くにある、古びた喫茶店で聡を待っていた。今日これから話す内容を考えると、とてもお酒を飲みながらという気分にはなれない。私はなるべく静かで落ち着ける店を選んだ。

　ここは駅の近くにありながら、昭和の時代を反映しているような外観と内装が、この時間の客足を緩やかにしていた。訪れる客はほとんどなく、たまにいてもそれはマスターの知人が多かった。

　今日も幸いなことに、客はまだ私だけのようだ。私は窓際の席に座り、聡が来るのを待ちながら、淹れたてのエスプレッソを口に運んだ。私の心を映し出しているような苦さが喉を通り過ぎていく。

　やがて約束した時間である七時を少し回った頃、聡が慌てて店に入ってきた。

「ごめん、唯！　遅くなった」

　はあはあと息を切らしている彼は最初に運ばれてきた水を一気にぐいと飲むと、私と同じエスプレッソをオーダーした。

　忙しいのは十分分かっているから、そんなに慌てなくても大丈夫なのに、と私は思わず頬を緩める。

「大丈夫よ、少し過ぎたくらいだし。聡が忙しいのは分かってるから」

「でも、唯を待たせたことに変わりはないからね」

　聡が目元を和らげる。まもなく運ばれてきたコーヒーを彼はひと口すすった。

「それで、話というのは……」

　彼が話を切り出した。

　話があると言って彼を呼び出したのに、心構えができていなかったのは私のほうだろうか。

　私は肩を強ばらせた。手に持っていたコーヒーカップをソーサーに置く音が大きく響いた気がした。

「えっと……」

　そんな私の動作を聡がジッと見つめている気配がする。カップに添えたままの私の手が、わずかに震えていた。

「け、結婚のこと……私、あれから考えたんだけど……」

「うん」

　私はカップから手を外すと、膝の上に両手を置いた。向かいに座る聡をちらりと見ると、彼も真剣な表情で私を見ている。

　私は両手にぐっと力を入れると、テーブルにつくくらい頭を下げた。

「ごめんなさい！」

　店内に客がいなくてよかった。もしいたら、興味津々な眼差しを向けられるに違いない。

　私たち以外に誰も客のいない店で長い沈黙が続いた。私は息を詰めて聡の反応を待った。

「……唯」

　そして次に聞こえた聡の声は、相変わらず優しい響きを持っていて、私はつい、その声につられて顔を上げてしまった。

　彼の瞳は切なげな色を帯びていて、私の胸はギュッと鷲掴みされたように苦しくなる。

「それは、よく考えた上での結論ってこと？　俺とは結婚できない、そういうこと？」

「聡……」

「唯が前の恋を引きずっていることは知ってるし、俺はそれでも構わないと思ってる。それについては付き合う前にも言ったよね」

「うん……」

「それでもダメなのかな。やっぱり俺とは結婚できない？」

　聡の顔をそれ以上見ていられなくなった私は、俯き小さく頷くと、また「ごめんなさい」と謝った。

　その言葉しか出てこなかった。彼を少しでも傷つけると思うと、どう伝えていいのか分からない。彼の気持ちに応えられない以上、どんな言い方をしても私は彼を失望させる。他になにが言えるというのだろう。

　すると彼は意外なことを尋ねた。

「この前、社長のオフィスでなにがあったんだ？」

「え？」

　唐突な質問に、私は顔を上げると聡を見つめた。彼は問い詰めるような視線を私に注いでいる。

「あの日、なにかあったんだろう？　社長室から戻ってきた唯は泣き腫らした顔をしていた。仕事のミスを叱られて泣くような君じゃないことは分かっている。仕事以外のことでなにかがあったんだ。違う？」

　彼がテーブルの上で両手を組んだ。

　聡には正直に話さなければならないだろう。でも、なんて説明したらいい？　私自身分からない。

　私はあの日、祥吾が言ったように、祥吾とのキスを自ら望んでいたの？　だから彼は私にキスをしたの？

　私は浮かんだその考えをすぐに打ち消した。

　そんなはずはない。少なくともあの時、私は祥吾とキスをするつもりではなかった。たとえ結果的にそうなってしまったとしても、彼が私に触れるまで、私はそんなことは考えてなどいなかった。そう、彼が私に触れるまでは……。

「キス、したの……」

　そう白状した瞬間、聡が鋭く息を呑むのが分かった。テーブルの上で組まれていた彼の両手に力が込められたのが見てとれる。

「……私、聡と出会う前に、桐原社長と付き合っていたの。聡と付き合っていながら、桐原社長のことがずっと忘れられなくて……今でも好きなの。優しくしてくれた聡に、許してもらえるなんて思ってないし、こんな状態でこれ以上聡と一緒にいるなんてできない。本当に、ごめんなさい……」

　私は認めた。はっきり〝祥吾が好き〟だと。忘れることができないとか、そんな曖昧なものじゃない。私は今でも祥吾を愛しているのだ。

　祥吾が言ったように、あの時私がキスを求めていたのかどうかは分からない。だけど、彼に触れられて止まらなくなったのは紛れもない事実だ。

　あのめくるめくような、甘い口づけを思い出すと体が熱くなる。こんな気持ちは祥吾と別れて以来何年も感じたことはない。三年間付き合ってきた聡とも……一度もなかった。

「……分かった」

　静かな声で聡が言った。

「……え？」

「分かった、って言ったんだよ、唯」

　切れ長の瞳で聡が微笑む。穏やかな表情だ。いつもの優しい彼と、なにも変わりがない。彼は、どうしてこんな時まで、私に優しくしてくれるのだろう。

　聡が窓の外に視線を移した。駅から近いとは言え、一本奥まった通りに面しているからか、人通りはまばらだ。彼はそんなたまにしか人が通らない道を、瞬きもせずに眺めている。

「こんな時、俺が唯より年下で、もっとなりふり構わず行動できるタイプだったらよかったのに、と思うよ」

「……聡？」

「そうしたら、みっともなく君にすがることもできたかもしれない」

　再び私の瞳を捕らえた彼の目は、ほんの少し潤んで見えた。それでも彼がゆっくりと瞬きをした次の瞬間にはいつものように笑ったから、それは気のせいだったのかもしれない。

「……聡」

「別れても今まで通り、よき同僚、よき友達ではいられるだろ？」

「それはもちろん……聡さえよければ……」

「俺のほうは全然問題ないよ。唯が嫌じゃなければ、俺も今まで通り普通にやっていきたいから」

「……うん」

　微笑んだ聡が静かに席を立った。

「ちょうど仕事も忙しい頃だし、時期としてはよかったかもしれないな。俺も頑張るから、唯も……頑張れよ」

「え？」

「桐原社長。彼もきっと唯のことが忘れられないんだと思うよ」

「まさか」

　私はかぶりを振った。

　でも、聡は知らないのだ。祥吾が私にキスした後、私を見下ろし、嘲るように笑っていたことなど。

「じゃあ、俺は行くよ。ここは唯のおごりでいいよな？」

「ええ、それはもちろん」

　聡が軽く手を上げ、店を出ていく。私はその背中を見送りながら、もう戻れないことを知った。

　ずっと私を支えてそばにいてくれた優しい彼。そんな彼に別れを切り出すことしかできなかった私。

　聡の手を離した私にはもうなにもない。彼と別れる理由になった祥吾は、どうしてだか私を憎んでいるようだ。

「仕事を生きがいにできれば、よかったのに……」

　今も、未来も、なにもかもが失われた気がして、私は冷え切ったコーヒーに映る自分の情けない顔をしばらくぼんやりと眺めていた。




　七月に入ると、かなり蒸し暑くなってきた。梅雨明けはまだのはずだが、ここ数日は晴天が続いている。

　金曜日の今日、会社から一駅離れた場所にあるこの居酒屋は、仕事帰りの会社員たちで賑わっていた。

「それにしても、まさかふたりが別れるとは思わなかったわ」

　及川さんがウーロン茶をひと口飲んで言った。黄色い半袖ニットを着た彼女は、いつも巻いている髪を今日はアップにしてまとめている。

　そんな彼女の隣では、皆川さんが一杯目のウーロン杯をすでに半分以上飲み干していた。かわいらしい顔をしているが、この三人の中で皆川さんが一番お酒が強い。

　及川さんに同意を求められた皆川さんが頷くと、悩みのなさそうなハニーブラウンの髪がサラリと揺れ、私は湿気で膨らむ自分のやっかいな髪質を思い、羨ましくなった。

「それで？　なにがどうしてそうなったわけ？」

「なにがって……」

　私の向かいに座った及川さんが片肘をつきながら、目の前のお皿に盛られた唐揚げをひょいと摘んで口に放り投げた。

「ふたりの様子から推察するに、振ったのは七海さんなんでしょ？」

　先週の木曜日に聡と別れた後、彼とはこれからも仕事仲間として、友人として付き合っていくことで同意していたけれど、やはり急に以前のような友人関係に戻るのは難しく、なにかにつけてお互いに気を遣ってしまっていた。

　私たちの様子がおかしいことに、身近にいる及川さんが気づかないはずはない。彼女に問い詰められ、私は聡と別れたことをあっさり打ち明けてしまったのだ。

「えっと……」

「なによ、せっかく会社では話しづらいだろうと思って、こうして貴重な金曜日の夜、時間を割いて集まってあげているのに」

　及川さんが言った。

　その口調はまるで私のために集まっているのだ、とでも言いたげだ。……実際、そうなのだが。

　会社で及川さんに聡と別れたことを告げた時、彼女に今夜の予定を聞かれ、特にないと答えた私は、やや強引にこの居酒屋に連れてこられたのだ。

「そうですよ～、七海さん！　私もすっごく興味があります！　なんで別れちゃったんですか？　井上さん、仕事もできるしイケメンだし、私の同期の子も何人か狙ってたんですよ。それでも七海さんがいたから、皆諦めてたのに。実は私も井上さんに憧れてたんですよ」

　私の隣に座った皆川さんが私の顔を覗き込むようにしながら、かわいらしい声で告白した。

「えっ!?」

「ええっ!?」

　皆川さんの突然の話に、私と及川さんが同時に声を張り上げた。そんな私たちに皆川さんが口を尖とがらす。

「やだ、ふたりともそんなに驚くことないじゃないですか」

「いや、だって普通に驚くでしょ。皆川ちゃん、ついこの前まで桐原社長のことばっかり話してたじゃない。井上くんの話なんて一度も聞いたことないし、まさか憧れてただなんて、私、今まで全然知らなかったよ」

　及川さんの言葉に私も頷く。

「私も初耳だよ」

　皆川さんはこの春、四大を卒業して新卒で入社した、まだ三カ月の新人だ。同じ部署で女性同士ということもあり、及川さんも交えて女三人でよく飲みに行ったりしている。そこでは仕事の愚痴やプライベートのことも当然話題になるが、彼女が聡に憧れていたなんて話はまったく聞いたことがない。

「だって言っても仕方ないじゃないですか。井上さんには七海さんがいましたし。これで七海さんが嫌な先輩だったらまた違ったかもしれないですけど、全然そんなんじゃないんですもん。私、七海さんにも憧れてるんですよ。だから私が井上さんに憧れてるとかそういうことは、言わないほうがいいかなと思っただけです」

　皆川さんは私を見て微笑むと華きゃ奢しゃな肩をすくめた。そして続ける。

「もちろん桐原社長は素敵ですよ。でも、それは芸能人に憧れるのと同じような感覚ですよ。だって、桐原社長は私たちにとっては雲の上の存在じゃないですか。いくら同じ会社だからといって、気軽に話しかけたり誘ったりできる関係じゃありませんし。その点、井上さんなら同じ部署だし、よく会うし、誘おうと思えばいくらでもできる分、現実的でしょう？　手に入らない極上の男を求めるより、身近ないい男のほうがいいに決まってますよ。及川さんもそう思いませんか？」

「まあね。確かにそれは一理あるわね」

　皆川さんが同意を求めるように斜め向かいの及川さんを見ると、及川さんも神妙な顔をして頷いている。

　もうすでに一杯目のウーロンハイを空にした皆川さんは「すみませ～ん」と手を上げて店員を呼ぶと、早々と二杯目を注文した。

　私はまだ柚子レモンサワーをひと口飲んだだけなのに、彼女のペースの早さには舌を巻く。彼女の気負わないさばけた性格を私は好ましく思っていた。

「それで、別れた理由はなんなんですか？　私にも教えてくださいよ」

　まもなく運ばれてきた二杯目のウーロンハイに口をつけながら、皆川さんが言った。

　私は少しためらった後で、祥吾の名前は伏せて事の経緯を説明した。私が学生時代の恋を引きずっていたこと、聡とはお互いにそれを承知の上で付き合い始めたこと。そして最近、昔の恋人と再会したことをすべて話した。

　ただ、キスをしてしまったことは黙っていた。そのことについては、私自身も整理しきれていなかったから。

　話しながらずいぶん虫のいい話だと自分でも思った。たとえ聡がそれでもいいと言ってくれたとは言え、忘れられない人がいながら聡と付き合っていたのは事実で、その恋人が自分の目の前に現れたことが原因で、私は聡と別れたのだ。聡を利用したと言われても返す言葉がない。

「私って、ずるいよね」

　私は肩を落としてうなだれた。すると、右隣からは意外にも明るい声が返ってきた。

「え～、そんなことないですよ。忘れられないんだからしょうがないですよね。それに私だってフラれて落ち込んでいる時に優しくされたらコロッといっちゃいます。しかも、その相手が井上さんみたいなイケメンだったら、落ちないほうがおかしいですよ。むしろ昔の恋人に再会したからって、なんで馬鹿正直に別れちゃったのかなあって思います。別れる必要なんてなかったんじゃないですか？」

　皆川さんは私を見ながらそう言った後、及川さんに向かって「そう思いますよね？」と同意を求めた。

「そうよねぇ。七海さんの話だと、その学生時代の恋人は七海さんとよりを戻すつもりはないみたいだし、割り切って今まで通りでいればよかったのに、とは思うわね。井上くんだって七海さんが元カレを引きずってること分かってて付き合ってたんでしょ？　彼、結婚も考えてたみたいなのによく別れ話に承諾したわよね。なんだかかわいそうになってきちゃった」

　及川さんと皆川さんがふたりで頷いている。聡にしてみれば同情などされたくないだろう。だけど、彼女たちが彼に同情する理由は私の予想を外れていた。

　私は忘れられない人がいるのに聡と付き合っていたことに胸を痛めているけれど、彼女たちは私がそれを理由に別れを切り出したことで彼に同情しているのだ。私の選択が間違っているの？

「でもさ、実際のところどうするつもり？」

「どうするってなにがですか？」

　及川さんの質問に首をかしげると、彼女が肩を大きく上下させた。

「これからのことよ。この歳で長く付き合ってきた彼氏と別れるなんて。井上くんみたいに見た目も中身もよくて将来有望な男がゴロゴロ転がってると思ったら大間違い。まさか一生独身なんて言わないでしょうね？」

「一生って……そんなことは言いませんよ。でも、今はまだ自分の結婚なんて想像できません。かといって仕事に生きたいわけでもないんですけど」

　及川さんの質問に答えながら、じゃあ私はいったいなにがしたいのかと考えてみた。

　恋人もなく、当分結婚するつもりもなく、仕事に没頭するわけでもない私は、とんでもなく中身のない人間に思える。目標もなく、だらだらと生きるなんてまっぴらだと思っていた学生時代が懐かしい。

　ふいに学生時代を思い出した私は、同時に祥吾のことも思い出してしまい、知らずのうちに胸が締め付けられて体を震わせた。

　この先私は、こうして祥吾に気持ちを残したまま、他の誰を好きになることもなく、一生を過ごすのだろうか……。

　そんなことを考えてしまうと無性に寂しくなるし、不安になる。

　私は隣の皆川さんをちらりと見た。皆川さんは軽く首をかしげて微笑むと、通りかかった店員を呼び止め、三杯目のウーロンハイと焼き鳥三本をオーダーし、満面の笑顔で言った。

「じゃあ七海さん、私と一緒に新しい恋を探しませんか？」

「へっ？」

「実は来週、合コンに誘われてるんです。本当はあまり乗り気じゃなかったんですけど、七海さんが行くなら別です。暇だったら行きましょうよ」

　笑顔で誘う彼女に、すかさず及川さんも割り込んだ。

「ちょっと、なによそれ。どうして誘うのが七海さんだけなのよ」

「だって及川さんには彼氏がいますもん」

　ペロッと舌を出して皆川さんが笑った。及川さんは口を突き出して少し不満そうな顔をしたけど、すぐに諦めたような笑みを浮かべた。

「まあ、いいんだけどね。本当に誘われても確かに困るし。合コンに行ったなんて彼にバレたらさすがに面倒だから。ふたりで楽しんでくるといいわ」

「なんだかんだ言って、及川さん彼のこと愛してますよね」

　皆川さんが軽い口調でからかうと、及川さんは一瞬考える素振りを見せてから、「そうなのかなぁ」と曖昧な返事をした。

「それで七海さん、どうしますか？　行きますよね？」

「あー……」

　私は困惑して言葉に詰まった。

　正直、今はそんな気分じゃない。聡と別れたばかりというのもあるが、もともと私は合コンが苦手だった。まだ高校を卒業したばかりの頃に一度誘われて行ったことがあるけど、とても気疲れしたのを覚えている。

　私の、人に気を使いすぎる性格が災いするのだ。誰かがひとりでぽつんとしていれば気になって話題を振ってあげなければと思うし、特に話したくなくても興味のある話をしなければと気を回すし、とにかく楽しめなかった。自然にそういったことができる人間だったらよかったけれど、あいにく私はそうじゃない。

「ごめん、ちょっとトイレに行ってくる」

　私は皆川さんの誘いをうまくかわす方法が見つからなくて、かなり不自然な理由で席を立った。ふたりが口を揃えて「逃げた」と言うのを背中越しに聞きながら、私はそそくさとお店の奥にある化粧室へと向かった。

　濃いブラウンで統一された化粧室の大きな鏡を見ながら、私はとりあえず簡単に化粧を直した。少し明るめのピンクで彩られた唇を見ながら、私はまた、あの夜のことを思い出してしまった。

　祥吾のオフィスに呼ばれた夜。再会して初めて彼は私の名を呼び、そして、私にキスをした。私の唇が彼の形のいい唇に塞がれたかと思うと、すぐに絡められた舌に、私はすぐさま反応し、そして夢中になった。

　彼はキスがうまい。ものすごく。私の理性がどんなに彼を拒絶しようとしたとしても、そんなものは彼のキスの前では意味がない。私はいつも、彼の望むように、彼に翻弄される。

　私はそれが好きだった。祥吾と付き合っていた当時、私はそうして彼に支配されることに満足し、幸福を得ていた。

　でも今は？

　私は首を振った。鏡の中の私が、今にも泣きそうな顔をしていたことに気づかない振りをして、化粧ポーチをしまうと化粧室を出た。

　もう、祥吾のことを思い出すのはやめなければ。彼のことを考えるだけで、私は冷静でいられなくなる。

　今の私はあの頃とは違う。あの頃幸せだと感じていた彼の支配は、今はもう恐怖でしかない。大人になった私の分別も、彼のせいで正しく機能しなくなるのだ。

　席に戻ったら、皆川さんに合コンの話を断ろう。落ち着いて考えても、今はそんな気分になれない。

　私は廊下に出ると大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出した。俯きがちのままぐっと一歩足を踏み出した時、磨かれた黒の革靴が視界に入った。

　あっ、と思った時にはすでに遅かった。私は派手にその靴の持ち主とぶつかってしまった。

「わっ……！　すみませんっ……！」

　私が言うより早く、相手が謝ってきた。私は鼻を押さえながら顔を上げた。

「いえ、私こそすみませ……」

　相手の顔を見た私は、口を開けたまま瞬きを繰り返した。

　ぶつかった相手の男性も、私の顔を見てぽかんとしている。それでも私よりも早くその顔に笑みを浮かべた。キレイな白い歯がこぼれる。

「唯じゃん！」

　嬉しそうに私の名前を呼ぶその男性は、黒っぽい無地のスーツに明るいブルーのネクタイが際立って、スタイリッシュな雰囲気を醸し出していた。そして温かみある笑顔の茶色い瞳は、親しみを込めて私を見つめている。

「良りょう平へい！」

　私もすぐに笑顔で返した。

「久しぶり」

「本当に！　どうしたの？　いつ帰ってきたの？」

　私は興奮気味に尋ねた。

　私の目の前で笑うこの男性は、相さが模み良平。私と同い年の従兄弟いとこだ。実家が近いことと、高校まで同じ学校だったということもあり、私たちは頻繁に顔を合わせていたけれど、四年前に良平が海外転勤になってからは数えるほどしか会っていなかった。

「先月戻ったんだ。といっても一時的に帰国しただけで、あと半年もしたらまた行かないといけないんだけど」

　懐かしい笑顔を見せる良平は、瞳の色と同じ栗色の髪を無造作に掻き上げた。私と同じで少しクセのある髪が、彼の鋭い雰囲気を柔らかくしている。

　整った顔立ちの良平は、黙っていると近づき難い印象を与えるようだけど、笑顔はこんなにも親しみやすい。高校の時はそのギャップに熱を上げる女の子が絶えなかった。

「そうなんだ、相変わらず忙しそうだね」

「そうでもないよ。好きでやってる仕事だからね」

　有名国立大学を卒業した良平は、大手総合塗料メーカーに就職し、船舶の塗料を研究している。

「唯は？　まだあの会社に勤めてるんだろ？」

「うん。当分辞める予定もないかな」

　ほんの少し自じ嘲ちょう気味に笑うと、良平はわけ知り顔で頷いた。

「そっか、まだ引きずってんのか……」

　その言葉に、私はぐっと歯を食いしばった。肩にかけたバッグに添えていた右手に力を入れると、ギュッと持ち手を握り締める。

　良平は私がボロボロだった時期を知っている。そしてその後、私が聡と付き合い始めたことも。それなのに、私がまだあの恋を引きずっていると確信している。

「そんなんじゃないよ……」

　否定した私の言葉が弱々しく響いて、すぐに口を開いたことを後悔した。これじゃあ、肯定しているようなものじゃない。

　すると良平が空気を変えるように、急に明るい声で言った。

「唯、友達と飲んでんの？」

「え？　うん、そうだけど……」

「じゃあ、もしかして彼女がそう？」

「え？」

　良平が頭を右に傾けた。背の高い良平の陰になっていて全然気づかなかったけれど、良平が少し体をずらすと、皆川さんのかわいらしい笑顔が見えた。

「よかった～、七海さんが帰ってなくて」

　皆川さんはホッと息をつくと、良平を見上げた。

「はじめまして。七海さんと同じ会社の皆川です。七海さんのお知り合いですか？」

　小首をかしげて尋ねる皆川さんは、かわいいのに全然媚こびた感じがしない。私はすぐにふたりを紹介した。

「良平、彼女は会社の後輩の皆川ルリさんよ。皆川さん、こちら私の従兄弟で相模良平。仕事でアメリカに行っていたんだけど、一時帰国中なの」

　私が紹介すると、良平が「よろしく」と言ってふたりは軽く会釈をした。

「じゃあ、俺も戻るかな。大学の仲間と飲んでるんだ。また連絡するよ」

　そう言って良平は皆川さんに「またね」と微笑むと、背中越しにひらひらと手を振ってテーブルのほうへ戻っていった。良平の広い背中が細長い廊下を曲がったところで、私は皆川さんを見た。

「ごめんね、待たせちゃって。遅かった？」

「いえ、そんなことはいいんですけど、それより……」

　皆川さんは良平が消えた廊下の先をちらりと見た。

「七海さんの周りっていい男ばっかですねぇ」

「え？」

「相模さんですよ。ルックスもいいし、そのうえ海外勤務だなんて。きっとすごくモテるでしょうね」

「あー、確かにモテてたかも」

「ですよねー。これだけいい男に囲まれて過ごしてたんだから、七海さんの忘れられない元カレって人もきっとめちゃくちゃいい男なんでしょうね！　会ってみたいかも！」

　楽しそうにはしゃぐ皆川さんに悪気はない。その相手が祥吾で、私がどんな思いで彼のことを考えないようにしているかなんて彼女は知らないから。

　私は曖昧に微笑んだ。

「そうね」

　皆川さんは「きゃー」と甲高い声を上げると、やや興奮状態に陥ったようで、席に戻ってからも、及川さんに良平のことを嬉々として話し続けた。おかげで私は彼女に合コンの話を断りそびれてしまった。

　皆川さんが話している間、私はなんとなく店内を見回して良平を探したけれど、彼の姿はなかった。多分、個室で飲んでいるのだろう。

　良平の姿が見えないからか、皆川さんが語る良平の〝素敵さ〟はかなり割り増しされていて、私は笑ってしまった。










Ｓｃｅｎｅ７　嘲りのキス




　土曜日の夜。タクシーを降りた私の目の前には、まるでルネサンス建築の宮殿のような建物が堂々としたたたずまいを見せている。私は運転手に料金を支払っている良平を背に、首を反らせるとあんぐりと口を開けた。

　昨夜、居酒屋で良平と再会した私は、今朝九時頃に彼からかかってきた電話で起こされた。なんの予定もないせっかくの休日を、お昼までだらだらと寝て至福の時間を過ごそうと思っていたのに、良平の電話のせいで私のささやかな野望はあっさり潰ついえた。

　彼は私を食事に誘った。夕食だったらもっと後で連絡してくれてもいいのに、と寝坊の計画を邪魔されたことで少しむくれてみせると、良平は『早く連絡しないと唯が予定を入れてしまうかもしれなかったから』と言い、私は半ば強引に約束をさせられた。そして連れてこられたのがここだ。

「……良平ったら、いつもこんなところでご飯食べてるの？」

　背後でタクシーのドアが閉まる音がして、すぐに良平の声が斜め後ろから聞こえた。

「そんなわけないだろ。会社の先輩に聞いたらここを勧められただけだ。知り合いがここで働いているらしい。優先的に席の確保ができるってことで頼んでみたんだ」

　そう言って笑う良平は、平均的な身長の私でも見上げなければならないほど背が高い。そのうえ、仕事では将来有望株でおまけにルックスもいい。モテないはずはなかった。それは昨夜、皆川さんによっても証明されている。従兄弟の私でさえ、たまにドキッとさせられることもあるくらいなのだ。

「久々に会ったんだ。たまにはこんな食事も悪くないだろ？」

　ドアマンが開けてくれた扉をくぐり、私たちは窓際の席に案内された。

　日々、日本の景気を憂えているというのに、高級レストランで週末ディナーを楽しむ人のなんと多いことか。席は満席で、あちこちから楽しそうな笑い声が響いている。

　ペンライトのような細長いシャンデリアが、天井から整然と吊るされた空間には、ブラームスのバイオリンソナタが古風でゆったりとした時の流れを刻んでいた。

　良平がふたり分のコース料理をオーダーし、私たちの再会をシャンパンで乾杯したところで私は言った。

「誘ってくれてありがとう。こんなところで食事ができるなんて思ってもみなかった。本当に素敵」

　ここ最近、私が振り回されている様々な感情に疲れきっていた私は、この不思議と落ち着ける雰囲気に安堵と感謝の溜め息を漏らす。

　良平はいつもそうだ。優しくて、私の気持ちをいつだって尊重してくれる彼は、やっぱり私の自慢の従兄弟だ。

　そんな私を見ながら、良平も表情を和らげた。茶色の瞳が細められ、唇が緩やかにカーブする。

「どういたしまして。せっかく唯と再会したんだ。俺も子供の頃とは違うってことを見せつけとかないとね」

「なによ、それ」

　冗談を言って笑い合いながら、私たちはしばし時間を忘れて食事を楽しんだ。

　周りの女性たちから向けられる、彼へのうっとりと賞賛する眼差しも、私への嫉妬に満ちた視線も気にならなかった。

　料理はどれも素晴らしい味で、私は食事が進むにつれ、ずっと感じていた自分の中で渦巻く祥吾へのどうにもならない感情を頭から追い払うことができていた。

　ワインも進み、食事を終える頃には、ちょうどいい具合にほろ酔いで、いい気分だった。

　こんな気分になれたのは久しぶり。それもこれもすべては良平の機転と気遣いのおかげだ。

　食事を終えて席を立ち、私の隣を優雅に歩く彼を見上げた。

「良平、今日は本当にありがとう。こんなにリラックスできたのは久しぶり」

「それならよかった。俺でもまだ少しは役に立つわけだ」

　ニコッと笑った良平は、私の頭を軽く叩くと、赤い絨毯の敷かれた廊下へ向かう。ちらりと振り返り、目線だけで『行っておいで』と化粧室を指した。私は頷き、彼が会計を済ませようとするのを視界の端で確認しながら、廊下を曲がった先にある化粧室へと向かった。

　良平に連れ出されてここへやって来た時からすべてが順調だった。鬱うつ々うつとしていた気分は爽快で、久しぶりに再会した良平との食事を心から楽しめた。

　幼い頃からずっと一緒だった従兄弟は、私の心の機微をいつだって敏感に読み取ってくれる。それは今も変わらず、私はいつだって同い年の彼に妹のように甘えてしまう。

　化粧室で手を洗い、鏡を見て口紅を塗り直しながら、そこに映る顔が昨日居酒屋の鏡で見た自分とはまるで別人だったことに驚いていた。

　ほろ酔いでほんのりピンクに色づいた頬は血色がよく健康そうだ。唇は楽しげに上を向き、今にも鼻歌を口ずさんでしまいそう。

　なんだ、まだこんな気分になれるんじゃない。

　ホッとしながら化粧直しを終えた私は、バッグを掴むと化粧室を出た。

　……が、楽しい気分でいられたのはそこまでだった。

　私の視界が、背が高く、肩幅の広いたくましい体で塞がれたからだ。

　高級そうなスーツも、シャツもすべて黒で、ネクタイは光沢のあるグレー。

　男はまるで私を待ち伏せていたかのように、片方の肩を壁に預け、足を交差させて腕を組み、まっすぐこちらを向いて立っていた。

　私は目の前の状況が理解できず、数回まばたきを繰り返した。男は壁から体を離すと腕は組んだまま、私を見下ろして言った。

「俺はどうやらずっと思い違いをしていたようだ」

　低くうなるように発せられたその声には、侮ぶ蔑べつの音色が混ざっている。

「……どういう意味？」

　私は目の前で威圧的に自分を見下ろしている男を見上げた。彼の凍りつくような冷たい視線が、つい先ほどまで浮かれていた私の体を容赦なく突き刺す。

　落ち着いた態度ではっきりと答えたつもりだったのに、突然目の前に現れ、わけも分からず責めるような眼差しを向けるこの男に、私の心がえぐられたような悲鳴を上げた。

　私はいったい、何回こんな気分を味わわなければならないの？

「急に現れて突然そんなことを言われても意味が分からない。もちろん、あなたは分かっているんでしょうけれど。だってあなたはなんでもできて、なんでも手に入れられる人だもの。そうでしょ？　桐原社長」

　彼との間に距離をとりたくて、私はあえて彼を名前で呼ばなかった。そんな小細工をしても、私の気分は晴れないし、むしろ虚しくなるだけだというのに。

　彼は、今私が一歩踏み出せば、彼の腕の中に飛び込んでしがみつけるくらい近くにいる。実際には、二、三歩は離れていたかもしれないけれど、とにかく私にはそう感じられた。

「俺と違って、君は俺のことをよく分かっているようだ」

　祥吾が一歩近づいた。

　やめて。それ以上近寄らないで。

　声には出さず、唇をギュッと噛み締めて念じる。その願いが届いたかのように、祥吾はそこで立ち止まった。ジッと私を見下ろしたまま、祥吾の視線がほんの少し下がった。塗り直したばかりの、ピンクに艶めいている唇に視線を感じる。彼は、私の唇を見つめている。

　そう気づいた瞬間、彼のオフィスで交わした情熱的なキスを思い出してしまった。意思に反して、私の体が熱を帯びていくのを感じる。彼に唇を塞がれ、彼の滑らかな舌が私の舌を捕らえて愛撫した、あの素晴らしい感覚が鮮明に蘇る。

　頭が痺れてきた。体に力が入らない。ふらりとよろめいた。

「くそっ」

　祥吾が悪態をついた。彼はあっという間に私との距離を詰め、右手を私の腰に回した。すぐにグイと引き寄せられ、私の体は祥吾の体にピッタリと密着する。そして気づいた時には、私の口は彼に塞がれていた。

　祥吾の懐かしくて男らしい匂いがする。スパイシーな彼の香水に混じって香る、彼自身の香りだ。それはまるで媚び薬やくのように私を恍こう惚こつとした気分にさせる。頭が完全に痺れてしまって、なにも考えることができない。

　もはや私の体は完全に祥吾に支配されていて、彼が角度を変えて何度も繰り返すキスに、抵抗もできず応じることしかできなくなっていた。

「……唯」

　彼が囁いた。熱をはらんだ声で。

　その声で私は一気に目覚めた。私はいったいなにをしているの？

　両手に力を入れると、思いきり彼を突き飛ばす。

「……やめてっ！」

　突然私に拒絶された祥吾は、ほんの少し体勢を崩して半歩後ろに下がったが、すぐに姿勢を正した。

　肩で荒い息を繰り返す私とは対照的に、祥吾はいつもと同じ冷静さを保ったまま。つい先ほど、あんなに熱い声で私の名を呼んだ男とは思えない。けれど、彼の唇には、塗られたばかりの私のピンクの口紅がべったりとついていて、情熱的なキスの名残を見せていた。

　彼は右手の親指で唇を拭うと嘲るように言った。

「君は誘われれば、誰にでもこんなに簡単に許してしまうんだな」

　頬がカッと熱くなった。怒りと後悔で体が震え、我を失いそうだ。

「違う。いい加減なこと言わないで」

　私は両手で自分を抱きしめた。彼の瞳をまっすぐに見られない私の声は、自分でもそうと分かるくらい震えている。私は血が出そうなほど強く唇を噛み締めていた。

「本当のことを言われて動揺しているんだろう？　君にはプロポーズされた相手がいるというのに、今日は別の男とデートらしい。そして今、俺が誘えば君は俺にも簡単に唇を許してしまった。君がそんなに軽い女だったとは知らなかったよ」

　私の口の中にかすかに血の味が広がった。あまりに強く唇を噛みすぎていたらしい。

「そんなに強く噛むんじゃない」

　嘲りの表情を険しく変化させ、祥吾が再び私に手を伸ばそうとした。

「触らないでっ！」

　私は伸ばされたその手を強く振り払った。パシンと小気味いい音が響く。

　祥吾が目をわずかに見開いた。

「触らないで……」

　もう一度言った。彼の手を振り払った自分の右手の甲がジンジンと熱を持っている。

「祥吾には、もう関係ないことでしょ」

　急に瞳に熱を感じたかと思うと視界がぼやけた。

　ダメだ。泣いてしまいそう。

　私は俯き、一歩後ずさった。

「私が今、なにを考えてなにをしていようと、祥吾には関係ない。私が誰とデートしようが、誰と結婚しようが、私の自由よ。祥吾に私を責める資格はないわ。私があの時、どんな気持ちだったか……あなたには分からない。簡単に私を捨てて他の女に心移りしたあなたに、私のなにを責められるというの？」

　言いたくもない言葉が口をついて出てしまう。私が祥吾にどれだけ傷つけられたかを白状しているようなものだ。

　そして、そんな弱った恨みがましいことを言う私の声は、はっきり分かるくらい震えていて、視界はなにも捉えられないくらい滲んでいた。私が泣いているのは、隠しようもなかった。

　私は潤んだ瞳のまま、キッと祥吾を睨みつけた。

「もう私に構わないで」

「唯……」

　涙でぼやける視界の向こうに立ち尽くす祥吾は、意外にも笑っていなかった。軽蔑した笑みを浮かべていたはずの彼は、困惑した表情すら見せている。

　どうして今、そんな顔をするの？

　昔あれだけあっさりと私を捨てておいて、なぜ今になって、私につきまとい、私を傷つけるのか分からない。そして今、彼がどうしてそんな顔をしているのかも。

「もういいでしょ？　そこをどいてよ」

　これ以上ここにいることが耐えられなくて、私は祥吾の脇をすり抜けようとした。だけどその瞬間、彼が私の腕を強く掴んだ。

「待て、唯。君はなんのことを言っているんだ？」

　私を引き止めた祥吾が、私の瞳をまっすぐ見つめてきた。

　彼はなにがしたいのだろう。私に昔のことをあれこれ思い出させたいのだろうか。

「しらばっくれてるの？　それとも、私とのことは長い人生のうちのほんの一時、取るに足らない思い出で忘れてしまった？」

　私は祥吾を睨んだまま、ほんの少し笑ってみせた。全然うまく笑えている気がしないけど仕方がない。

　けれど祥吾は相変わらず真剣で、少し顔が強ばったように感じられた。

「忘れてなどいない」

　堅い口調で彼が言った。

「だけど、君の言っている意味が分からない。君はなんのことを話しているんだ？」

　眉根を寄せて困惑した様子の祥吾は本気で分からないようだ。

　呆れた！　彼は本当に忘れている。

　私の頭にカッと血が上った。

「もう十分よ！　私だって再会したからといって、あなたに昔のことを思い出してほしいわけじゃない。あれから何年も経って、私には私の、祥吾には祥吾の生活があるもの。だからもう私のことは放っておいて」

　私はありったけの気力をふりしぼって彼の腕を振り払った。最後の言葉が震えていなかったことは、自分を褒めてあげたい。彼に対する怒りが私の動揺を上回ったおかげだ。

　私はその怒りの感情だけでなんとか歩き出し、ロビーで待っているはずの良平の元へと向かった。

　背後から一度だけ、私の名を呼ぶ祥吾の声が聞こえたが、振り返らなかった。

　せっかく良平が気を利かせて化粧直しに行かせてくれたのに、きっと直す前よりひどい状態になっているに違いない。

　手の甲でグイと唇を拭った私は、血色の悪い唇と、対照的に赤くなってしまった目元を想像したけれど、どうしようもない。良平に聞かれたら、どうやってごまかせばいいのだろう。

　このたった数分の出来事で私はすっかり疲労困こん憊ぱいし、もうなにもできそうになかった。良平のおかげで、久々に楽しい気分を味わえたのに、すべてを台無しにされてしまった。

　まだ口の中にわずかに血の味が残っているのを感じて、私はますます落ち込んだ。

　私はこの先、あと何回、こんな気持ちと向き合えばいいの？

　ロビーのソファに座っている良平を見つけた私は、なんとか笑顔を作ると、逃げるように彼の元へと急いだ。










Ｓｃｅｎｅ８　それぞれの思惑　～祥吾サイド～




「……と思うんだが、どうだろうか？」

　俺はハッと我に返った。そんな俺の様子を左斜め向かいに座った男が怪訝そうに眺める。慌てて作り慣れた笑みを浮かべた。

「申し訳ありません。仕事で少し気になることがありまして……」

　俺の頭の中は数分前の出来事でいっぱいだった。

　俺がこの店に来た時、ちょうど帰ろうとしている唯を見かけた。彼女は濃いブルーのワンピースを着ていて、それが彼女の好きな色だったことを思い出した俺は、思わず胸を熱くした。俺の瞳と同じ色のドレスを着た彼女はとても美しく、俺は自分の目的も今の状況も忘れてつい魅入ってしまった。

　だが当然、彼女はひとりではなかった。そしてその相手が、彼女が今付き合っている井上ではなく、見知らぬ男だったことに俺は憤りを感じた。まったく身勝手で、どうして俺がそんな感情を抱かなければならないのか、腹立たしくも思うのだが。

　男が唯をエスコートする様は実にスマートで慣れている感じがした。二十代後半であろう日本の一般的なサラリーマンで、あれだけ完璧に女性をエスコートできる男は多くはないだろう。一見してすぐにできる男のオーラを感じ取った俺は、ふたりの様子をしばし遠くから眺めていた。

　ふたりの関係は恋人同士のようにも、兄妹のようにも見えて、まるで強い絆で結ばれているように感じられた。第三者が割って入れないほどの……。

　唯にはプロポーズされる間柄の恋人がいるというのに、他の男とも仲良くやっているのかと思ったら、俺の足は勝手に彼女を追っていた。そして、化粧室から出てくる彼女を憤然と待ち構えてしまったのだ……。

「そうか。君ほどの男なら色々あるだろう。ところであの仕事は順調かね？」

　すぐそばで男が上機嫌に聞いた。キレイに手入れされた口髭が持ち上がる。男、佐伯清三は赤ワインを口に含むと、ゆっくりと味わいながら飲み込んだ。

　ところどころ白髪が交じった短髪に、リムレスタイプの眼鏡をかけた彼は、意外にもつぶらな瞳が親しみやすさを出している。日本有数の不動産会社を経営しているにしては、一見ヤサ男に見えるが、彼の本質を俺は知っている。

　彼は親しみのこもった表情で不要なものは冷酷に切り捨て、その代わり、必要であると思ったものに対しては、それを手に入れるため際限なく努力をする男だ。幸い俺は、彼に必要と判断されている人間だ。

　俺は安心させるように、さらに笑みを深めた。

「ええ、順調ですよ。おかげでずいぶんと忙しくさせていただいています」

「そうよ、パパ。祥吾はとても優秀だもの。新しい会社でもまるで昔からすべてを把握していたかのように、スムーズに進めているわ。彼は人を使う才能に長けているから」

　俺の向かいに座った幸さち子こさんが誇らしげに口を挟んだ。そんな彼女に佐伯氏は嬉しそうに顔を綻ばせている。ひとりっ子でわがままに育った娘といえど、かわいくて仕方がないようだ。

「ははは。幸子は桐原くんのことになると本当に生き生きとする」

「もう、パパったら……」

　幸子さんが顔を赤らめる。俺は笑顔が引きつっていないかを気にするばかりだ。

　幸子さんが俺に好意を持っていることは、彼女の分かりやすい態度から俺だけでなく、父親である佐伯氏にも周知のことだ。こうして彼が俺との食事に彼女を連れてくるのも、そういった事情が絡んでいるのは疑いようもない。いや、もしかすると、彼女のために俺との食事をセッティングしているのかもしれない。

　俺はなんとも言えない曖昧な笑みを浮かべるしかなかった。

「それで、さっきの話なんだが……」

　佐伯氏が急に真面目な顔つきをした。幸子さんはさらに顔を赤らめている。

「なんでしょう？」

　なんとか笑顔を顔に貼り付けて佐伯氏を見ると、彼は少しためらう素振りを見せながらも嬉しそうに言った。

「君も三十半ばだったろう？」

「ええ、今年三十五になりました」

　俺は頷く。佐伯氏がちらりと幸子さんを見た。

「幸子も今年で二十六になる」

「そうでしたね」

　彼がゆっくりと話す内容の先には嫌な予感しかしない。けれど俺は穏やかな笑みを浮かべたまま黙って話を聞いていた。そうしながら考えられる限りの対応策を検討していく。

　彼が言った。

「そろそろどうだろう？　この通り、娘は君に惚れ込んでいる。君も決まった相手はいないようだし、このあたりで娘と一緒になって、将来的には佐伯不動産をさらに盛り立ててほしいと思っているんだが」

　俺はあくまで穏やかかつ冷静に、それでいてきっぱりと告げた。まるで考えていなかったというような、困惑した笑みも浮かべる。

「もったいないお言葉です。しかしながら今は一時的にこちらにおりますが、私はいずれアメリカに戻るつもりでおりますので、ご期待には添えないかと思います」

「日本に拠点を移すんじゃないのかね？」

「ええ、そのつもりはありません。当面はこちらに腰を据えることになりますが、今の会社が落ち着いたらあちらに戻るつもりでいます」

「そうか……」

　佐伯氏が落胆した表情を見せた。彼はどうやら日本で生活する俺に娘を託したかったらしい。だが、幸子さんは諦めなかった。

「パパ、別にいいじゃない。私も短い間とはいえ留学してたからあっちでの生活には慣れてるわ。忙しい祥吾を支えることだってできると思うの」

「しかしだな、幸子……」

　食い下がる幸子さんに、佐伯氏は渋い顔をした。やはりかわいいひとり娘を手元に置いておきたいという親心なのだろう。たとえ嫁がせるとしても近くに住んでいるのであれば安心できるというところだろうか。

　しかし、そもそも俺自身に結婚するつもりなどないのだから、こんな議論はまったく意味がない。それをこの親子に早いところ理解してもらわなければ。

「幸子さんはひとり娘ですし、いずれ婿養子をもらうか、そうではなくても日本で暮らす男性と一緒になることが最善でしょう」

　俺の言葉に、幸子さんがあからさまに不満な顔をしてみせた。俺が彼女との結婚を考えていないことを告げたようなものだからだろう。けれど仕方がない。俺にはその期待に応えることはできないのだから。

　そしてこんな時、いつも考えてしまうのは唯のこと……。彼女の心がどんな理由で、どれくらいの割合でかは分からないが、俺に向いているのは事実だ。そして戸惑っている。

　井上にプロポーズされながら彼女はまだ返事ができていないようだし、どうやら他にも親しい男がいるようだ。そしてその相手との間にはなにやら見えない絆がある。あの男とはどういう付き合いなのか。

　唯は、もう俺の知っているあの頃とは違ってしまったのだろうか。彼女は器用なほうじゃない。料理も下手だし、掃除も洗濯も苦手だった。だけど一途で一生懸命だった。料理もひたむきに練習しては、俺に作ってくれたりもした。俺のために頑張ってくれる唯が愛しかった。手放せないと思っていた。大切にしたいと思っていた。

　唯は、同時に色々な男と交際できるような女性ではない。だが、そう信じるにはあまりに月日が経ちすぎてしまったのだろうか。

　俺はすっかり考え込んでしまっていたようだ。佐伯氏の言葉で我に返った。

　いったい今日は、何度物思いにふけったら気が済むんだ？

「まあ、この件については、ふたりでよく話し合いなさい。桐原くんが相手なら私も安心できたんだが……結局は当人同士の問題になるからね」

「パパ……」

　幸子さんが頷いた。

　大企業のひとり娘の結婚に本人の気持ちを尊重するということは、なかなか簡単な話ではない。それをあえて告げる佐伯氏は、それだけ娘の幸せを願っているということだ。やはりどちらにとっても、俺が相手でいいはずがない。

　俺は幸子さんに諦めてもらえるよう説得することを考えながら、ふたりに微笑んだ。

　そろそろ頃合いだ。俺は、日本に来た目的を果たさなければ。










Ｓｃｅｎｅ９　縮まるふたりの距離




　ベッドで横になったまま、脇から抜いた体温計が三十九度を表示しているのを見ると、ますます頭が痛くなってきた。

　土曜日の夜、心配する良平に送られてレストランから帰宅した私は、なんとかシャワーを浴び、そのまま髪も乾かさずに寝てしまった。

　夏だからと油断していたのもあったと思う。翌日起きた時から、なんとなく体調の悪さを感じていたけれど、夜になり急に熱を出してしまったのだ。朝までには下がるかもしれないと期待したけど、下がるどころか上がっている。今日はとても出勤できそうにない。

　鈴木課長に電話をかけて、今日は休ませてもらうことにした。後で病院へ行って薬をもらったら大人しく寝ていよう。そうすればさすがに明日までには熱も下がるだろう。

　私は布団を掛け直すと、もう一度目を閉じた。高熱で半ば朦もう朧ろうとした意識は簡単に眠りの世界へと落ちていった。

　どれくらい眠っていたのだろうか。鳴り響くチャイムの音で目を覚ました。ハッと気づいて慌てるが、だるくて体が思うように動かない。ゆっくり起き上がった私は、ふらつく足取りで玄関へと向かった。

「……はい」

　ドアチェーンをしたまま玄関のドアを開ける。ドアの隙間から最初に目に入ったのは、光沢のあるシルバーのラインが斜めに入った黒いネクタイだった。そして、さらに顔を上げた私は驚きで目を見開いた。

「……え、なんで？」

　隙間から入り込むはずの光をほとんど遮っているその人物は、むっつりと私を見下ろしていた。

　彼とは二日前に会ったばかり。私はいつも彼に心を乱されてしまう。

　こんな最悪の体調で、まともに物事を考えることができない時に、私はどう対応したらいい？

　それ以上声を出すことも、ドアを閉めることもできずに、ドアチェーンを挟んで、私は彼、祥吾を見上げた。

「病院へは行ったのか？」

　祥吾が険しい顔で尋ねた。

「……えっと？」

　首をかしげた瞬間、体がふらついた。慌ててドア脇の壁に手をつく。

　自分で思っているより弱っているらしい。目の前に祥吾がいるというのに、私は取り繕うこともできず、そのまま壁にぐったりと体を預けてしまった。

　祥吾が小さく舌打ちをした。苛立たしそうにチェーンを指で持ち上げる仕草をして「外せ」と言う。

　私は壁にもたれたままドアを閉め、手だけを動かしてドアチェーンを外した。

　どうして彼がここにいるのか、そして私はなぜこうして彼を家に招き入れているのか、この状況と自分の行動がにわかには信じられないが、深く考えるのも億劫だった。体がだるくて、立っているのもやっとなのだ。

　祥吾はドアを開けて中に入ると、腕を私に差し出した。そのまま抱き寄せるようにして私の体を支えると、もう一度舌打ちをした。私の額に右手を当てている。

「いつからだ？」

　尋ねながら彼は私を抱き上げ、靴を脱ぎ、大股で部屋の中へ入っていく。キッチンを抜け、ベッドの上に私を寝かせるとそっと布団を掛けた。

「……土曜日は……元気だったじゃないか。いつからこうなんだ？」

　厳しい表情で私を睨む。

　どうして私は彼に怒られないといけないの？　そんなこと、祥吾には関係ない。でも……ダメ。今は反抗する元気もない。

「……昨日から」

「病院は？」

「……まだ」

　途端に彼の顔がさらに険しくなった。

「まだだって？　悪化させたいのか？」

　祥吾が立ち上がった。

　私は不愉快な表情を隠さず、横になって布団をかぶったまま彼を睨みつけた。

「だって……昨日は休みでしょ。今日、これから行こうと思ってたところよ」

「……保険証は？」

　私が答える前に、祥吾は迷うことなくチェストの上から二段目の引き出しを開けると、保険証を取り出して上着の内ポケットにしまった。

　彼は覚えていたのだ。私がいつもそこに保険証をしまっていることを。

　私の胸がジンと熱くなった。

　祥吾はそのままクローゼットへ向かい、Ｔシャツと、ウエスト部分がゴムになっているはきやすいチェックのスキニーパンツを手に戻ってきた。

　まったくもう。勝手に人のクローゼットを漁るなんて。

　怒りたい気持ちと、恥ずかしい気持ちがない交ぜになって落ち着かない。それでもやはり、今日の私にはそんなことで声を荒らげる元気がなかった。

「これに着替えて」

　彼が言った。

「君を病院へ連れていく」

　祥吾は当然のように言うと、布団をはがし、私の背に腕を回して私を抱き起こした。

　私は慌てた。

「ちょっと待って。どうして祥吾がそんなことをしなければならないの？　病院なら私ひとりで行けるから」

　祥吾の眉間に皺が寄った。呆れたような声で言う。

「本当に？　君はついさっき、玄関まで出てくるので精一杯だったじゃないか」

「それは……」

　指摘され、私は言葉に詰まった。

　確かにそうだ。この状態で歩いて外へ出て、病院へ行くなんてことはできそうにない。せいぜい近所の薬局で薬を買うくらいしか無理そうだ。

　私はうなだれた。

　すると、さっきまで張り詰めたように厳しい表情だった祥吾が、急に優しくなった。しゃがんで私の顔を覗き込むと、私を説得するようにゆっくりと言った。

「唯、君は今熱が高い。体がだるくてひとりで病院へ行けなくても当然だ。だから楽なほうを選んでいいんだ」

「楽なほう？」

「そう。俺の車で病院へ行く」

「祥吾の車で……」

「医者に診てもらって薬を飲んだら、ゆっくり休めばいい。そのままただ寝ているよりは、早く回復するだろう？」

　祥吾が私の頭をそっと撫でた。懐かしい彼の仕草とその感触に、私の体が震える。これ以上体を熱くしてどうするの。

「……分かった、そうする」

　私があっさりその申し出を受け入れると、祥吾の目が少し見開かれ、驚いているのが分かった。

　私が抵抗するとでも思っていたのだろうか。でも当然だ。私でさえ、どうして素直に彼に甘えようとしているのか、不思議でならない。

　すぐに彼は安心した笑みを見せた。

　私の頬が熱いのは、本当に熱のせい？

　祥吾が立ち上がった。私もベッドから足を下ろして座ると、彼が用意してくれたＴシャツとパンツを手に取った。ちらりと祥吾を見上げる。

　彼は片眉を上げて『どうした？』とでも言いたげだったけれど、私が手にしているものを見てすぐに理解したようだ。不満そうに眉根を寄せたが、やがてひとつ頷くと、隣のキッチンへと消えた。

　私は急いで着替えようとした。祥吾が戻ってくる前に着替えてしまわなければ。

　けれど、熱のせいで体が思うように動かない。着替えを済ませるだけなのに、ひどく時間がかかった。

　だけど祥吾は心得ていたらしい。私がのろのろと着替えている間、ずっとキッチンにいた。そしてやっと着替え終えて、脱いだパジャマを手にしたところで戻ってきた。手には水の入ったコップを持っている。

「喉は乾いてる？」

「うん、カラカラ……」

　私はコップを受け取った。

　ずっと寝ていて熱も高くて、私の体は水分を欲している。私はゴクゴクとコップ一杯の水をすべて飲み干した。

「もう一杯持ってこようか？」

　祥吾が私の隣に腰を下ろした。私の手にある空のコップを受け取りながら言う。私は首を振った。

「ううん。もう十分。ありがとう」

　優しい口調の祥吾とこうして並んで座っていると、昔に戻ったみたいな錯覚に陥る。まるで彼と恋人同士だったあの頃そのままだ。

　なにもかも……同じ。祥吾と付き合っていた当時から住んでいる私のアパートは、エレベーターのない三階建て。最上階の一番東の角部屋で、玄関から入るとすぐにキッチン、奥には六畳間がひとつ。ベッドと小さなテーブル、そしてチェスト。その上に置いたテレビも、すべてが昔のまま。なにひとつ、変わっていない。

　どうして今日の彼はこんなに優しいの？　彼は今、なにを考えているの？

　疑問はいっぱいあるけれど、彼だけじゃなく、今日は私もいつもと違うみたい。無性に彼に甘えたくなり、その欲求を跳ねつけることができない。

「じゃあ行こうか」

「……うん」

　祥吾の肩にそっと頭を預けた。体がだるくて、なにかに寄りかかっていたいのは本当だ。だけど普段の私だったら絶対にこんなことはしない。

　今、こうしてしまうのは、熱のせい……。それだけよ……。




　人間、風邪をひくとこんなにも弱くなるのかと、今さらながらに実感している。素直に言うことを聞いたりして、まるで私じゃないみたい。

　祥吾の車で病院へ行き、薬を処方してもらった私は、彼に連れられて真新しいマンションの一室にやって来た。

　二十畳ほどもある寝室は、サンドベージュの壁と、濃いオーク材の床が高級感を醸し出している。紫にも見えるダークブラウンのカーテンは開け放たれ、何本もの色違いの紐をねじったような個性的なタッセルで留められていたが、レースカーテンは閉められているから、部屋全体が柔らかい明るさになっている。

　そんな部屋の真ん中で、私はベッドに横たわり、額に冷却剤を当てられたところだ。掛けられている布団は夏用の薄手のもので、カーテンと同じ色のカバーがかかっている。

　ついさっきまで寒くてガタガタ震えていたのに、熱が上がりきってしまったのか、今は暑くて仕方がない。着ているＴシャツも汗でぐっしょりと濡れ、気持ちが悪かった。

「起き上がれるか？」

　祥吾が、冷却剤から剥がしたフィルムをゴミ箱に捨てながら言った。

「うん」

　私が頷くと、彼は右手を私の背中に差し入れ、マットレスに両手をついて起き上がろうとする私を、力強い腕で助けてくれた。彼が安心した笑みを浮かべ、からかうような口調で言った。

「すごい汗だな」

「うん……。ベタベタして気持ち悪い」

「そりゃそうだろうな。ほら」

　そう言って祥吾は、スポーツドリンクのペットボトルの蓋をひねって私に差し出した。

「ありがとう」

　お礼を言って受け取ると、私はそれを一気に半分ほど、ゴクゴクと飲んだ。大量の汗をかいたからか、すごく喉が渇いている。

　半分飲んだところで息をつくと、祥吾は再び私からペットボトルを受け取り、蓋を閉め、ベッド脇のテーブルに置いた。

「ちょっと待ってろ」

　彼は立ち上がると、ウォークインクローゼットに消えた。ほどなくして、黒いスウェットパンツとＴシャツを手に戻ってきて、それらをいったんテーブルに置くと、またどこかへ消えた。

　祥吾に付き添われて病院へ行った後、私はそのまま彼のマンションへと連れてこられた。彼に言われるままこうして彼のプライベートスペースに上がり込み、彼のダブルベッドを占領している。彼の匂いがするシーツを私の汗まみれにしてしまった。

　私は改めて、初めて目にする祥吾の部屋を見渡した。

　昔、私と付き合っていた頃に住んでいたのとは別のマンション。当然だ。あの頃のマンションは、彼がアメリカに移った時に引き払ったのだから、ここには私との思い出はなにもない。……私の部屋は、あの頃のままだというのに。

　まるで私たちの心を反映しているかのようだ。彼は新しい生活を謳おう歌かしているのに、対する私はあの頃からなにひとつ変わっていない。

　祥吾が戻ってきた。手にはタオルを持っている。彼がベッドの縁に腰を下ろした。

　なにをするつもり？

「着替える前に汗を拭いたほうがいいだろう」

　なんでもないことのように言われた。肩をすくめて『ほら』とでも言いたげだ。

「……えっと？」

　私が戸惑って彼を上目遣いで窺うと、彼は私の反応を楽しんでいるのか、今度はニヤリと笑った。

「遠慮する必要はない。ほら、脱げ」

「えっ！」

　濡らしたタオルをテーブルに置いた祥吾は、楽しそうに私のほうへ手を伸ばすと、汗で冷えたＴシャツの裾を掴んでめくろうとした。

「ちょ、ちょ、ちょっと……！」

　焦った私は慌てて祥吾の腕を掴んで押さえた。深い海のような青い瞳と視線がぶつかる。彼のしなやかでガッシリした腕に触れて、高鳴る私の心臓は今にも破裂しそうだ。

　どうして触れただけでこうなるの？

　自分の反応が嫌になる。だけど仕方がない。相手はあの桐原祥吾なのだから。どんな女性も彼の虜にならずにはいられない。それは、過去に彼の恋人だった私も……例外じゃない。

　頭を軽く振った。ズキズキと鈍い痛みが広がる。熱はほとんど下がったけれど、頭痛は治まっていない。思わず顔をしかめた。

「痛むのか？」

　ついさっきまで意地悪に私を追い詰めようとしていた祥吾が、心配そうな声を出した。彼はどうやら、元恋人の体を気遣う優しさは失っていないらしい。私の心が温かいもので満たされていくのを感じた。

　私は祥吾にこれ以上心配させないように、そして迷惑をかけないように、にこりと笑った。

「平気。まだ少し頭が痛いけど、薬も飲んだし、熱も下がってきてるし、このまま大人しく休んでいれば、明日までにはよくなると思う」

「そうか」

「うん。色々ありがとう」

　私がお礼を言うと彼は「どういたしまして」と微笑んだ。

　今日の祥吾は本当にどうかしてしまったみたい。優しい彼に惹かれずにいられる女の子なんて、この世にいる？

　私はベッドから足を下ろすと立ち上がった。汗はすっかり冷えてしまっている。せっかく回復しかけている体も、このままでいたら風邪をぶり返しかねない。

　私はテーブルの上に置かれた着替えをちらりと見た。

「これは貸してもらえるの？」

　彼を見上げて聞いた。

「もちろん。そのつもりで持ってきた。だけどそれに着替える前に体を拭いてやろうとしたら、君が嫌がった」

　祥吾が顔をしかめた。

　もしかして、私が拒んだことで傷ついたりなんて、していないわよね？

　私は自分の中にふと浮かんだその考えを嘲笑った。

　ありえない。私にも祥吾の高慢さがうつったみたい。

「当然でしょ。いくら風邪で弱ってても、私にも恥じらいくらいあります」

　祥吾を軽く睨みつけながらテーブルの上のＴシャツとスウェットパンツを手に取った。

「シャワー、借りてもいい？」

「ああ。でも、ひとりで大丈夫なのか？」

「うん。祥吾のおかげでだいぶ楽になったよ。頭と喉は痛いけど、今朝ほどでもないし」

　私が笑ってみせると、祥吾の肩がほんの少し下がったのが分かった。

　彼も安心してくれた？　私の心が期待で膨れ上がっていくのが分かる。

『彼もきっと唯のことが忘れられないんだと思うよ』

　聡と別れた時、聡が私に言った言葉を思い出した。あれは本当かもしれないと勘違いをしてしまいそうになる。

　手早くシャワーを浴びてさっぱりした私が祥吾の寝室に戻ると、シーツは新しいものに取り替えられていた。祥吾はいない。

　私はまた祥吾のベッドに潜り込んだ。洗濯したてのいい香りに混じって祥吾の匂いもする。

　再び痛み始めた頭を押さえながら、私はもう一度目を閉じた。ベッドは寝心地がよく、柔軟剤と祥吾の匂いがするシーツはすぐに私を心地いい眠りに誘った。




　目を覚ますと辺りは暗かった。しばらく目を凝らしていると次第に暗闇に慣れてきた。

　カーテンは閉められているようだ。ドアがほんの数センチ開いていて、そこから光が漏れている。

　夜だということは分かった。あれからいったいどれくらい眠ってしまったのだろう。

　お腹が鳴った。そういえば、朝からほとんどなにも食べていない。薬を飲むために、祥吾に無理やりゼリーを食べさせられたが、口にしたのはそれだけだ。

　我ながら自分の回復力に驚く。今朝はあんなに熱が高くて食欲もなく、少し動くだけでつらかったのに、今はお腹を空かせているだなんて。まだ少し喉は痛いけれど、頭痛はすっかり治っていた。これなら明日はちゃんと出勤できそうだ。

　お尻を引きずってベッドから這い出る。明かりが漏れるドアへ近づいた。ドアの外を覗くと、広めの廊下のすぐ先に、磨りガラスがはめ込まれた別のドアがある。光はそこから届いたものだった。

　私は廊下に出て、明かりが漏れるドアをそっと開けてみた。その部屋はカウンターキッチンがついたリビングダイニングだった。広さは三十畳くらいだろうか。カウンターの向こうのキッチンも入れたらもう少しあるかもしれない。

　ここも寝室と同じような色調でまとめられていた。ダークブラウンのカーテンは閉められていて、部屋の真ん中にコの字型の大きな茶色い革張りのソファとガラスのテーブルがある。

　祥吾はそこにいた。前屈みになってソファに座っている。両膝の上に腕を置き、手にしたなにか――紙切れのようなもの――をジッと見つめていた。

　なにを見ているの？　私は首をかしげた。

　ドアを静かに押し開けてそろりと部屋に入る。

　祥吾はよっぽど集中しているのか、あるいはその反対で上の空なのか、私にまったく気づいていない。

　いつも隙のない彼が私の気配も分からないなんて。私がここにいることをさりげなく知らせたほうがいいだろうか。

　リビングに足を踏み入れてしばらくすると、声もかけずに部屋に入ったことを後悔した。別に彼を驚かそうとか、プライベートを覗こうとか、そんなことを考えているわけじゃない。「なにを見ているの？」と気軽に声をかければいい。けれど、なぜかそれができなかった。

　あと三歩も進めば彼の隣にきてしまう。彼の長い睫が瞬きもせずにいることが分かる距離まで近づいたのに、祥吾は手にした紙切れを見つめたままだ。

　私が部屋に入れば、彼はすぐに気づくと思った。こちらを振り向いて『よく眠れたか？』とか『体調はどうだ？』と聞いてくれると思った。気遣わしげに……。

　だけど実際には、こうして私が近づいても彼は微動だにしない。手元に視線を落としたまま、物思いにふけっている――あるいは、ぼんやりしている――のだ。

　どうしよう。ここまで来て今さら戻れない。かといって、声もかけづらい。

　途方にくれた。そして俯き、祥吾の視線の先を追った。

　その瞬間、私のこの小さな問題は解消され、代わりに新たな別の問題が生まれた。

「え……」

　思わず声を上げた私は、祥吾が瞬きもせずに見つめていたそれを見て固まった。

　驚きと混乱で息もできない。呼吸の仕方を忘れてしまったかのように、ギュッと唇を引き結び、ドクドクと乱れる鼓動を落ち着かせようとして必死だった。

　私の声でやっと私の存在に気づいた祥吾の肩が、見てはっきり分かるほどビクリと跳ね、勢いよく振り向いた。

「唯……」

　祥吾は私以上にうろたえていた。私も目の前の状況が理解できなくて困惑していたけれど、彼はかわいそうなほど落ち着きを失っていた。盛んに瞬きを繰り返し、忙しなく視線をあちこちに走らせている。こんなに動揺している祥吾を見るのは初めてかもしれない。

　彼が手にしていたのは紙切れなんかじゃなかった。私が部屋に入ってきたことにも気づかないほど真剣に見つめていたのは、風になびく長い髪を片手で押さえながら笑う私の横顔。

　アップで撮られたその写真を私は覚えている。昔、祥吾とふたりで海へ行った時、防波堤に腰を下ろした私の隣で彼が携帯電話をかざして撮ったものだ。祥吾はそれを、プリントアウトしていたらしい。そしてなぜか、今も持っている。

「祥吾……その写真……」

　恐る恐る口を開いた。

　祥吾が立ち上がった。手にしていた写真をジーンズのお尻のポケットに突っ込む。

　今朝はスーツを着ていたけれど、着替えたらしい。ダメージ加工が施されたブラックジーンズに白いＴシャツという、いたって普通の格好なのに、彼が着るとどうしてこんなに洗練された服に変わるのだろう。

「唯……」

　祥吾が警戒した声で、もう一度私の名前を呟いた。

「その写真……まだ持っててくれたんだ」

　持っていてくれたことが嬉しい。そんなニュアンスを込めて私は言った。

　祥吾が目を見開いた。驚いている。私がどんな反応を示すか恐れていたみたい。

「……ああ」

　小さな低い声で、うなるように祥吾が返事をした。そして、いったん足元に落とした視線を再び持ち上げると、私を見つめた。大きく開いた右手で無造作に髪を掻き上げる。少し苛立っているようだ。なにか言いたいことがあるのか、口を開いては閉じ、開いては閉じを数回繰り返した後、彼は大きな溜め息をついた。

「安心しろ、君が思っているようなことじゃない」

　彼は吐き捨てるように言った。

「あ……」

　頬が熱を帯びた。私はがっかりすると同時に恥ずかしくなった。

　勘違いもいいところ。どれだけ自分はおめでたい人間なのだろう。

　祥吾が私の写真を今も持っていて、それを見ていたことに、私は少なからず期待した。こうして風邪をひいた私の面倒をみて、自分のマンションに連れ帰ってくれたことも、その理由のひとつだ。

　彼が今も私の写真を持っていることは、私が思っているようなことじゃない。そうよね、そうに決まっている。

　私がなにを考えたかを彼は分かっていて、あえてそう警告したのだ。私がこれ以上勘違いをしないように。

「……そうね。分かってる。それを聞いて安心した」

　声が震えないように頑張った。思い違いをした自分を恥じていることを悟られないように、なんでもない振りをする。

「えっと……、もうだいぶよくなったから、帰る前にお礼を言いに来たの」

　祥吾が眉を上げた。険しい表情で私を睨む。

「帰るだって？」

「ええ」

　本当は帰るつもりなどなかった。ずうずうしくも明日の朝まで泊まらせてもらう気でいた。祥吾のベッドから抜け出したのは、お腹が空いたからだった。

「風邪が治ったら帰るつもりだったの」

「治ってなんかいない」

　さっきより厳しい口調だった。信じられないと言うように呆れた顔をする。

　自分がものすごく愚かな人間に思えてきた。

「完全に治ったとは言えないかもしれないけど、それでも明日の朝までにはよくなるわ。明日は出勤するつもりだし、どちらにしても帰らないと着ていく服がないもの」

　私は自分が今着ている服、祥吾に借りたブカブカのＴシャツと、裾を何度も折り曲げたスウェットパンツを見下ろして、肩をすくめてみせた。

「それなら明日、会社へ行く前にアパートに寄ればいいだろう。俺が車で送っていく。もちろん最初からそうするつもりだった。それぐらいなんでもないことだ」

　祥吾はなかなか納得しない。本当に頑固。急に腹が立ってきた。

「そう？　そんな親切にされたら女の子はそれこそ勘違いしちゃうんじゃない？　いったい何人の女性にそうして思わせぶりな態度をとってきたの？」

　祥吾の顔がさらに険しくなった。こめかみのあたりの血管がピクピク動くのが見てとれるようだ。実際には無造作に散らばった髪に隠れて見えないけれど。

「誰にもそんなことはしていない。ああ、本当に……君には本当に腹が立つよ」

　その言葉を実証するかのように、彼は苛立った様子で何度も乱暴に髪を掻き上げた。どうやら本当に――それもかなり――怒っているらしい。でもそれは、私も同じ。

　私は思わず言った。そう、本当に〝思わず〟言ってしまった。

「そうね。それについては反論しない。でも、私は勘違いをしちゃったわ。祥吾はそんなつもりじゃなかったとしても、私は違う。あなたが私の写真をまだ持っていて、そしてそれを見ていたことが嬉しかった。あなたはずっと私を忘れていなかったって知って、嬉しかった。もしかしたら私のことをまだ好きでいてくれてるのかも、って見当違いのことを考えた。思わせぶりな態度なんかとってないって言うけど、現に私は勘違いをしたわ！　笑えるでしょ？」

　一気にそれだけ言ってから、私は荒い息を繰り返し、肩を上下させた。そしてすぐに後悔した。

　ああ、私はいったいなにを口走ってしまったの？

　祥吾をちらりと見上げた。青い瞳は見開かれ、顔面蒼白だ。私よりも彼がショックを受けているみたい。

　……帰ろう。タクシーを呼んでもいいから、とにかく帰ろう。これ以上ここにいて、惨めな思いをしたくない。

　私はクルリと向きを変えた。

　が、次の瞬間、全身が温かいもので包まれた。

「行くな……」

　背後から、祥吾の絞り出すような声が聞こえた。

　祥吾が私を後ろから抱きしめている。私の胸の辺りに回した両腕を引き寄せ、耳元で懇こん願がんするように、彼はもう一度言った。

「行くな……唯」

「祥吾……？」

　私の体に回された彼の腕の力が強くなる。苦しいくらいに強く抱きしめられ、私は息もつけなくなった。

「祥吾……苦しい……」

　わずかに抗議すると、彼はハッと気づいたようにすぐに腕の力を緩めた。私はゆっくりと体の向きを変えると祥吾を見上げた。

「あの……」

　予想外の展開にどう反応していいのか分からない。それは彼も同じようだ。それでも、彼のほうが少なからず状況を理解しているらしい。真剣な表情でジッと私を見下ろした後、バツが悪そうに一瞬目を伏せ、また私を見つめた。

「君は正しいよ。本当は勘違いなんかじゃない。唯、君に対しては……君が思っている通りだ……」

「祥吾……？」

　祥吾が正面から私を抱き寄せた。彼の匂いに包まれる。

　懐かしい、この香り。彼の固く引き締まった胸板と、力強い腕を感じる。

　私はＴシャツ越しの彼の胸に頬をすり寄せた。トクントクンと、規則正しい彼の鼓動が私の心を落ち着かせていく。

　ああ……私は彼が好き。祥吾と出会ってしまった日から、私は彼だけを求めていた。

　彼に捨てられてからも、自分をごまかしきれなかったのは、彼への恋情から。彼を憎んで、諦めようと努力しても無駄だったのは、彼を愛しているから。どうしようもなく、愛してしまったから。

　祥吾の広い背中に腕を回して抱きついた。ギュッと力を込めて彼にすがると、私の背中に回っている彼の腕にも力が込められた。

「君が好きなんだ、唯……。ここにいてくれ。頼むから……」

　祥吾が懇願するように呟く。

　まるで時間の流れが止まったかのよう。私の思考も一瞬停止したみたい。言われたことを処理できなくて、頭の中で何度も彼の言葉を繰り返す。

　私が好き？　本当に？

　彼は私にここにいてほしいと言った。聞き間違いなんかじゃ、ないよね？

　その証拠に、彼は今も私をきつく抱きしめている。私が逃げるのを全力で阻止するとでも言うように。

「祥吾……」

　彼に体を預けたまま、私はそっと頷いた。私の頬が彼のＴシャツを擦る。私はそのまま顔だけ動かして正面を向くと、彼の胸板に額を寄せた。

「……私も、ずっと好きだった」

　祥吾が腕の力を緩めると、私たちの間にほんのわずかな隙間ができた。少し屈んだ彼は両手で私の頬を挟むと間近で囁く。

「君は俺のものだ。もう絶対手放したりしない」

「私はあなたのものよ。二度と手放したりしないで」

　彼の言葉を復唱する。深い海の色をたたえた瞳は希望に満ちて光り輝いているようだった。

「ああ、唯……、俺の唯……」

　自分のものだと確かめるように、何度も私の名を囁く。額を私の額に擦りつけ、目を閉じ、歓びを噛み締めるみたいに声を震わせた。そして目を開け、微笑むと少し不安そうに言った。

「キスがしたい」

　驚いた。祥吾がそんなことを聞くなんて。今まで、一度だってそんなことを聞かれたことはなかった。付き合っていた当時も。再会してからだって、彼はまるで奪うように強引に私にキスをした。私の同意を得ようなんてことはしなかった。

　けれど今はどう？　彼は少し怯えるみたいに私の反応を窺っている。自信に満ちた傲慢な男はどこへ行ったの？

　私も微笑んだ。胸がキュッと締め付けられた。彼を安心させてあげたい。私にそれができるなら。

「私も、祥吾とキスがしたい」

　私の言葉は最後まで声にならなかった。私の唇は勢いよく彼の唇に塞がれ、私の囁きは飲み込まれた。

　六年という月日を埋め合わせるかのような激しいキス。途中、何度も唇を離し、額を擦り合わせ、彼は私の存在を確かめながら、飽きることなくキスを続けた。

　彼の舌は巧みに私を翻弄し、私を酔わせた。彼は私を知り尽くしている。私がなにをされたらどう反応するかを、よく知っている。

　永遠とも思えるような長くて激しい甘いキスが終わる頃、私はもう祥吾なしでは立っていられなくなっていた。彼のＴシャツをダメにしてしまうんじゃないかというくらい、胸元を強く握り締めていた私は、いつの間にか彼の右手で腰を支えられ、仰け反るように体を預けていた。体を震わせて荒い呼吸を繰り返す私に、彼は極上の笑みを向けた。

　ああ、この笑顔。どうして忘れていられたのか分からない。

「君は俺のものだ……」

　祥吾はもう一度確かめるように、かすかに震える声で囁いた。




　翌朝は六時少し前に目が覚めた。思っていた通り、体調はすっかりよくなっていて、今日は元気に出勤できそうだ。

　いつもであればあと一時間は寝ていられるけど、今日はそういうわけにはいかない。一度自宅に戻って着替えなければならないからだ。

　起き上がろうとほんの少し身じろぎしたところで、急に体をグイと引っ張られた。

「ひゃっ……」

　小さな叫び声を上げたが、私の体は拘束されたまま、隣からは再び規則正しい寝息が聞こえてくる。

　私のお腹にはたくましい腕が絡みついていた。背中が温かい……いや、暑い。エアコンが効いてはいるが、ピタリと密着した体はもうすでに汗ばみ始めている。

　そろりと体を回転させた。目の前には少し日に焼けた裸の胸が穏やかに上下している。目線を上げていくと、セクシーな喉仏、続いて少し髭の伸びた顎が見えた。

　胸が締め付けられるほどの幸福感に頭がくらくらする。こんな感情は久しぶりだ。

　彼の裸の胸に鼻を押し付けた。勢いよく息を吸う。

　ああ、この匂い。懐かしくて、恋しかったこの匂い。祥吾の匂い。

　頭上でクスリと笑う声がした。優しい低音が響く。

「なにをやってるんだ」

「別に、なにも……」

　まさか祥吾が起きているとは思わなかった。てっきり眠っているのだと思っていたからとても恥ずかしい。

　私はますます祥吾に身を寄せると、赤くなっているであろう顔を隠すように、彼の胸に額を擦りつけた。彼はベッドの上で横たわったまま、体をずらして私と目線を合わせると、おもしろそうに私の瞳を覗き込んでくる。

「あんまりかわいいことをすると、起きられなくなるぞ。夕べは理性を総動員させて耐えたが、元気な君を前にそんなことをする必要はないからな」

　祥吾が左肘をついて上半身だけ起こした。私を見下ろす格好になる。掛けてあった薄い夏用の布団がずり落ちて、彼の鍛えられた上半身がすっかり露あらわになった。

　私は思わずゴクリと唾を飲み込んだ。

　でも、よかった。彼が、その……下をはいていて。

　祥吾は黒いパジャマのズボンをしっかりはいていた。上半身は裸だけれど、下半身だけはきちんと衣服を身に着けていてくれたことに、私は安堵した。

　だって彼は、昔私と付き合っていた時は、服を着ないで眠ることが多かったから。

　私が安心してホッと息を吐いているのが分かったのだろう。祥吾の瞳がいじわるな光を放った。

　完全に上体を起こした彼は、私の顔の両側に手をつくと覆い被さるように顔を近付けてくる。唇と唇が今にも触れそうな距離までくると、私の左耳へと唇を滑らせた。

「安心するな。夕べ、俺が唯に手を出さなかったのは、病み上がりだったからだ。さっきも言っただろう？　君が元気なら我慢する必要がないって。俺は今すぐでも構わないよ。とりわけ男はそういうふうにできている」

　彼の寝起きで少し掠れた低い声が、楽しそうな響きを持って私の耳にかかる。ゾクリと肌が粟立つと同時に、祥吾はさらに体を押し付けてきた。

　私の頬が急激に熱くなっていくのが分かる。きっと真っ赤になっているだろう。

　だって、祥吾が私に知らしめようとしていることが、分かってしまったから。

　彼は……準備万端だった。彼が言うように、今すぐにでも、愛を確かめることができそう……。

「でも、会社に行かなくちゃ」

　冷静に言葉を発したつもりなのに、やけに早口になってしまった。

「まだ十分時間はある」

「私、家に帰って着替えたいの」

「もちろん送っていくよ」

「化粧にも時間がかかるの。だから……」

「はあ……」

　私の耳元で彼が大きな溜め息をついた。そのままゴロンと私の隣に寝転がり、目をつむると、もう眠ってしまったかのように動かなくなった。

　もしかして、拒んだことで気を悪くしてしまった？　そんなつもりじゃなかったのに。ただ、恥ずかしかっただけ。

　祥吾にとってはそうじゃないかもしれないけど、私にとっては初めて祥吾に抱かれる気分。いや、もしかしたら、昔を知っているだけに、初めてよりも恥ずかしいかもしれない。しかも今は朝で、十分に明るいのだ。

「祥吾……？」

　体を起こしてそっと彼を窺った。彼は目をつむったままだ。

「ごめんなさい、そんなつもりじゃなかったの」

　遠慮がちに彼の胸に頬を擦り寄せて甘えてみた。

　彼の鼓動が聞こえる。振り払われることはないと分かって、私は安堵の溜め息を漏らした。

「あなたが好きよ、祥吾。だけど、えっと、恥ずかしかったの。あれから何年も経って、私も昔とは違うし……。あの頃はまだ若かったけど、今は……」

　その途端、急に体が反転した。背中に柔らかいマットレスの感触がして、私の両手は顔の両側で彼の手に拘束されていた。

「馬鹿なことを考えてるようだが、君は今も変わらずキレイだよ、唯」

　祥吾の深いブルーの瞳が私を覗き込む。優しさと愛情をたたえた眼差しで、私を最高に幸せな気分にしてくれる。

「祥吾……」

「俺をこんなに昂たかぶらせるのは君だけだ。そんなくだらないことを考えるくらいなら、そうじゃないということを今すぐ示したほうがよさそうだ」

「え……？」

　祥吾が楽しげに、なにかを企んでいる子供のような笑顔を見せた。

「そして、それができるのは俺だけだ」

「しょう……んっ……」

　すぐに唇を塞がれた。朝の目覚めのキスなんかじゃない。もっと深くて、もっと熱い、恋人のキス。

　私はたちまちそのキスに夢中になった。もう他のことなんてどうでもいい。

　祥吾の右手が私の脇腹を撫でた。そのままＴシャツの裾から侵入を開始する。左手が私の寝癖がついているに違いない髪に差し込まれると、私はほんの一瞬冷静な自分を取り戻した。

　祥吾はどこまでするつもり？　本当に、するの？

　彼の手が、先ほどＴシャツの上からなぞっていた道筋を肌の上で逆戻りし始める。

　ああ、ダメ……。この甘美な感覚を拒むなんてできない。

「祥吾……」

　両手を祥吾の首に回すと、私も彼を引き寄せた。










Ｓｃｅｎｅ10　抑えられない愛　～祥吾サイド～




「ずいぶんと殺風景な部屋なのね」

　俺のオフィスの、ほとんどなにも入っていない本棚に手を滑らせながら幸子さんが言った。

　腰まである髪を後ろでひとつに束ね、白いパンツスーツに身を包んだ彼女は、きちんとしていてオフィスに相応しい格好だ。彼女がプライベートで着ている、肌の露出が多くて派手な服よりも、こちらのほうがずっといい。

「ええ。ここへ来てまだ一カ月ですし、データはほとんどここに入ってますからね」

　デスクを回りながらパソコンを軽く叩く。

　俺がこの会社に来てから一カ月が過ぎていた。本当は、俺の私物がほとんど置かれていないこの部屋の状況が普通でないことぐらい分かっている。

　そもそも、今の俺自身が常じょう軌きを逸しているのだ。自覚できているだけまだ自分はまともだと言い聞かせていること自体がすでにまともでない証拠かもしれない。

　俺はアメリカに、父から継いだ海運会社と、新たに設立した投資会社を持っている。そして今回、俺のまったく個人的な事情で、唯の会社を買収するという暴挙に出た。

　そう、俺はアイクリエイトを買収したかったんじゃない。唯が働く会社を、買収したかったのだ。

　もちろん、世間的におかしいところはなにもない。この会社、アイクリエイトは成長中で数年前に上場したばかりだ。それが結果的に他人の手に渡る原因になったと言えなくもないが、俺の目的は別のところにあるのだから、いずれは皆にとっていい結果になると信じている。

　俺は経営に口を出すつもりはないし、現在の経営陣で問題はないと思っている。少なくとも今のところは。

　俺は必要な投資を行い、経営を手助けするだけだ。ひいてはそれが俺の利益となり、会社の利益となる。

　問題なのは、俺がこの会社を手に入れようと思った動機だ。

　まったく馬鹿げている。冷静になった時、自分がこんなに嫉妬深くて、器の小さい男だったのかと愕がく然ぜんとしたことも一度や二度じゃない。けれど彼女のことを思い出すだけで、こうせずにはいられない自分がいるのだ。

　そう、俺は周りの評価に値しない人間だと、素直に認めよう。俺はこういう人間なのだ。俺を賞賛する者は皆、俺の取り繕った外面に惑わされているだけだ。

　幸子さんをソファに促す。俺も彼女の向かいに座った。彼女が動いた瞬間、甘ったるい香水の匂いが鼻をついた。

「本当になにもないのね」

　幸子さんがもう一度部屋を見回して同じことを言った。俺は肩をすくめた。

「驚いたでしょう？　だから僕が伺うと言ったんです。話があるのは僕のほうなんですから、幸子さんにわざわざ出向いていただく必要はなかったんですよ」

「あら、ごめんなさい。悪い意味で言ったんじゃないのよ。ただ、祥吾ならもっと広いオフィスが似合うと思っただけよ。だってアメリカのオフィスはあんなに立派なのに……」

　幸子さんは昔を思い出すように言った。彼女が数年前、アメリカに短期留学していた時、俺のオフィスにやって来たことがある。その時のことを思い出しているのだろう。

「ここもそれほど悪くないですよ」

　俺の言葉に幸子さんが顔をしかめた。どうやら理解できないといった様子だ。俺は話題を変えることにした。

「実は今日ご連絡したのは、お伝えしなければならない大事なお話があったからなんです」

「……なにかしら？」

　幸子さんが慎重に話の先を促した。彼女の体に緊張が走ったのが分かった。これから話す内容に見当をつけているのかもしれない。

　だったら話は早い。彼女の父親とのパイプを切るのは惜しいが、俺には譲れないものができてしまった。それを彼女に伝えて納得してもらわなければならない。

「一度きちんとお話ししなければと思っていたんです。僕とあなたの結婚の話です」

「ええ。まさか断るつもりだなんて言わないわよね？」

　俺との結婚をこれっぽっちも疑っていない目で、彼女が微笑みながら尋ねた。俺は小さく苦笑して首を振った。

「先日もお話しした通りです。僕はあなたに相応しくない。いずれアメリカに戻るつもりですし、佐伯不動産のひとり娘であるあなたには責任も色々あるでしょう。あなたには僕じゃなく、もっと相応しい人がいるはずです」

「祥吾以外に相応しい人なんているはずがないわ。それに、会社のことはなんとでもできるのよ。父はまだ元気だし、私の代になったら拠点を移してもいい。祥吾にとってもうちの会社は魅力的なはずよ。こんな話を断るなんて馬鹿げていると思わない？」

　彼女が心底信じられないといった面持ちで続けた。

「会社のことは別にしても、私たちは結婚するべきよ。私があなたを気に入っていることを知らないなんて言わないわよね？　父があなたとの食事に毎回私を同席させてたのだって、そういう理由からだって分かっていたでしょう？　私は祥吾と結婚したいのよ。他の誰かと結婚するなんて考えられないわ」

　幸子さんの言葉からは、今まで彼女がいかに欲しいものを思い通り手に入れてきたかがよく分かった。彼女は自分の望むように事が運ぶことをまったく疑っていない。

　その時、ドアをノックする音がして秘書が入ってきた。彼女がコーヒーを並べて去っていくと、幸子さんはもう一度繰り返した。

「私たちは結婚するべきよ」

「幸子さん……」

　俺はまた苦笑した。

　分かっていたことだが、彼女は俺と結婚したいらしい。もちろん、幸子さんが俺に好意を抱いているのは知っていた。佐伯氏が食事会に毎回彼女を連れてくる理由も察していた。

　俺は分かっていて曖昧な態度をとっていたのだ。佐伯氏とのビジネスを円滑にするために。そして俺と再会した唯が動揺していると分かってからは、彼女と親しくすることで唯の気持ちを揺さぶるために。復讐のシナリオを進めるために俺は彼女の気持ちを利用した。

　罪悪感などなかった。アイクリエイトを買収した時の俺は、目的を果たすため手段を選ぶことをしなかった。彼女に思わせぶりな態度をとることをためらわなかった。

　だが……。俺は今になって罪の意識に苛さいなまれている。

　唯の仕事も恋人もすべて奪い、絶望した唯が俺を頼ってきた時、最後には捨てるはずだったのにできなくなった。彼女がどんなにひどい女でもいいとさえ思ってしまう。ミイラ取りがミイラになるとはこのことだ。

　唯が俺を求めてくれるなら、俺は彼女の手を離せない。どうしようもないのだ。理屈じゃない。

　俺は自分の愚かさを呪いながら心の中で懺ざん悔げした。こうなった以上、俺の本心を告げるしかない。

「では、はっきり言います。僕には好きな女性がいるんですよ」

「え……？」

「だから、あなたと結婚することはできないんです」

「……冗談でしょう？」

「本気ですよ」

「そんな……だって祥吾、今までそんな素振り全然見せなかったじゃない」

　幸子さんが膝の上で握った拳がブルブル震えている。顔面は蒼白で、俺の言葉がにわかには信じられないらしい。

「つい最近のことなんです。本当にそうなんですよ」

「嘘よ……。だって私はてっきり、祥吾の中ではもうすっかり過去になっているとばかり……」

「過去？　なんの話です？」

　俺が尋ねると、幸子さんは口をつぐんで首を振った。

「……なんでもないわ」

　いつになく気弱な声だった。彼女がふらふらと立ち上がった。

「突然のことで……考えがまとまらなくて。でも、納得したわけじゃないわ。話の続きはまた後日……お願いするわ」

　幸子さんが去った後、俺は深い溜め息をついた。

　俺のエゴはいったいどれだけの人を傷つけただろう。幸子さんにあえて思わせぶりな態度をとって傷つけたことを許してもらおうなどとは思っていない。俺が唯に惹かれないではいられないと分かった今、なにを言っても言い訳にしかならないから。

　そして、こうなった今でも唯さえ守れればいいと思う俺は、きっとどこまでも自分勝手な人間に違いない。
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「え～！　それじゃあ七海さんは例の元カレとうまくいっちゃったんですか？」

「ちょ、ちょっと皆川さん、声大きい……！」

　二十三階のエレベーターホール横、自販機の前で私は慌てて人差し指を唇に当てた。皆川さんもすぐに気づいて口をつぐむ。

　ここはホールからは死角になっているため、皆川さんは三歩進んでエレベーターの前まで行き、周りに誰もいないことを確認すると、安心した笑顔を見せた。

「よかった、誰もいませんでした」

「皆川ちゃんの声は高くてよく通るからねぇ。内緒の話をする時は気をつけないと」

　自販機に硬貨を投入し、アイスティのボタンを押しながら振り返った及川さんが、母親が子供にそうするように、愛情に満ちた眼差しで皆川さんをたしなめた。

「はあい……。ごめんなさい」

　うなだれる皆川さんに私は微笑む。

「大丈夫よ。確かにあまり言いふらしたくはないけれど、絶対内緒っていうような話でもないから」

　祥吾を思い浮かべながら慎重に言った。その元カレが祥吾だということがバレなければ問題はないはずだ。

　まさかあの日、熱を出したことによってこんな展開になろうとは思いもしなかった。

　けれど、きっかけがなんであれ、私はまた祥吾のそばにいられる。ずっと彼のことを忘れられずにいた私は、あれからずっと夢見心地だ。気づけば祥吾のマンションに泊まった日のことを思い出している。

　祥吾のぬくもりを感じながら目覚めたあの日、彼の愛情と欲望に満ちた視線に晒され、私は経験のない少女のような気恥ずかしい気持ちになりながらも体を熱くした。あのまま彼に抱かれてしまうつもりだった。残念ながらあの後、祥吾にかかってきた電話でふたりとも我慢を強いられたわけだけど。

　でも、私たちにはこれからたっぷり時間がある。この前祥吾と触れ合って分かった。私たちは、またすぐに昔のようなふたりに戻れる。私はこれからも祥吾を好きでいていいのだから。

　ただ、私が誰かと付き合うことで、聡についてあれこれ憶測が飛び交うのは歓迎できないから、できれば隠しておきたいところだ。もちろん、その相手が祥吾だということもなんとしても秘密にしなければならない。でも……。

　私はふたりに視線を移した。

　色褪せたグリーンの硬いソファに座って、紙パックのカフェオレをストローですする皆川さんに、自販機に背を預けて立つ及川さんがまだあれこれと注意をしている。決して嫌味な感じではなく冗談交じりに言う及川さんに、皆川さんも舌をペロリと出して肩をすくめていた。

　このふたりには、本当のことを打ち明けたい。今、ここで話すのは賢明ではないけれど、ちゃんと時間を取って……そうね、いつもみたいに三人で飲みに出掛けた時がちょうどいい。私が親しくしているふたりに打ち明けるくらいなら、誰も困らないだろう。

「はぁ～……、七海さんが元カレとうまくいっちゃったんじゃ、合コン誘えなくなっちゃいましたね」

　皆川さんが本当に残念そうに溜め息をつくものだから、私は呆れて答えた。

「もう。合コンなんて行くつもりないから、って何度も言ってるじゃない。たとえこうなっていなくても行かないわよ」

「え～、そんなあ……」

　皆川さんが唇を尖らせる。

　彼女が合コンの話を持ち出した時に断るタイミングを逃していた私は、その後すぐに風邪をひいてしまい、すっかりその件は忘れていた。けれどその後出勤して、一緒にランチに出た時にもう一度誘われ、ちゃんと断ったはずなのだ。

　皆川さんだって普段は誘われても断っているのを知っている。本当はそれほど乗り気ではないのだろう。それでも今回は断れない理由でもあったのだろうか、彼女はなかなか諦めない。

　皆川さんが特定の恋人を作ればこんなこともなくなるだろうに、どうして作ろうとしないのか不思議だった。

　ほんの数分間の休憩を終えて仕事に戻ろうとした時、エレベーターから降りてきた鈴木課長に呼び止められた。

「あ、七海さん、ちょうどよかった」

「なんでしょう？」

「資料室から取ってきてほしいものがあるの。半年前に提案した美容クリニックの資料一式なんだけど、ちょっと素敵なパンフレットだったのよね。この前お願いしたクライアントの件でもなにか参考になるかもしれないと思ったから見ておきたいの」

「ええ、分かりました。私も見せてもらっていいですか？」

「もちろん。そのつもりでお願いしているのよ」

　微笑む課長に私もにこりと笑みを返す。

　及川さんと皆川さんは自分のデスクへ戻っていき、私はひとりでひとつ下の階にある資料室へと向かった。

　この階は営業部のフロアだ。昼間は外回りに出ている人が多いのか人影もまばらだ。

　デスクパネルで仕切られた環境で仕事をするシステム開発室とは違い、営業部は入り口から全体が見渡せるようになっている。なにげなくフロアの中を覗いてみると、営業事務の女性社員がひとりパソコンに向かっている他は、奥のデスクに男性社員がふたり、なにやら話し込んでいるのが見えただけだった。

　営業部の広い部屋の前を通り過ぎて奥へ進み、突き当たりを曲がると資料室がある。ＩＴ化が進んだとは言え、紙の資料がなくなるわけではない。終わった案件に関する資料は部署ごとに年度別に分けて保管している。この資料室は、システム開発室と営業部とで利用していた。

　ただでさえ営業部のフロアは昼間の人の気配が少ないところだ。資料室には誰もいないだろうと思っていた。

　だからドアが半開きになっていて、中に人の気配を感じた時は少し驚いた。そして、その人物が誰か分かった時はもっと驚いた。

「あなたがちゃんと捕まえておかないから悪いのよ」

　ドアの隙間から、スラリとしたスタイルのいい女性の後ろ姿が見えた。長い髪を後ろで束ね、白いパンツスーツを着ている。顔は見えないけれど、その髪の色と声ですぐに誰か分かった。

　佐伯さんだ。オートオークション組合の理事、佐伯幸子さん。

　なぜ彼女が社員でもめったに立ち寄らないこんな場所にいるの？

　私は少し首を伸ばして中の様子を窺った。この位置からは棚が邪魔をして、佐伯さんが話している相手の顔が見えない。

　うちの社員に佐伯さんと知り合いの人なんていたのだろうか。まさか祥吾がこんな場所で彼女と話すとは思えない。話すなら彼のオフィスのほうが都合がいいに決まっているから。

　用事があって来たのに、なんとなく入っていけない雰囲気だった。それに、佐伯さんが話している相手が誰なのか興味もあって、私は気づかれないように様子を窺っていた。

「どうしようもなかったんだ」

　相手の声が聞こえた。男性だ。それに、この声には聞き覚えがある。何度も聞いてきた声だから間違えようもない。

「彼女を騙している罪悪感もあった。所詮、人の心を思いのままに操るなんて無理なんだよ、佐伯さん」

　相手の男性が少し動いて、顔が見えた。やっぱり――。

「そんなの最初から分かってたことじゃない。だいたい井上くんは甘いのよ。昔からそう。優しすぎるんだわ。本当に手に入れたいなら、時には冷酷になることも必要だってこと、最初に話し合ったじゃない」

　ハイヒールを履いた彼女を見下ろすようにしながら立っていたのは聡だった。ふたりは親しげな様子で話している。

「そんなことは分かってるさ。俺は別に優しくなんかない。唯を手に入れるため、君の計画に乗ったのがいい証拠だよ」

「まあ。まるで私がすごく悪い女みたいな言い方ね」

「まさか自分が純粋で無垢なお嬢様だなんて言うつもりはないだろう？」

　佐伯さんが笑う声が聞こえた。

「……分かったわ。それでどうするの？　あなたは七海さんを諦めるの？」

　聡が肩をすくめた。

「どうしようもないよ」

「そう。残念だわ。でも私はまだ諦めてないから。祥吾は確かに好きな女性がいると言っていたけれど、なにか迷いがあるようだった。相手の名前は言わなかったけれど、七海さんであるのは間違いないわ。彼は七海さんとの交際を迷っているのかもしれない。でもおかしいことじゃないわよね。だってあのふたりが別れてからもう何年も経つんだから。私には佐伯不動産があるし、彼は有能なビジネスマンよ。状況が変わる可能性は大いにあるわ。その時、あなたは後悔するんじゃない？」

「君は本当に昔からポジティブだな」

　聡が笑った。

「いや、もちろんいい意味で言ったんだよ。だけど、今度ばかりは俺にはそうは思えないな。とにかく、俺は降りるよ」

　聡が佐伯さんの肩を軽く叩きながら一歩踏み出す。仕事に戻るのだろう。こちらへやって来る。

「悪いけど、俺はもう君の味方にはなれないよ。こうなった以上……」

　聡が顔を上げた。半開きになったドアは私の姿をまったく隠してくれず、私と聡の目が合う。聡の瞳に動揺が走るのがありありと見えた。

「……唯」

「……こ、こんにちは」

　私もうろたえて間抜けな挨拶をしてしまった。笑ってみせたものの口元が引きつっているのが自分でも分かる。聡が気まずそうに睫を伏せた。

　わけが分からない。聡と佐伯さんは知り合いだったようだ。つい先ほどの会話からは古くからの付き合いのようだけれど、いったいいつから？

　映画館で祥吾と一緒にいる佐伯さんと出くわした時、ふたりは初対面のようだったのに、あれは演技だったということ？　そもそも佐伯さんの計画ってなに？　彼女はなにをしたというの？

「……唯」

　もう一度聡が私の名前を呼んだ。ハッと我に返る。佐伯さんも近づいてきた。

「それじゃあ私は帰るわね。七海さんも、またね」

　彼女は私に話を聞かれたことなど、なんとも思っていないかのように、颯爽と部屋を出ていった。私はその背を呆然と見送るだけだった。

「唯、ちょっと話せるかな」

「聡……」

「きちんと説明させてほしいんだ」

　私の目の前に立った聡がまっすぐ私を見つめた。

「……うん。でも、今は仕事中だから……。私、ここへは頼まれた資料を取りに来てて……」

「ああ、分かってる。今夜は空いてる？」

「ええ、多分……大丈夫だと思う」

「よかった。じゃあ仕事が終わったら連絡するよ」

　彼はそう約束すると仕事に戻っていった。




　その夜、私たちは私の自宅近くにあるファミレスで待ち合わせた。

　聡は時間通り、八時半にやって来た。バツの悪そうな、申し訳なさそうな顔をした聡は、先に来ていた私を見つけると私の向かいの席に腰を下ろした。

　やや疲れて見える聡だが、彼の魅力にはまったく関係ないらしい。少し茶色い髪と整った顔立ち、切れ長の瞳がいかにも優秀なサラリーマンといった彼は、この店に入ってから席に着くまで、女性客の視線を独り占めにしていた。

「お疲れ様」

　明るくいつもの調子で声をかけると、聡はその顔にほんの少し笑みを浮かべた。

「こんな時間に呼び出してごめんな？」

「ううん、大丈夫。ここなら家から近いし、コンビニに行くのと変わらないから」

　ウェイトレスがやって来て、聡の前に水の入ったコップを置きながら注文を聞く。学生のアルバイトらしきその子の頬がうっすらピンクに染まっているのは、化粧のせいだけでないことは容易に分かった。盛んに瞬きを繰り返し、聡の気を引きたくて仕方がないといった様子に、私は苦笑するしかなかった。聡はまったく気にする素振りもない。

　聡がちらりとテーブルへ視線を走らせた。そこには私が注文した飲みかけのアイスティが置いてある。

「アイスコーヒーを」

　聡が言うと、ウェイトレスはかわいらしく頷いて去っていった。

「聡、なにも食べてないよね？　なにか注文しようか？」

　聡が私に合わせて飲み物だけを注文したのが分かったので聞いてみたけれど、彼は首を振った。

「いや……、今日はいいよ。あ、それとも唯がまだ食べてなかった？」

「ううん。私はもう済ませたんだけど……」

「そっか。じゃあ俺も後で食べるからいいよ。それよりもまずは昼間のことを説明させてほしいんだ」

「う、うん……」

　気まずさにしばらくの沈黙があった。俯いたまま、目線だけ上げて目の前の聡を見ると、彼も同じらしい。どう説明したらいいかを考えているようだ。

　ウェイトレスが聡のアイスコーヒーを運んでくると、聡はストローを使わず、グラスに直接口をつけてひと口飲んでから、まっすぐ私を見つめ、ゆっくりと話し始めた。

「……俺と佐伯さんは、実は大学時代の友人なんだ」

「……そうだったんだ」

　意外なふたりの関係に驚いたものの、昼間、会社の資料室でふたりを見てから、以前からの知り合いであろうことは想像していた。どういう関係かまでは分からなかったけれど、とにかく知人なのだろうとは思った。だから冷静に反応することができた。

　映画館で祥吾と一緒にいた佐伯さんと話した時は、ふたりとも初対面のように振る舞っていたけれど、あれはわざとだったということだ。

「あまり驚かないんだね」

「驚いてるけど、ふたりのやりとりを聞いてしまってから、そうなのかな、と思っていたから。その……話してた内容的にも」

　ためらいがちに言った。資料室でのふたりの会話を思い返すと、今回の仕事で初めて会って親しくなったとは考えにくい。

「そっか、それもそうだね」

　聡が苦笑する。

「ごめんな、唯」

　穏やかで優しかった聡は、いつだって私のことを広い心で受け止めてくれていた。私は聡に感謝こそすれ謝ってもらうようなことはなにもない。

　……なにも、なかったはずだ。昼間、聡が彼女に言っていた〝計画〟が関係していなければ。

「ごめんね、って……どうして？　聡が佐伯さんと知り合いだったことを黙っていたからって、そんな……謝ってもらうようなことはなにも……」

「いや、そうじゃないんだ……」

　言葉に詰まった聡は、アイスコーヒーのグラスを持つと、ゴクリと喉を鳴らして飲む。それから話してくれた内容は、確かに私にとって予想外のことで、ショックを受けた。

　私が聡と出会ったのは、大学を卒業する少し前だった。会社が内定者を集めて親睦会を開いたのだ。彼は酔った私を紳士的にアパートまで送ってくれた。その後の卒業式にも来てくれた。入社式でも隣の席になり、知った顔のない中、希望の部署に配属されるかどうか分からず、期待と不安で緊張していた私に親切にしてくれた。

　新人研修の間もなにかと私を気にかけてくれた聡と同じ部署に配属が決まった時は嬉しかったし、頼もしく感じていた。

　その頃の私は祥吾のことをまだひどく引きずっていてどうしようもなかったけれど、聡はそれからずっと、一途な気持ちを見せてくれていたのだ。

「じゃあ、最初から全部、偶然なんかじゃなかったのね」

「……うん。唯は覚えてなかったけど、俺たちは就職する前の秋、グループ面接の時に一度会ってるんだ。唯は見るからに緊張していて……寂しそうに見えたのはそのせいかとも思ったんだけど、面接が終わって声をかけた時、そうじゃなさそうだって分かった。ずっと気になってたんだ。だから、佐伯さんが持っていた唯の写真を偶然見た時は驚いた」

「……祥吾は、私の卒業式の日に迎えに来てくれるはずだったの」

「……うん」

「だから私、本当は日本での就職活動をどうするべきか迷ってた。あまり上達しなかったけど英会話も勉強したし、祥吾とアメリカで暮らすことも考えてた。だけど半年ぐらい経った頃から祥吾と連絡が取れなくなってきて。彼は大変な時期だから忙しいんだ、って思い込もうとしたけど、彼って有名なのね。一度、ネットで彼が女性と写っている写真を見つけたわ。たったそれだけのことがとてもショックだった……」

　当時のことを思い出して私は表情が曇っていく。あの時はよく良平に弱音を吐いていた。良平に説得されて、私は迷いながらも就職活動を始めたのだ。

「結局、他の皆より少し遅れて就職活動を始めたんだけど、その頃はまだ日本で就職することに迷いがあったの。でも、しばらくしたら祥吾が女性と親しげにしている写真が、何度も送られるようになってきて……。そんなことが続いて苦しくなっちゃって、私も彼と連絡を取ろうとするのをやめたわ。だけど私、心のどこかで期待してたのよ。卒業式には迎えに来てくれるかもしれない、って」

「……唯」

「結果は聡も知ってる通りよ。卒業式の日に来てくれたのは聡だった。祥吾は迎えになんて来なかった」

「唯、ごめん」

「祥吾と女性の写真をメールで送ってきたのは、聡だったの？」

「……うん」

　聡が頷く。

「そんなにうまくいくわけがないと思ってた。ただ、唯を手に入れられるチャンスがあるなら……佐伯さんに協力してもいいと思ったんだ。本当に、ごめん」

　聡は面接で一緒だった私のことが気になっていた時に、偶然、大学の後輩だった佐伯さんが片想いしている相手が私の恋人であることを知ったそうだ。祥吾はその時すでに佐伯さんの父親と取引関係にあり、佐伯さんが夏休みにアメリカへ行った時に知り合ったらしい。

　佐伯さんは祥吾を、聡は私を手に入れるために、佐伯さんが画策し、聡はその手伝いをしたようだ。

「……そっか。うん、分かった」

「怒らないのか？」

「……正直よく分からない。驚いたし、なんでそんなことをしたのって気持ちもあるけど、もう何年も前の話で、私はそれからずっと……聡に守られてきたようなものだから……。今、本当のことを聞かされて、どうして私はちゃんと祥吾に確認しなかったんだろう、って思ってる。たとえ佐伯さんと聡が私と祥吾を別れさせようとしたって、私たちがちゃんと話をしていれば大丈夫だったんだろうし、結局は、私たちがお互いを信じきれていなかったのよね」

「唯……」

「話してくれてありがとう」

　聡に向かって微笑んだ。

　すると彼の顔にも、やっと笑顔が浮かんだ。私がよく知っている、優しい笑みだ。

　本当に、話してもらえてよかった。私と祥吾はまたお互いを必要としているし、聡とはこれからも同僚としてうまくやっていけそうだ。

　今回のことで、私の聡に対する負い目が軽くなったとは思いたくないけれど、実際に気が楽になったのは本当だ。

「俺もずっと後悔していて……。今回偶然にも彼女といるところを唯に見られたのは、結果的によかったと思ってる。唯を手放したくないと思って躍やっ起きになってた時期もあったけど、唯が社長とうまくいって、案外ホッとしてるのかもしれないな」

「聡……」

　私も胸のつかえが取れたような、スッキリした気分だ。なにもかもが明らかになった今、曇りのない目で祥吾と向き合えそうだ。そして、聡とも。

　私はもう一度にっこり微笑んだ。すると、聡が首をかしげた。

「あれ？　鳴ってない？」

「え？　なにが？」

「携帯。鳴ってるの、唯じゃない？」

　言われて見てみると、私のバッグが振動している。マナーモードにはしていないけれど、音量を小さくしてあるから気づかなかった。

「あ、本当だ」

　慌ててバッグからスマホを取り出して確認すると、それは祥吾からだった。

「あ……」

　ちらりと聡を見た。聡が片眉を上げる。

「どうしたの？　出ないの？」

「あ、ううん。ごめん、ちょっと出てくるね」

「うん」

　切れてしまうかもしれない。

　足早に入り口へと向かい、ファミレスを出てすぐの明るいところで、道行く人たちを眺めながら電話に出た。

「もしもし？」

《俺だ》

　やや不機嫌な祥吾の声だった。

「どうしたの？」

《今、どこにいる？》

　低く威圧的な声は苛立ちを隠せていない。間違いなく機嫌が悪い。

　私は顔をしかめた。

　今日は祥吾と約束があったわけじゃない。私がどこにいようと自由なはずだ。

「うちの近くのファミレスだけど……」

《ファミレス？　ああ、また自炊が面倒になったのか》

　少しムッとして答えると、祥吾の口調にからかいが混じった。電話の向こうで祥吾がニヤリと笑っているのが想像できる。

　なんだ、もういつもの祥吾に戻っている。

　私は唇を尖らせた。

「違うわよ。今日はちゃんと家で食べたんだから。今はちょっと人と会う約束をしてて、出てきてるだけ」

　はっきり聡と会っていると言えないのは、少し後ろめたい思いがあったからかもしれない。疑われるようなことはなにもないとは言え、元恋人と会っているなんて知ったら、祥吾だっていい気はしないだろう。

　それに、本当のところ、今日知った事実をうまく説明できる気がしない。この話を祥吾にするべきなのか、それとも黙っているべきなのか、それすら判断がつかない。

　こうして私と祥吾がうまくいっている今、わざわざ過去の話を蒸し返す必要などないのでは、という思いもある。事実とは言え、今さらそんな話をしても、聡と佐伯さんのしたことを告げ口しているような気になりそうだ。

　私は黙っていることにした。とりあえず、今のところは。

《こんな時間にか？》

　咎めるような祥吾の口調に、私はますます顔をしかめた。

　だってまだ夜九時を少し回ったくらいだ。通りにはたくさんの人が行き交っているし、今、私がいるファミレスだって大勢の客で賑わっている。

　呆れた声で言い返した。

「まだ九時よ」

《もう九時だ。正確には九時を十三分過ぎている》

　まったく。彼はいったい私をいくつだと思っているの？　私は制服のまま塾に通うような子供じゃない。

「あのね、祥吾。私はもう二十七よ。祥吾と出会った頃よりずっと大人になっているの。それに……あの頃だって私はもう成人していたわ。大人の女性にとって夜九時はまだ寝る時間じゃないことくらい、理解してもらわないと」

　祥吾が溜め息をついたのが分かった。

　どう？　私の言い分はもっともでしょう？

《分かった。君が安全対策を怠っていないのなら納得しよう。たとえばなにをしている？》

「なんの話？」

《安全対策だよ。防犯ブザーを携帯するとか、なにかあるだろう？》

　眉根を寄せる。ここは祥吾がいたニューヨークと違い、治安のいい日本なんだってことを彼は忘れているみたい。

「特になにもしていないわ」

《なにもしていないだって？》

　大声を出した祥吾に私は噛みついた。

「祥吾、いい加減にして。ここは日本よ。あなたが今までいたところより、ずっと安全なの。そして私はもう長い間、ここでこうしてなにも問題なく生活しているのよ」

　電話の向こうが急に静かになった。しばらくそのまま沈黙が続いたため、私は心配になった。

　少しきつく言いすぎただろうか。でも、私の行動にあまりガミガミと口を出されるのは好きじゃない。

「祥吾？」

　声に不安が混じってしまったのは仕方がない。だって、私たちは復縁したばかりなのだから。

　祥吾も同じだったようだ。私が祥吾の名前を呼ぶと、緊張が解かれたかのように大きく息を吐き出しているのが分かった。

《そうだった。つい、忘れていたよ。ここは唯の言う通り、あっちに比べれば確かに安全だ。だけど……》

　彼がなおも言おうとしていることが分かって、私はそれを遮った。

「ええ、そうね。祥吾の言うことも正しいわ。日本だからって必ずしも安全ってわけじゃない。防犯ブザーくらいは携帯しないと。今度買っておくわ」

《それがいい。とりあえず、今日のところは迎えに行くよ》

　え？　今なんて？

　言われたことに驚いて一瞬黙り込んでしまった。もしかして、祥吾はここへ来るつもり？

《唯？》

　私が返事をしなかったので、祥吾が私の名を呼んだ。訝っているのが分かる。

「あ、えっと……、今から？　ここへ来るの？」

《……都合が悪いなら帰る時に電話してくれれば迎えに行くよ。何時頃になりそうなんだ？》

　私を今すぐ連れ戻せないことが不本意だということは、祥吾の口調からすぐに分かった。でも、とりあえず私の付き合いを尊重してくれるつもりらしい。

「もうそろそろ帰るつもりだから平気よ。祥吾も知っているでしょう？　駅前のファミレスだから私の家まで歩いても五分くらいよ。今から祥吾に迎えに来てもらうよりもずっと早く帰れるわ」

　本当のことだった。それに今日は迎えに来てもらわないほうがいい。祥吾が来たら聡と鉢合わせすることになる。やましいことはなにもないけれど無駄に波風を立てたくなかった。

《そう。それならよかった》

　祥吾が言った。電話の向こうの彼には見えないのに、私は思わず頷く。

　祥吾に帰ると言った以上、早々に帰ったほうがいいだろう。聡との話もお互い納得したし、彼もお腹が空いているはずだ。早く解放してあげたほうがよさそう。

　私は電話を切っていったん店の中に戻ろうとした。

「じゃあ、これで……」

　だけど祥吾は電話を切ろうとしなかった。

《店の外で待ってるから、早めに出ておいで。あそこは駐禁だからあまり長いこと停めていられない》

　ちょっと待って。彼はなにを言っているの？

「え？　なに？　どういうこと？　迎えはいらないってさっき……」

《聞いたよ。そのほうが早く帰れるからだろう？　だけど俺はもう君のアパートの近くにいるんだ。だからその心配はいらない》

　その心配はなくとも別の心配があるのだ。どうして祥吾はいつもこう、強引なの。

「あのね、祥吾……」

　再び迎えを断ろうとした時だった。目の前に見覚えのあるブルーのベンツが停車した。

《なんだ、わざわざ外に出て話してたのか。店の中でも電話が迷惑にならない場所くらいあるだろう》

　私は馬鹿みたいにポカンと口を開けてしまった。

　ハザードを点滅させてガードレールの向こうに停まった車のウィンドウが開く。電話は切れていて、祥吾が早く来い、と手招きをした。

　祥吾が迎えに来てしまった。迎えはいらないと断るつもりだったのに。

　しばらくその場に立ち尽くしていた私に業を煮やしたのか、祥吾が優雅な動作で車から降りてきた。エンジンを切って、ハザードをつけたまま。ここは駐車禁止だって自分で言っていたくせに。

　まっすぐ私の元へと歩いてくる彼は相変わらず素敵だ。一日仕事をしていたせいか、少し皺になっているものの、パリッとした見るからに高級そうなチャコールグレーのスーツは彼の魅力をこの上なく引き立てている。気づけば私はうっとりと彼に見惚れてしまっていた。

「ほら、ボケッとしてないで早く帰る準備をしてこい」

「……ど、どうして迎えに来ちゃったのよ」

　焦ってやっとのことでそう言うと、祥吾は途端に不愉快な顔をした。眉間に皺を寄せ、私を睨みつける。

「迎えに来られたら都合が悪いみたいな言い方だな」

「そんなことは……」

　ないと言える？　私が言葉に詰まったのを見て、彼はひとつ頷くと私の手を掴んで店の中へと入っていった。

「ちょ、ちょっと、祥吾？」

「君の友達に、俺も挨拶をしたほうがよさそうだ」

「なに言ってるの？　そんなの必要ないってば」

「それは俺が判断するよ」

「どうしてそうなるの？　私だって分別のあるちゃんとした大人のつもりよ。自分のことは自分で決められるわ」

　祥吾が足を止めてゆっくりと私を振り返った。彼の鋭い視線が私に突き刺さり、私は一瞬たじろいだ。祥吾は怒っている。

「今は俺の言う通りにしたほうがいいな」

　それ以上なにも言えなくなり、私は黙って祥吾に手を引かれ、店の奥へと進んでいった。

　店内にいた客たちが――男性も女性も――興味津々の様子で私たちを見ている。皆の視線が、背が高く印象的なブルーの瞳を持った祥吾に釘付けになっていた。

　祥吾が堂々とした態度でぐるりと店内を見渡した。私は席を教えていないけれど、彼にはすぐ分かったらしい。当然だ。奥の四人掛けのテーブル席で、聡が立ち上がったから。

　私の手を掴んでいた祥吾の手に力がこもる。彼は苦々しげに呟いた。

「……なるほどね」

　そのまままっすぐ、聡がいる席へと向かう祥吾の後ろ姿からは無言の圧力を感じた。

　私はたちまち後悔した。こんなことになるのなら、変な気を回さず正直に話せばよかったのだ。後ろめたいことなんて、なにひとつないんだから。私は問題をややこしくしただけだ。

「祥吾、待って。誤解だってば」

　彼に引きずられるように進んで、私と祥吾、そして聡が、対面する形で座ることとなってしまった。

　私の隣に腰を下ろした祥吾は、ファミレスの硬くてくすんだオレンジ色のソファに深々と背を預け、腕を組んだ。目の前に座る聡を品定めするようにじっくりと眺めた後、少し顎を上げて目を細める。とても威圧的で高慢な態度だった。

　そして聡はというと、恋人であるはずの私でさえ、居心地が悪くて身をすくめているというのに、いたって普通だった。テーブルの上で軽く手を組み、まっすぐに祥吾を見ている。

　……なんだか少し嬉しそうなのは気のせいだろうか。

「システム開発の井上くん、だったよね」

　長い沈黙の後――実際には短かったのかもしれないが――祥吾が警告するような低い声で言った。聡が頷く。

「ええ、そうです。唯の元恋人ですよ、社長」

　その言葉に祥吾の体が強ばったのが分かった。聡がうっすらと笑みを浮かべる。

　どうして聡が急にそんな挑発的な態度をとるのか分からない。

　私はらしくもなく、ふたりの顔を交互に見比べ、ハラハラしていた。とても口を挟めるような雰囲気じゃない。祥吾の隣で私は俯き、さらに体を硬くした。

「もちろん知っているよ。さぞや俺に言いたいことがあるんだろうね。部下である君の恋人を奪った俺に。だけど事情は恐らく君が思っているほど単純じゃないんだ。なにを言っても無駄だよ。彼女だけは譲れない」

　祥吾の低い声でキッパリと告げられた言葉に、私はハッとして顔を上げた。隣の祥吾をまじまじと見つめる。

　今、彼が言ったことは本当？

　会社ではふたりの仲を知られたくないのかと思っていたから驚いた。いや、実際にはそうなのかもしれないけど、こうもはっきりと聡に私との交際を告げるなんて思ってもみなかった。

　なんだか胸がジンと熱くなる。心なしか、頬も熱を帯びている。

　不意に聡がクスリと笑った。祥吾が訝しげに眉を上げる。聡は切れ長の瞳を細めて祥吾を見ていた。

「安心しました」

「……聡？」

　聡の視線が私に移った。彼がにっこりと微笑む。

「よかったね、唯。社長はやっぱり君に本気らしい」

「え？」

「唯の手を引いて社長が店に入ってきた時から、分かっていたけどね。ひどく険しい顔で、唯を誰にも渡さないって雰囲気がピリピリと伝わってきたから」

「嘘……」

「嘘じゃないよ。多分この店にいる人、全員がそう感じたんじゃないかな。ふたりは注目を浴びていたよ。そうですよね？　社長」

　聡が祥吾に視線を戻し、柔らかい笑顔を浮かべる。祥吾はそれが理解できなくて面食らっているようだ。困惑した表情で私を見る。

「どういうことなんだ？」

「えっと……」

　私がどう説明するべきか思案していると、聡が簡潔に説明してくれた。佐伯さんの思惑と、聡がしたことすべてを。

　祥吾は静かに耳を傾けていた。話が終わり、聡が祥吾にも謝罪をすると、黙って頷いただけだった。

　それからすぐに聡は駅へ向かい帰っていった。

　会計の時、祥吾がブラックカードを取り出すと、最初に注文を取りに来たアルバイトの女の子は驚いていた。大きな目をさらに見開き、緊張した手つきで端末機にカードを通す。注文の時は聡に頬を染めていた彼女だったが、聡の存在はすっかり忘れられているだろう。

　私は呆れてしまった。彼らの魅力は、外見や持っているクレジットカードのランクだけで左右されるものじゃない。

　だいたい祥吾もブラックカードなんて昔は持っていなかったじゃない。年会費に何十万も支払うなんて、私に言わせれば馬鹿げている。

　幸運だったのは、ファミレス前の駐車禁止エリアに停めていた祥吾のベンツがまだそこにあったことだ。私は祥吾に促されるまま彼の車の助手席に乗り込み、祥吾とともに彼のマンションへ帰ると、そのまま彼のベッドで朝を迎えた。

　この日、祥吾はずっと難しい顔でなにかを考えているようだった。
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　デニムのミニスカートにパフスリーブの白いブラウスを着た私は、祥吾の車の助手席で硬くなっていた。トランクルームには一泊分の着替えを詰め込んだ赤い旅行バッグが転がっている。白いクロップドパンツにカーキ色のシャツを着た祥吾は運転中だ。

　私はハンドルに添えられた祥吾の長い指を見つめた。それから程よく筋肉のついた腕へ、セクシーな喉仏へと視線を走らせる。

　黒曜石のような髪はサラサラで癖ひとつなく、整った高い鼻は横から眺めても美しい彫刻のようだ。思わず、うっとりと見惚れてしまう。

　彼の唇の端が持ち上がった。白い歯がこぼれる。

「なにを見ているんだ？」

　祥吾が視線を動かさず言った。彼はずっと前を向いていたけれど、私がジッと見つめていたことはバレていたみたい。

「景色よ」

　私が答えると、祥吾は声を出して笑った。

「景色はこっちじゃないだろう？」

　ちらりと一瞬だけこちらを振り向いた祥吾を見て、私の心臓がトクンと鳴った。

　サングラスのせいであの魅力的なブルーの瞳は隠れてしまっているけれど、この小道具も祥吾の魅力を引き立てるのに十分役立っている。

　休日のラフなスタイルの祥吾はリラックスしていた。今この瞬間を楽しんでいるのがよく分かる。そして私は、今朝からほんの少し緊張していた。

　先週の金曜日に、偶然会社の資料室で聡と佐伯さんを見かけた私は、私が祥吾と別れるきっかけになった本当の理由を知ることになった。不思議と怒りはなかった。ただ、そういうことだったのかと事実を受け止めただけだった。

　それはきっと、今こうして、私と祥吾がうまくいっているからだと思う。それになにがあったとしても、私はあの頃、やっぱり聡に救われていたと思えるから。

　偶然だったとは言え、この事実を祥吾も知ることになったのは、よかったのかどうかまだよく分からない。ただあの夜以来、彼が優しくなったように感じるから、これでよかったのだろうと思えるようになってきた。彼がそのことについて触れようとしないのが少し気になるけれど。

　今、私たちは伊豆へ向かっている。二日前に、週末を利用して一泊二日で旅行に行こうと祥吾に誘われたのだ。

　私の仕事はとりあえず落ち着いているから問題ないけれど、祥吾はまだオートオークションの仕事に深く関わっている。たまに自宅へ帰っていない日があるみたいだから、無理をしていないかと少し心配になってしまった。

　だけど祥吾はそのためにスケジュールを組み直して、私を旅行に連れ出してくれたのだ。私も本音は行きたくて仕方がなかったから喜んで承諾した。

　だけど今朝から緊張は増すばかり。だって日常から離れた場所で祥吾と一泊するのだ。ドキドキしないほうがおかしい。

　祥吾と一緒に眠るのはこれが初めてではない。こうしてまた彼と過ごすようになってから、私は数回、祥吾のマンションの、彼のベッドで、彼と一緒に朝を迎えている。

　だけどその間、彼とはずっとキス止まりだ。いい雰囲気になったことは何度もある。抱きしめられて、その先を予感したこともある。けれどそのたびに電話が入ったり、あるいは祥吾がなにかを考え込んでしまったりして、結局私たちは再会してからまだ一度も肌を重ねていない。

　私たちはお互いを知らないわけじゃない。その昔、祥吾と付き合っていた時はそれこそ何度も彼に抱かれた。だけどこうして何年も経ってから再び彼と向き合うと、まるで初めてのような気分になる。きっとそう感じているのは私だけじゃないはず。だって祥吾も、私に触れる手つきが慎重で、ためらいがちだから。

　祥吾が忙しい最中にこうして旅行に誘ってくれたのは、彼にとってもなにか意味があるんじゃないかと思っている。聡から過去の真実を聞かされて、思うところがあったのかもしれない。

　あの夜以降、祥吾が私に見せる笑顔はとても優しい。もちろん、それまでだってずっと彼の愛情は感じていたけれど、なにかが彼の中で変わったように思う。それがなにかは分からないけれど、とにかく彼の私に対する態度、表情は柔らかくなったし、彼の雰囲気も穏やかになった気がする。私が知っていた昔の祥吾だ。

　私は微笑んだ。

「祥吾が運転しているのを見てるのって好き」

　祥吾に見惚れていたことが知られてしまったのは少し恥ずかしいけれど、隠すつもりはなかった。私自身も彼に対して素直になったのかもしれない。昔のように……。

　再び祥吾が私を見た。やっぱり彼は笑っている。目元はサングラスで隠れているし、今は白い歯も見えないけれど、唇が優しい弧を描いている。

「今日はやけに素直だな」

　そういう祥吾の声も弾んでいた。再び前を向いて車を走らせる彼には見えないだろうけれど、私はそっと笑みを浮かべた。

「音楽をかけてもいい？」

「ああ、いいよ」

　慣れないカーナビの操作にもたついていると、祥吾が手を伸ばして操作してくれた。タイトル画面には英語の曲名ばかり並んでいる。きっと祥吾がアメリカにいた時によく聴いていた曲なのだろう。

　どういった曲かさっぱり分からない私は曲名のリストから適当なものを選んだ。車内に流れ始めたのは、女性シンガーのアップテンポな曲で、私はそれがとても気に入った。

　音楽を聴きながら窓の外を眺める。まっすぐ続く高速道路は予想に反して空いていて、祥吾は順調に車を走らせていた。途中、何度か休憩を挟み、目立った渋滞にはまることもなく車は高速道路を降りた。

　それから一時間ほど走っただろうか。やがて広大な海が視界に広がると、私は子供みたいにはしゃいだ声を上げてしまった。

「祥吾、見て、海よ！　海！」

「見えてるよ。海ぐらいではしゃぐなんて、唯はまだ子供だな」

　馬鹿にしたように笑う祥吾だってずっと楽しそうだ。

　いつもなら唇を尖らせて文句のひとつでも言うところだけど、今日は許してあげる。だってとっても楽しいんだもの。

　私のそんな様子が祥吾にも伝わっていたみたい。彼は素晴らしい提案をしてくれた。

「オープンドライブにしよう」

　そう言った祥吾がなにかスイッチを押すと、急に頭上から光が注いだ。後部が開き、持ち上がったルーフがトランクルームに完全に納まると、圧倒的な開放感に包まれた。潮の香りとうなるような低いエンジンの音を感じる。

　ほんの数秒でまったく別の車になったみたい。

　うわぁ！　すごく素敵！

　エアコンの効いた車内も快適だったけれど、海を感じながら風に吹かれて走るのがこんなに気持ちいいなんて。私はますます歓声を上げた。

「これ最高！」

　興奮して叫ぶと、祥吾もこちらを向いて全開の笑顔を見せる。

「よかった！　君も最高だ！」

　それからはずっとオープンにしたまま海沿いを走り、私たちはふたりともはしゃいでいた。途中で昼食をとったり、気に入った場所で車を停めて景色を眺めたりしていたので、祥吾が予約していた旅館に着いた時はすでに夕方五時を回っていた。旅館は海に面した丘の中腹に建っていた。

　朝、家を出た時は、楽しみの中に緊張も混じっていたけれど、今はそんなことはすっかり忘れてリラックスしている。祥吾の隣で私は何度も心から笑った。あっという間に昔の私に戻ったみたい。あるいは昔のふたりに。

　車が日本瓦屋根の立派な門をくぐると、まもなく趣のある旅館のエントランスに滑り込んだ。待機していた背の高い駐車係がにこやかな笑顔で出迎えてくれる。

　祥吾が再びボタンを押すと、格納されていたルーフが出てきて、開けた時と同じように数秒で車内は密室になった。

　私たちが車から降りると、嬉々とした表情で駐車係が運転席に乗り込んだ。ほんの数秒のドライブを楽しむつもりらしい。

　そして案内されたのは、風情ある平屋の離れだった。中に入るとヒノキの香りと真新しい畳の匂いが、日常の喧騒を忘れさせてくれるようだ。丘の上に建っているここは張り出したテラスに露天風呂がついている。

　私はそれを見てなんとなく目をそらしてしまった。離れに案内された時から予想していたこととは言え、部屋に露天風呂がついているのだ。なんだか落ち着かないし、恥ずかしい。きっと今夜、私は祥吾と一緒にこのお風呂に入るだろう。

　テラスを前にして立ち止まってしまった私の背後に祥吾が立つ気配がした。少し屈んで私の顔を覗き込む。そしてクスリと笑った。

　彼の息が耳にかかるだけでゾクゾクしてしまう。

「急に大人しくなった」

　祥吾と間近で見つめ合う。

　頬が熱いからきっと私は赤面しているだろう。心臓だって途端に早鐘を打ち始めた。そして、私がそうなっている理由を彼は確実に分かっている。だけど祥吾はそれ以上私をからかったりはしなかった。

「おいで」

　私のこめかみに軽くキスをした祥吾は、赤い顔で立ち尽くす私の右手をそっと握ると、そのまま私の手を引いてテラスに出た。彼の大きな手の温かさを感じて、ドキドキが止まらなくなる。祥吾への切ないほどの愛を実感して私の胸がギュッと締め付けられた。

　テラスの一番先まで連れていかれた私は思わず息を呑んだ。部屋から見ているだけでは分からなかったけれど、まるで海の真ん中に立っているような錯覚を起こした。

　張り出たテラスの先からは、どこまでも続く海しか見えない。遠く水平線の向こうに、燃える夕日が大きく揺らめいて海に吸い込まれようとしている。海も空もすべてを朱に染めているその様に、私は柄にもなく感動せずにはいられなかった。景色を見て涙がこぼれそうになったのはこれが初めて。

　ガラス製の手すりに掴まり、言葉もなく、ただジッと落日の様子を見守る。そんな私を背後から囲むように祥吾も手すりに両手をかけた。

「そのままで聞いてほしいんだ」

　彼の声は少し不安そうだった。私が思わず振り向こうとすると、祥吾は手すりにかけた両手で私を抱きしめるようにして拘束し、動かないように態度で命じた。

　私が海を見つめたまま動こうとしないのが分かると、祥吾はゆっくりと話し始めた。

「君に話しておかなければならないことがあるんだ」

　かすかな波の音に混じって祥吾の低い声が響く。私は小さく頷いた。

　彼は私の反応を恐れているかのように、なおも心配そうに言った。

「今回、俺がアイクリエイトを買収した目的のことだ。世間的には、俺の投資会社『クレイ・インターナショナル』が将来性を見込んで買収したことになっているが……そのままだ、唯」

　再び振り向こうとした私を祥吾が制した。

　いつになく真剣な彼に、なにか重大な告白をするつもりなのだと察した私は、祥吾の言う通り、絶対に振り向かないようにと自分に言い聞かせた。

「ええ、そう聞いてる。この買収が異例なことだっていうのも分かってる。それがどうかしたの？　なにか問題が出てきたの？」

「いや、そうじゃない」

「じゃあ、なに？」

「これを知ったら君は俺を非難するだろう。せっかくこうして、再び君をこの腕の中に取り戻せたのに、君はまた俺の元を去ってしまうかもしれない」

「そんなこと、絶対にないわ」

「君がそう断言できるのは、俺がこれから話す内容を知らないからだ」

　絶対に振り向かず、大人しく話を聞こうと思っていたのに、気づけば私は祥吾の腕を掴んで彼と向かい合っていた。私の不意打ちに、祥吾は面食らっている。

「そのままで聞いてくれるよう、お願いしたはずだったんだが……」

　困惑顔の祥吾に私はほんの少し笑みをこぼした。あれはお願いというより命令だった。だけど祥吾は私にお願いをしたつもりだったらしい。

「なにを聞いても、私が祥吾のそばを離れることは絶対にないと誓えるわ。でも、いったいどうしたらそれを信じてもらえる？　あなたのその話を聞いて態度で示すしかないと思うの。だから聞かせて？　あなたが会社を買収した本当の目的を」

　夕日を浴びた祥吾の青い瞳を覗き込み、私は微笑んだ。彼はほんの数秒目を閉じた。そして再び目を開けると、私の目をまっすぐ見つめて打ち明けた。

「君だよ、唯。俺は君がいる会社だから買収したんだ。君のすべてを奪ってから、捨てるつもりで、君に近づいた……」

「え……」

「知らなかったんだ！　俺はずっと唯に捨てられたと思ってた。俺と離れて、君はすぐ心変わりしたと思ってたんだ！　約束していた唯の卒業式の日、俺は待ちきれなくて二日早く日本に戻った。せっかくだから突然行って驚かそうと思って君のアパートに行ったら、ちょうど君が帰ってきたところだった。……井上と一緒に」

「あ……」

　祥吾の話には確かに覚えがあった。内定者が集められ親睦会が開かれたことがあったからだ。その日、私は聡にアパートまで送ってもらった。

「あの頃の俺は本当に忙しくて連絡もせずにいたから、そんな俺に愛想をつかして君は近場の男に乗り換えたんだと思ったよ。君に問いただそうともせず、俺は勝手に絶望して、君への復讐心でいっぱいになった。それからはまさに仕事の鬼になったよ。君に復讐するために他人の何倍も仕事をして今の地位を築いた。そしてその計画を実行したんだ」

「……祥吾」

「……軽蔑しただろう？　醜い嫉妬に駆られて俺はとんでもないことをやったんだ。許されることじゃない」

　祥吾は私の手をほどくと、くるりと背を向けた。

「俺は最低だ。こうして懺悔しておいてなお、君を離したくないと思ってる。たとえ君が俺に失望してしまったとしても、俺は君と一緒にいたい。君をひとりで帰らせたくない……」

「祥吾……」

　大きな背中が急に小さく見えた気がして、私はその背にギュッとしがみついた。一瞬、彼の体がビクリと強ばったのが分かった。

　私も同じ気持ちだということを、一刻も早くあなたに伝えたい。

「……これで、信じてもらえる？」

「……唯？」

「言ったでしょう？　なにを聞いてもあなたから離れないって。私も同じなの。祥吾のそばを離れたくない。だって、祥吾が好きだから」

「唯！」

　次の瞬間、私は振り返った祥吾の腕の中にいた。痛いくらいに彼が私をきつく抱きしめる。彼の存在が愛しくて、私も力いっぱい抱きしめ返した。

「私も祥吾と同じくらい愚か者だわ。祥吾が考えた復讐が私への大きな愛に思えるもの。私が欲しくて会社を買収しちゃう人なんて、世界中探したって祥吾だけよ」

「唯……」

　体を離した祥吾がはにかんだ。顔が赤くなっているのは夕日のせいだけじゃない。

　いつも私を包んでくれる大人の彼を、こんなにかわいく感じたのは初めてだ。

　私は彼のシャツを掴んで背伸びをすると、唇にそっとキスをした。唇が離れると、今度は彼が身を屈めてキスをした。ほんの一瞬、重ねられただけのそのキスはとても愛に満ちたキスだった。

「ほら、いい加減にしろ」

「や、やだ……！　ちょっと待ってよ、祥吾。や、やっぱり無理だよ……そんな……や、ちょっと、引っ張らないで！」

　私の目の前には完璧な裸体を惜しげもなく晒した祥吾がいる。

　数時間前、不安そうに私に懺悔した男と同じ人物とは思えない。すっかりいつもの調子を取り戻した祥吾は意地悪な笑みを私に向けた。

　私は引きつった笑顔を返しながら、彼から視線が外せない。気づけばうっとりと彼に魅入ってしまっている。

　彼の広い肩から続く上腕二頭筋の素晴らしいことといったら。そして、なんといってもキレイに割れた腹筋。

　あんなに忙しいのにどうやってこの体型を維持しているのか不思議でならない。いったいいつ、トレーニングをしているの？　そして……どうして彼はいつもこんなに堂々とすべてを見せることができるの……？

　私が体に巻きつけているバスタオルを引き剥がそうと、祥吾が腕を伸ばしてくる。

　私にも自分と同じようになってほしいらしい。バスタオルなんて無駄なものは取ってしまえと言っている。私に、彼と同じように、すべてを脱ぎ捨て裸になれと言っている。

　だけどそんなの絶対に無理！　自分から進んで彼に裸を見せるなんて……できるわけがない。鍛え抜いた完璧な体の持ち主の前ではなおさらだ。だいたい、恥ずかしいじゃない。

　私が騒ぎながら体をよじると、祥吾の眉間に深い皺が寄った。でも、次の瞬間にはニヤリと口角が持ち上がる。私は引きつった笑みを浮かべた。

「え……っと……」

「そろそろ観念しろ」

　言ったが早いか、祥吾は素早い動作で私の膝裏に腕を差し込んだ。気づいた時には私は彼に抱え上げられていて、彼の腕の中でジタバタともがく羽目になっていた。そんな私を見下ろして祥吾が意地悪な瞳で笑った。

「そんなに暴れると余計に見えるぞ。もちろん俺は大歓迎だ」

「え？　やっ……！」

　言われて見てみると、私が足をばたつかせたせいで、体に巻きつけていたバスタオルの裾が腿のかなり上、際どいところまでずり上がってきている。胸元も緩んで、私が少しでも伸び上がったら見えてしまいそうだ。

　私は祥吾の腕の中で、慌ててバスタオルをきつく合わせた。裾にも手を伸ばして引っ張り降ろす。

　彼はそんな私を眺めながら愉快そうに笑った。陽が沈んだ伊豆の夜に、祥吾の魅惑的な笑い声がこだまする。

　彼は大股で、開け放ってあったドアを抜けてテラスに出た。そこは幻想的な空間だった。

　先ほど部屋で豪華な食事を楽しんでいる間に、陽はすっかり落ち、辺りは真っ暗だ。そんな中、柔らかな灯りが足元にひとつ、ふたつ……四つある。それはヒノキでできた浴槽の周りに置かれていて、なんだかいい雰囲気だ。言い換えれば、とてもエロティック！

　祥吾は私を抱えたまま、その大きな浴槽をまたぐとそのままゆっくり腰を下ろした。私も一緒に熱いお湯の中へと沈んでいく。私の体を覆っていたバスタオルが浮き上がってきて、慌てた私は自分の体を隠すために、祥吾の首にギュッとしがみついた。

　しばらくそうしていると、祥吾のからかうような声が耳元で聞こえた。

「大胆だな。唯から誘ってくれるなんて。何度も言うが俺は大歓迎だ」

「へ？」

　見上げると、祥吾が濡れたバスタオルを手に笑っている。

　あれ？　祥吾はバスタオルなんて……巻いてなかったわよね？

　彼は昔からいつだってありのまま。裸を私に見られることを恥ずかしいなんて思わない。むしろその逆だ。自分の魅力を分かっていて、なおかつ私の反応も分かっていて、あえて見せつけようとする。

「相変わらず柔らかい」

　なんの話？

　祥吾の首に回していた腕をほんの少し緩めて視線を下げたところで理解した。カッと頬が熱くなる。

「ちょ、やだ！　どうして？　いつの間に？」

　祥吾が手にしていたのは、私のバスタオルだった。彼が指した〝柔らかいもの〟は私の胸だ。

　私の体に巻きついていたのにどうやって気づかれないようにそれを引き抜けるの？　いったいどんな魔法？

「簡単さ」

　祥吾が笑う。子供を相手にしたお手軽なイタズラだとでも言うように、軽く肩をすくめている。

「信じられない！」

　憤ふん慨がいして祥吾を睨みつけると、彼は笑いながらも少し困った顔をした。

「信じられないのはこっちだ。俺たちが一緒に風呂に入るのに、なんでバスタオルが必要なんだ？　そんなもの邪魔なだけだろう」

　私を自分の膝に乗せ、右腕で抱き寄せながら、左手でガシガシと髪を掻き上げる。どうやら本当に困惑しているみたい。

「だって、恥ずかしいのよ。祥吾みたいに完璧な体を持った人には分からないでしょうけれど」

　唇を尖らせ嫌味を交えて言うと、彼は心底呆れたといった顔をした。大きな溜め息をつく。

「まだそんなことを言っているのか」

「まだってなにが……」

「前にも言ったはずだ。君は変わらずキレイだと。あの言葉は嘘じゃない」

「祥吾……」

　彼の長い指が私のむき出しの肩をそっと撫でた。思わずビクリと体が震える。

「昔となにも変わっていない……白くて……滑らかで……」

　指で撫でていたそこに、祥吾はそっと唇を寄せた。少し強めに吸われ、軽い痛みを感じる。祥吾が唇を肌から離さなかったので、彼が微笑んだのが分かった。

「……そして、甘い」

　それから顔を上げてまっすぐ私を見つめると、怖いくらい真剣な顔をした。

「唯、君はとても魅力的だよ。そしてなによりも大切な……俺の恋人だ。それを忘れるな」

「……祥吾」

「だから俺の前ではありのままを見せてほしい。恥ずかしがる必要なんて、どこにもない……」

　彼の両手が私の頬を包む。私の顔を上向かせた彼の口に私の口は塞がれた。そのキスはとても熱く……そして激しく……。この部屋に入った時、見事な夕日をバックに交わしたそれとは違う、情熱的なキス。そして、再会して初めて祥吾のオフィスで交わされたキスとも、レストランで怒りをぶつけるようにされたキスとも全然違う。激しい中にも彼の愛情がしっかりと感じられる、そんなキスだった。

　私は彼の想いに応えようと必死だった。時折唇を離しては間近で私を見つめる祥吾の青い瞳には、私への愛情と欲望が溢れている。

　私だって同じだ。ううん、それ以上。どうしても忘れることができなかった祥吾への激しい想いが、今にも爆発してコントロールができなくなりそう。もしかしたら、もうそうなっているのかもしれない。

　私のお尻の下では、彼も同じである証拠がしっかりと感じられる。祥吾の魅力的な青い瞳の色がいつもと違って見えた。彼も、もう我慢ができないのだ。

「……ここで」

　欲望をはらんだ掠れた声で彼が言った。

「……ダメよ。だってここはあまりにも……」

　心許ない。いくら離れとは言え、ここは部屋の中ではない。星が瞬き、時折風が肌を心地よく撫でていくこの場所でだなんて……。

「誰もいないよ。俺たちだけだ」

　祥吾が私の首筋に、そして鎖骨にと唇を滑らせていく。

　嘘、やだ、本気？

「……しょうっ……んっ……」

　ここは紛れもなく外なのだ。いくら祥吾が誰もいないと言っても私にそんな勇気はない。

　祥吾の、遠慮のない甘い愛撫に抗えず漏れる声を、私は必死に噛み殺そうとする。だけどそんな私の反応をも、彼は楽しんでいるみたい。逆らえるものならやってみろ、と言わんばかりに彼の愛撫は私を昂らせていった。

　もし、そんな彼に抵抗できるなんて考えているなら私は馬鹿だ。そんなことできるはずがない。

　私が知る限り、世界一傲慢で、自信家で、自分の魅力を十分に分かっている、そしてこんな私を世界一愛して幸せにしてくれる男性に、いつしか私は完全に屈して、声を上げてしまっていた。










Ｓｃｅｎｅ13　一本の電話




　至福の朝だった。

　目覚めて最初に目にしたのは少し日焼けした硬い胸板。その上には、無意識に添えられていた私の右手。彼の日焼けした肌の色と比べると私の肌の白さが目立ち、くすぐったい気持ちになる。私は女で、彼は頼れる男性だということを意識させられる。

　祥吾はまだ眠っていた。彼の体に寄りかかるようにしてうつ伏せ気味で眠っていた私は、彼を起こさないようにそっと頭を上げた。

　一晩中私を抱きしめてくれていたのだろうか。私の左肩から背中にかけて回されていた彼の腕が、私の腰へ滑っていく。

　ドキリとして息を詰めて見守ると、規則正しい寝息が聞こえてきた。長い睫は伏せられたまま。彼を起こしたわけじゃないと知って、私は殺していた息をそっと吐き出した。

　こうしてまた、祥吾の寝顔を眺める権利をもらえるなんて思ってもみなかった。そして、どうして今までこの顔を見ることなく朝を迎えられていたのか不思議でならない。今となっては、祥吾なしでどうやって生きてこられたのか思い出すことができないほどだ。

　私はもう二度と、ひとりでは生きていけないと思う。祥吾がそばにいてくれないと、息さえできない気がしている。私はこんなに弱い人間だっただろうか。

　胸が痛い。こうして彼を眺めているだけで、幸せすぎて怖いくらい。最高の幸福と恐怖が同時にやって来たような、そんな感じ。

　いつかまた、彼を失うことになるかもしれないという恐れが私を苛さいなむのは、きっと幸せすぎるから。もう二度と私たちは離れたりしないと分かっていてもそんなことを考えてしまうのは、私が彼を愛しすぎているから。

　でも大丈夫。私は決して祥吾の手を離したりしない。なにがあっても、どんなことになっても、私は彼のそばにいる。そうじゃないと私がどうにかなってしまう。

　彼の長い睫が震えた。

　私がもじもじしていたから起こしちゃった？

　昨夜は結局、欲望のままに何度もお互いを貪むさぼった。あんなに恥ずかしかった露天風呂も、やっぱり祥吾の思うままになってしまった。そしてその後も、彼はベッドの上で驚くほどの体力を見せつけた。

　私はもう彼の言いなりだった。彼は簡単に私を意のままにしてしまう。私は彼の甘い眼差しと声だけで、まるで催眠術にかかってしまったかのように、彼に絡め取られてしまう。そしてそんな状態に最高の幸せを感じるのだ。

「おはよう」

　長い睫が数回上下した後、私の大好きな青い瞳が私の顔を覗き込み、すぐに優しい色を帯びた。寝起きで掠れた声がセクシーに聞こえるのは、決して贔ひい屓き目めではないはず。

「おはよう」

　私はにっこりと微笑んだ。彼の表情もたちまちとろけそうなほど柔らかくなる。朝からそんな顔をするなんて反則だ。

　私の頬が熱くなってくる。彼のキレイな長い指が私の頬に伸びた。

「……誘ってるのか？」

「え？」

「そんな顔して……誘ってるようにしか見えないな」

　フッと微笑む彼の瞳は、少しからかいを帯びている。

「ば、馬鹿じゃないの？　そんなわけないじゃない」

　言いながらも私の頬はますます熱を上げていく。これではあまりに説得力がなさすぎる。

　私は慌てて彼に背を向けた。うまく切り返すこともできない自分が子供っぽいと分かっていても、どうしようもなかった。

　だけど祥吾はやっぱり大人だ。最後にはちゃんと、自分のせいでこうなっているのだと私に知らしめてくれる。意地っ張りな私が安心して彼に甘えられるようにしてくれる。

「それは残念……。俺のほうはいつだって君を誘っているというのに……」

　背を向けてしまった私を背後からそっと抱き寄せると、肩に唇を寄せて囁いた。すぐに軽く吸い上げられて、私はピクリと体を震わせた。

　彼の腕の中でそっと自分の体を見下ろせば、胸元にも点々と紅い印がついている。それより下は……恥ずかしくて確認できない。

「しょ、祥吾……」

　無駄なことだと分かっていてもわずかに抵抗を試みた。だけどやっぱりそんなことは意味もなく、私は結局、朝から声をからす羽目になってしまった。




　それから遅めの朝食を済ませ、私たちは旅館を後にした。

　昨日とは別の駐車係が、やはり少し高揚した顔で祥吾の車をエントランスにつけて降りてきた。完璧な営業スマイルに見送られながら、私が助手席に滑り込み、シートベルトを着け終わるのを見届けると祥吾は車を発進させた。

　耳に響くエンジン音が心地いい。祥吾がまたルーフを開けてくれたので、私たちは海沿いの道を潮の香りを感じながらドライブを楽しんだ。

　サングラスをしてサラサラの髪をなびかせながら運転する祥吾は間違いなく魅力的だ。たまに私たちを足止めする信号にもイライラさせられない。だって、隣でハンドルを握り、白い歯を見せて私に笑いかけているのは祥吾なのだ。

　それに、交差点で並んだ車に乗る、派手に肌を露出した若い女性や、信号待ちする地元の子連れの母親、少し年配の主婦など、祥吾を視界に入れた人が皆、うっとりと彼に見惚れている。彼がサングラスを取ってその魅力的なブルーの瞳を見せたら、卒倒しちゃうんじゃないかしら。

　そして、そんなあからさまな視線に祥吾が気づいていないはずはないけれど、彼はまったく気にしていない。ただひたすら、私に極上の笑顔を向ける。私だけに！

　祥吾は私の恋人なの。私がこの世で誰よりも愛している人。

　ああ、私ってこんなに嫌な人間だった？　私だけを見つめてくれる祥吾が誇らしくてならない。私の独占欲を満たしてくれる彼が愛しくてならない。

　彼は私のもの。そして私は、彼のもの。私は彼を愛していて、彼も私を愛してくれる。

　帰りの高速道路は少し渋滞したけれど、そんなことは全然気にならなかった。祥吾と再び身も心も結ばれた今、幸せを噛み締めるのに忙しかった。

　車窓の景色が見慣れたものに変わる。もうまもなく祥吾のマンションだ。

　彼が私をアパートに送らずここへ帰るということは、今日私が眠るベッドは彼のベッドだということだ。うん、素敵。

　今日もあちこち寄り道をしたし、渋滞にもはまったからすっかり夜になっている。私たちは祥吾のマンションの近くにあるイタリアンの店で食事を済ませてから帰宅した。

　旅行から帰ると途端に疲労が襲ってくるのはどうして？

　それまでは元気だったのに、彼のマンションに着き、お風呂に入り、寝る準備ができたところで急激な睡魔に見舞われた。

　リビングの、無駄に大きなコの字型のソファの端に座った時には、私の頭は支えが必要になるほどだった。まだ起きていたいのに、ふと気づけば頭がカクンと下がってしまう。

　祥吾は帰宅してすぐ、なにやら電話が入り、仕事モードになってしまった。スマホの画面を確認した祥吾が英語で応答していたから、きっと祥吾のアメリカにある会社からだろう。

　私は祥吾のアメリカでの仕事をほとんど知らない。祥吾が父親から継いだ海運会社の他に、投資会社を設立したということを知っているだけだ。

　今度、祥吾に詳しく聞いてみよう。彼なら私にも分かりやすく簡潔に教えてくれるはず。

　だんだん抗えなくなってきて目を閉じた時、私の体がふわりと浮いた。うっすら目を開けると、優しい瞳と視線がぶつかる。祥吾が愛しいものを見る目つきそのもので私を見下ろしていた。

「祥吾？　お仕事は終わったの？」

「ああ。疲れたんだろう？　もう眠ったほうがいい」

「祥吾のほうが疲れているわ。だって、ずっと運転していたんだもの」

　そう言いながらも私は大人しく彼に運ばれていく。だってもう、体のどこにも力が入らない。

　そんな私を彼は軽々と抱え、ベッドの上にそっと降ろした。

「眠るんだ」

　半ば命令のように言いながら、祥吾は私の髪を優しく梳すいた。彼はベッドの縁に座ったままだ。

「祥吾は眠らないの？」

「もちろん眠るよ。シャワーを浴びたらすぐにね」

「うん……分かった」

　私は目を閉じた。睡魔は限界まで訪れていて、私はあっさりと眠りに落ちた。




　電話の音で目が覚めた。

　これは……祥吾のスマホだ。よかった、彼はここにいる。

　私は目を開けた。祥吾は私を抱き寄せるようにしてベッドに大きな体を横たえていた。熟睡しているらしく、私が身じろぎしてもピクリともしない。

　当たり前だ。彼はとても疲れているのだ。

　その間も電話は鳴り続けている。体を起こして祥吾の向こうにあるナイトテーブルを見た。そこに置かれた時計で時刻を確認すると、まだ夜中の二時だった。

　いったいこんな時間に、誰がどんな用事で電話をかけてくるの？

　でも、彼は私とは違う。自分の会社を持ち、グローバルに仕事をこなす人間だ。先ほども仕事の件で国際電話がかかってきていた。

　腕を伸ばして丸いシンプルなフロアランプのスイッチを捻ひねると、ベッド周りが柔らかい光に包まれた。

　私は祥吾を揺さぶった。かわいそうだけど起こしたほうがよさそう。

「祥吾、起きて。電話が鳴ってるわ」

「ん……」

　少し寝ぼけているようだったけれど、祥吾はすぐに目を開けた。私を見て微笑む。

「……唯」

　彼は身を乗り出して私にキスをした。もう、やっぱり寝ぼけている。

「祥吾、電話よ。こんな時間に」

　私は祥吾を乗り越えるようにして体を伸ばし、彼のスマホを取って渡した。

「あ、ああ……ありがとう」

　そこでやっと自分の電話が鳴っていたことに気づいた祥吾は、スマホを受け取りながら体を起こすと、ヘッドボードに背を預けた。そして画面を見て顔をしかめる。

　どうやらちゃんと目覚めたみたい。

「Hello」

　彼は英語で応答した。疲れて眠っている彼をたたき起こす羽目になった電話が国際電話だということが分かった。

　祥吾がベッドで電話に出たので私も体を起こした。彼が腕を伸ばして私を抱き寄せたので、私はそのまま彼の体にピタリと自分の体を寄せる。

　残念なことに、彼の流りゅう暢ちょうな英語はほとんど聞き取れなかった。仕事でたまに英語に触れることもあるけれど、それはほとんど文字の読み書きで、会話ではなかった。

　彼の会社はアメリカにあって、その仕事はグローバルだ。この先ずっと彼と一緒にいるつもりなのだから、私はもっと英会話を身につけなければならない。

　そんなことを考えていた時、急に彼の声色が変わった。大きな声で何度も相手に尋ねている。よくは分からないけれど、「なにがあったんだ」とか「どうしてそうなった」とか、相手を詰問していることだけは分かった。

　私は眉根を寄せた。なんだかただごとではない雰囲気。

　どうしたの？　なにかあったの？

　私の様子に気づいたのだろう。不意に祥吾が抱き寄せていた私を見下ろした。そして優しく微笑むと、私の唇の端にキスをした。早口で電話の相手になにかを言ってから通話を切る。彼はスマホを左手に持ったまま、私をもう一度抱き寄せて言った。

「一本電話をかけてくる。先に寝ていて。なにも心配することはない」

　その声は頼もしくて、確かに大丈夫なのだと思わせられる。だけど本当に？　私だってあなたの力になりたい。

　祥吾が寝室を出ていった。まだ夜中の二時を少し回ったばかり。朝までは時間がある。

　祥吾は電話をひとつ終わらせたら間違いなくここに戻ってくる？　ちゃんと睡眠を取ってから出勤してくれる？

　祥吾が戻ってくるまでは起きていようと頑張ったけれどダメだった。結局私はいつの間にか眠り込んでしまっていた。

　でも、朝になって目覚めた時、ちゃんと隣に祥吾がいたのを見てホッとした。










Ｓｃｅｎｅ14　噂の婚約者




　祥吾と再会してから二カ月が経っていた。

　この日、仕事を終えた私は、会社を出た途端むっとした都会の熱気に包まれた。

　八月の夕方はすこぶる暑い。一匹のセミが飛んできてビルのコンクリートの壁に止まると、うるさく鳴き始めた。その様子を、目を細めてしばらく眺める。

　先週末、旅行に出掛けた私たちは、昔のように笑い、昔のように触れ合い、昔のようにお互いを思いやった。彼はとても優しく愛情に満ちていて、そして情熱的だった。私は彼が差し出してくれた優しさに素直に甘えた。

　そして月曜日の朝、祥吾のベッドで目覚めた私は、彼の寝室のクローゼットの中に私のための洋服が何着も用意されていたのを見て驚いた。会社へ着ていけるスーツやブラウス以外にも、大胆なデザインの総レースの下着まで見つけて思わず顔をしかめてしまった。いったい彼はどんな顔をしてあれを買ったの？

　祥吾は契約している会社近くの地下駐車場で私を降ろすと、自分は電話をかけるからと言って、私を先に会社へ行かせた。

　それについて私はなにも不満じゃない。むしろ、こんなに会社の近くまでふたり一緒に来て、大丈夫だったのかと心配したくらいだ。祥吾と私の関係は公にされていないのだから。

　そしてそれ以降、彼とは連絡が取れなくなった。

　肩にかけたバッグからスマホを取り出すと私は大きな溜め息をついた。留守電にメッセージも残したし、メールもした。けれどいまだ、祥吾からの連絡はない。

　なにかがあったのだ。旅行から帰った日、彼の携帯にかかってきた国際電話のせいに違いない。

　あの時彼は『心配することはない』と言ったけれど、もし本当にそうなら、わざわざそんなことを私に言い聞かせる必要はないはずだ。なにか大きなトラブルがあったのだ。そうでなければこうして連絡が取れなくなるなんてことはないはず。

　胸騒ぎを感じる。別に私がそうした直感に恵まれているわけではない。ただ、不安だった。再び彼と心をひとつにできたと実感した途端、彼と連絡が取れなくなったことは、私の心を大いに乱していた。




　祥吾の携帯電話が繋がらなくなって二週間が過ぎてしまった。

　社内メールで【夏期休暇の日程を提出していない人は早く出すように】と最後の催促が来てしまい、私は渋々、九月の適当な日を三連休で取ることにした。本当は祥吾の休暇に合わせたくて保留にしていたのだけれど、どうやらそれは叶いそうもない。

　世間で言うお盆も過ぎた今日、なんとなく閑散としていたオフィス街も再び活気に満ちてきた。

　もっとも、私のいるシステム開発のフロアはお盆など関係ない。聡が所属する部署はオートオークションの件でずっと忙しくしている。この仕事に関わっているＳＥで夏期休暇を取れた人は恐らくひとりもいないだろう。

　私が自分のデスクで休暇申請の書類を書いていると声をかけられた。振り向くと聡が立っている。

「ちょっといい？」

「どうしたの？」

　私は椅子を引いてくるりと回すと聡のほうを振り返った。彼は切れ長の瞳を細めてにこりと笑ったけれど、やっぱりその顔に見える疲労の色を完全には隠しきれていない。

　聡とはファミレスで会ってからも何度か会社で話をした。その関係はすっかりよき友人、よき同僚になっている。そんな関係に戻れたのは奇跡のようで、私は誰にというわけでもなく感謝していた。

「ちょっと追加してほしいページがあるんだ。大丈夫、そんなに大変なページじゃないよ」

　慌てて付け加えられたひと言に、私は微笑む。幸い私の仕事はそんなに多忙を極めていない。

「どんなページ？」

　隣の席の椅子を引っ張ってくると、聡がそこに座った。私が少し横にずれて彼に場所を譲ると、彼は私のパソコンのキーボードを叩いて画面に試験用のオートオークションサイトを表示させた。

「この下に……」

　聡がトップページの右側、メイン画像の下あたりを指す。

「購入者の意見や感想を載せることになったんだ」

「うん」

「買ってもらった車や客の写真とか、意見を掲載するページと、そのページへリンクする画像を作ってほしい」

「分かったわ」

「鈴木課長に話は通してあるから。ページの構成はすべて任せるよ。一ページに……そうだな、だいたい五件くらい表示できればいいと思う。古いものはサムネイルにするかテキストにするかは唯が決めてくれていい」

「了解」

　聡が立ち上がった。

「どれくらいでできる？」

「えっと、そうね……」

　私は少し考えた。

　少し前に頼まれたエステティックサロンのサイトはほぼ完成している。今週はオーナーの都合がつかないということで、来週早々に確認してもらい、微調整をして終了の予定だ。今は社内ページの細かいところを修正しているだけだ。

「二時間後には」

「分かった。できたら教えて」

「うん」

　聡は椅子を隣の席に戻すと自分のデスクへ戻っていった。

　私はパソコンに向かい、今しがた頼まれた仕事に取りかかった。

　二時間後、ページを仕上げて試験用サイトで確認できるようにした後、聡に内線で終わったことを報告すると席を立った。

　午後から一度も休憩をしていなかったので、エレベーターホール横の自販機へと向かう。そこにはちょうど及川さんがいた。

「あ、終わったの？」

　私がオートオークションの追加ページを作成していたことを知っている及川さんが私に気づいた。

「はい。今のデザインに合わせて作るだけですし」

「まあ、そうよね」

　ソファに座ってアイスティを飲む及川さんが頷く。私もアイスコーヒーを買うと彼女の隣に腰を下ろした。

「ねえ七海さん、今夜の予定は空いてる？」

「ええ、空いてますよ。どうしたんですか？」

「いや～、実は今日彼氏と約束してたんだけど、アイツったら急に仕事で行けなくなったみたいでさぁ……」

　不満そうに唇を尖らす及川さんに、私はクスリと笑った。冗談めかして意地悪なことを言ってみる。

「ああ、なるほど。それで彼の代わりに一緒に食事に行こうって言うんですね？」

「やだ、代わりだなんて違うわよ。ただ、今日は外食の予定でいたから家に帰ってご飯作る気分じゃないっていうか……」

　慌てる及川さんに私はまた笑った。

「冗談ですよ。いいですよ、行きましょう。私も今日はひとりでご飯食べる気分じゃなかったんです。せっかくだから皆川さんも誘って……」

　するとそこへエレベーターの到着する軽快な音がして、壁の向こうから皆川さんが顔を出した。

「あ～、やっぱり！　ふたりの声がすると思いました」

「あら、皆川ちゃん。ちょうどよかった」

「なにを話してたんですか？」

　ニコニコ笑いながらやって来る皆川さんは本当にいつも明るい。彼女にだって悩みくらいあるんだろうけれど、そんなことまったくないんじゃないかと思うくらい無邪気で、周りの雰囲気が途端に和やかになる。

「今日、仕事が終わったらご飯食べに行こうって話をしてたの。皆川ちゃんも行ける？」

　及川さんが尋ねると、彼女がパッと顔を輝かせた。

「もちろん行けますよ～。今日も暑いですもんね。ビール飲んでもいいですか？」

「もちろん。皆川ちゃんが飲まないなんて思ってないから」

　及川さんがからかうと、皆川さんがかわいらしい頬をふくらませる。

「じゃあ決まり。ふたりとも、定時で仕事切り上げられるようにしておいてね」

　私は頷いた。

　さっき及川さんに言ったように、私も今日はひとりでご飯を食べる気分じゃなかったから、この誘いはありがたい。ひとりでいると祥吾のことをあれこれ考えてますます悩んでしまうのは目に見えていたから、とりあえず今日の約束だけでも取りつけられてホッとしていた。

　でも、安心できたのは束の間だった。皆川さんが重大なことを忘れていたとでも言うように、大げさな身振りで両手を打ち合わせると、とんでもないことを言い出したからだ。

「そういえば、社長の噂は聞きました？」

「噂ぁ？」

　及川さんが立ち上がり、飲み干した紙コップをゴミ箱に放りながら振り返った。

「あ、社長って桐原社長のことですよ？」

　かわいらしく念を押す皆川さんに、及川さんが呆れた笑みを浮かべた。再び戻ってきてソファに腰を下ろす。

「馬鹿ねぇ。そんなこと分かってるわよ。噂になるのはいい男って決まってるものよ。だったら桐原社長しかいないじゃない。それで？　その噂って？」

「あ……」

　私は思わず声を上げた。ふたりが示し合わせたように同時に私のほうを見る。

「七海さんも知ってるの？　その噂話とやらを」

「あ……、いえ、えっと……」

　祥吾の名前が出てつい反応してしまったけれど、及川さんに聞かれた私はしどろもどろになってしまった。

　及川さんが不思議そうに見つめてくる。すると皆川さんがはしゃいだ声を出した。

「七海さんなら知ってて当然ですよね。実は私、今さっき聞いたばかりなんですよ。ちょうど私が総務に寄ったら、秘書課の杉すぎ浦うらさんが総務の人と話してるのを聞いちゃったんです」

　この瞬間、私の頭の中で色々な考えがめまぐるしく動いていた。

　杉浦さんのことは知っている。少しきつい印象の秘書課の人だ。

　彼女がなにを話していたというの？　なにを知っているというの？　祥吾は私との関係を話したの？

　急に黙ってしまった私に、及川さんはなおも怪訝な表情をしてみせたけど、皆川さんは気づかなかったらしい。今しがた仕入れた話を聞かせたくて仕方がない様子だ。

　私は彼女の話の内容に見当をつけて戸惑うばかり。だから皆川さんの言葉に私は一瞬自分の耳を疑った。

「あくまでも噂らしいんですけど、どうやら桐原社長、婚約しちゃったらしいんですよ！」

「ええっ!?」

「へっ？」

　エレベーターホールの横の狭い一角に、及川さんの大きな声と、私の間の抜けた声が同時に上がった。

「……って七海さん、知ってたんじゃないの？」

　及川さんが私の顔を覗き込む。私はぽかんと口を開けて間抜けな顔をしていたのだろう。さすがに皆川さんにも訝しがられた。

「七海さんも知らなかったんですか？」

　皆川さんが小首をかしげる。

「ええっと……」

　なにがどうなっているのか分からない。祥吾と付き合っているのは事実だけれど、婚約だなんて。ふたりの間にそんな話は出ていないし、私たちはやっとお互いの気持ちを確かめ合ったばかりだ。もちろん将来的には……そうなりたいと思っているけれど。

　とりあえず現段階でこの噂が広まるのはまずいと思った私は、なんとか自分を落ち着かせて微笑んだ。

「なにかの間違いじゃない？」

　私が無理やり余裕の笑みを作ってみせると、皆川さんは少し憤慨した様子でまくしたてた。

「間違いなんかじゃないですよ、絶対！　だって私も見ちゃったんです」

　……見たってなにを？

　話の先が見えなくなってきて私は眉根を寄せる。

　及川さんが私の疑問を口にしてくれた。

「見たって、皆川ちゃんはなにを見たのよ？」

　すると、皆川さんはよくぞ聞いてくれましたと言わんばかりに目を輝かせて早口で言った。

「桐原社長とおふたりが関わってた仕事の……ええっと、名前はなんでしたっけ？　オークション組合の理事っていう派手な女性です」

「ああ、佐伯さん？」

「そうです、そうです、佐伯さん！　彼女、今日うちの会社に来てたんですよ。ちょうど私が総務に行った時、彼女が受付でなにか話していて。しばらくしたら桐原社長がエレベーターから降りてきて、ふたりはそのまま一緒に一階へ下りていったんです。総務でふたりの噂を聞いたばかりだったから窓から下を覗いてたら、桐原社長だけ出てきたんですけど、どうやら社長は車を取りに行ったみたいで、その後、彼女を乗せてどこかへ出掛けましたよ。婚約してるっていう話も信憑性がありますよね」

　皆川さんの話に、私の思考は麻痺してしまっていた。

　祥吾が佐伯さんを車に乗せた？　それは本当？　彼女が嘘を言うなんて考えられないから、きっと本当なんだろう。でも見間違いという可能性も考えられる。

　だって祥吾が社内にいたかどうかも怪しいのだ。私でさえ、もう二週間も連絡が取れないのに、そんな彼が私ではなく、佐伯さんと会っていたなんて。

　私は奥歯をギュッと噛み締めた。

　なんとかして祥吾と連絡を取らなければ。別に佐伯さんとの仲を疑ってそう思うわけじゃない。……ううん、正直言うとほんの少し、いや、かなりおもしろくないのは事実だ。私が祥吾を心配している間に、ふたりが会っているというのなら、ちょっとくらいそう思っても仕方がないでしょう？

　でも、私は祥吾が仕事でなにかのトラブルに見舞われたことを知っている。そのトラブルがもう解決しているなら安心だ。だけどどうして彼は連絡をくれないのだろう。私には分からない事情もあるのかもしれないけれど、その点だけは確認しておきたい。今日中に。なんとしても。

　私は決意して顔を上げると、ふたりに向かって心から謝罪した。

「ごめんなさい、今夜飲みに行く話、明日でも大丈夫？」




　仕事を終えた私は、そのまままっすぐ祥吾のマンションへとやって来た。だけどそこで気がついた。彼のマンションは私のアパートと違ってセキュリティが万全だということに。

　祥吾はこのマンションに月数十万円を支払っている。ほとんど寝るだけのためのマンションに毎月そんな大金を支払うなんて、これも私に言わせれば馬鹿らしくて仕方がない。けれど彼はここに住み、無駄とも思える支払いをしているのだ。

　マンション前の通りからエントランスを覗いてみた。思えばこうして一階のエントランスからこのマンションを見るのは初めてかもしれない。とにかく大きくて、まるでデパートのようだ。ほとんどがガラス張りの一階の壁は、周りをたくさんの石灰岩でできた柱で囲まれている。私はその柱に背を預け祥吾が戻るのを待っていた。

　本当は地下駐車場へ行き、祥吾の車があるかどうかを確認したい。だけど私がひとりでその場所へ行くことはできなかった。

　マンションの自動ドアの向こう側にいる眼鏡の男性コンシェルジュにも祥吾への取り次ぎをお願いしたけれど、無駄だった。しつこく食い下がる私に、彼はにこやかな笑顔で『お待ちください』と言い、カウンターの向こうでなにか――恐らく居住者から渡されている受付可能な来客リスト――を入念に確認した後、取り次ぎはできないことをキッパリと私に告げた。

　なおも退かない私を、不審者でも見つけたような目で睨みつけて追い返した彼のことは、後で祥吾に会った時に文句のひとつでも言うつもり。でもその前に、私をリストに入れておかなかったことを糾きゅう弾だんするのが先だ。

　彼と一緒じゃないとまるで手も足も出ないこの大きな要よう塞さいを恨めしげに眺める。

　スマホを取り出して時刻を確認すると、まもなく夜八時になろうとしていた。

　もしかしたら祥吾はもう帰宅していて、待っていても会えないのかもしれない。そんな考えが頭をよぎる。

　私はブルブルと頭を振った。今日はどうしても彼と話す必要がある。弱気になってはダメ。

　スマホで祥吾の番号を表示させると彼に電話をかけた。思っていた通り、電話はすぐに留守番電話に切り替わる。私は深い溜め息をつくと肩を落とした。

　そして顔を上げた時、見慣れた青いベンツが目の前を通り過ぎた。マンションの地下駐車場の入り口へと向かい、左折するためウィンカーを出している。祥吾の車だ！

　私は急いで走り寄った。駐車場のゲートが開いて車が入ってしまったら、私はまた祥吾に会えなくなってしまう。そうなる前に彼を捕まえなければならない。

　幸い、祥吾が車で帰宅することを予測していた私は、駐車場のすぐ脇で待機していた。だから急いで走り寄ったらなんとかギリギリのところで彼を捕まえることができた。

「祥吾……！」

　彼の車は左ハンドルだ。私は運転席側のドアに駆け寄る。

　走ってきた人影に気づいて、祥吾がスピードを緩めた。ほとんど停止しそうな速度になった時、彼がこちらを振り返った。そして目を見開いた。

　それは、やっと会えた恋人に見せるような表情ではなかったけれど、この時の私は祥吾に無事会えたことに安堵していて気づかなかった。

「祥吾！」

　私はもう一度彼の名前を呼んだ。彼はきっとすぐに微笑んで私を助手席に乗せてくれるはず。そう思って、ちらりと助手席に視線を走らせた。

「え……？」

　私は立ち止まった。祥吾の車も完全に停止していた。地下駐車場の入り口のゲートが開いたままになっている。

「どうして……？」

　車のウィンドウは閉じられたままだ。きっと私の呟きは祥吾には聞こえていない。けれど私の言いたいことは分かったはず。

　祥吾の車の助手席には、佐伯さんが乗っていた。勝ち誇ったような笑みを私に向けている。

　再び祥吾を見た。彼は、この状況をどう言い訳するのだろうか。

　運転席のウィンドウが下りるのを待った。彼の長い睫が数回、ゆっくりと瞬きを繰り返すのを、窓越しに祈る思いで見つめる。

　さあ、祥吾、どんな気の利いた言い訳を思いついたのか、私に教えて。

　だけど私の祈りは届かなかった。次の瞬間には車はゆっくりと発進し、開いたままだったゲートの中に吸い込まれていった。

　運転席のウィンドウは一度も開かれないまま。祥吾の車のテイルランプがカーブを曲がって見えなくなる前に、ゲートは再び閉じられる。

　祥吾は佐伯さんと一緒に帰宅し、私はマンションの外にひとり取り残された。










Ｓｃｅｎｅ15　元カレの宣戦布告？




　グレーに近い薄いブラウンのシフォンワンピースを着た私は、椅子の背に掛けていたアイボリーの七分袖ジャケットを羽織ると、バッグを掴んでオフィスを出て、エレベーターに飛び乗った。

　ビルの外に出ると心地いい風が頬を撫でていく。日中はまだ残暑が厳しいけれど、朝晩は過ごしやすくなっていた。季節はすっかり秋に変わっている。

　急いで会社を出てきたけれど、急に足取りが重くなった。このまま黙って帰宅してしまおうか、という気になりかけている。

　仕事に生きがいを感じているわけでもない私が、いまだに祥吾が社長を務めるこの会社で働いているのは、生活のためというのもあるけれど、ほとんど意地だと思う。こんな仕打ちを受けた今、さっさと新しい仕事を探したらいい。私はまだ二十七歳だ。いくら不景気とは言え、努力すれば次の仕事だって見つかるはず。毎日こんな思いをするくらいなら、そうしたほうが利口な選択だろう。

　マンションで祥吾を待ち伏せし、佐伯さんを乗せた祥吾の車がマンションの駐車場へ消えていく様を、茫然自失で見送ってから一カ月が経っている。あれからふたりの婚約の噂はあっという間に広まり、女子社員は皆、それを嘆いていた。

　でも、そうやって人前で堂々と悲観できるのは、祥吾を本当に好きなわけじゃないからだろう。ただの憧れだったから簡単に騒ぎ立てることができるのだ。私にはとても……できそうにない。

　初めのうちは、なんとか事情を聞きだそうと頑張った。祥吾に連絡を取ろうとそれまで以上に必死になった。だけど相変わらず携帯は留守電にしか繋がらないし、当然返事もこない。社内で鉢合わせることもなく、それどころか会社へ出勤しているのかどうかすら私は知らない。

　祥吾のマンションへも何度も足を運んだけれど、すべて空振りだった。こうなると、今もあのマンションに住んでいるのかどうかさえ分からなくなってくる。

　私の足はますます歩くことを拒否し始めた。会社から出てたった数歩のところで立ち止まってしまう。

　深い溜め息をついた。

　ダメだ……やっぱりなにか理由をつけて断ってしまおう。

　駅へ向かうため、くるりと踵を返した時。

「うわっ……！」

　頭上から慌てた男性の声がした。続けてぶつかりそうになった体を支えるためか、私の両肩に手がぐいっと添えられる。

「……ったく、なにやってるんだよ。ぶつかるところだったじゃないか」

「……あ、聡」

　私がぶつかりかけた相手は聡だった。夕日に当たって彼の髪が茶色に輝いている。呆れたように私を見下ろす切れ長の瞳には、どこか憐れん憫びんの情もよぎったように見えた。

　途端に私の頬がカッと熱を持つ。同情されているような気がして恥ずかしくなる。

　聡はこの会社で私と祥吾の関係を知っている唯一の人だ。私は結局、及川さんと皆川さんには話せなかったから、祥吾と佐伯さんの婚約話が持ち上がっている今、祥吾に捨てられた憐れな私の気持ちを知っているのは聡だけだ。

　嫌だ。違う。私は憐れなんかじゃない。こんなことには慣れている。私は以前も祥吾に捨てられたと思い、同じ気持ちを味わったことがある。こんなことは初めてじゃない。だから平気。私は大丈夫。そう、大丈夫……。

「……唯？　どうした？」

　呪文のように心の中で唱えていると、聡が心配そうに私の顔を覗き込んできた。

　やめて。そんな顔で私を見ないでほしい。

「……やっぱり今日はやめとくか？　いくら慰労会だからって強制じゃないから、気分が乗らないんだったら欠席したっていいんだし。俺からなにか適当な理由を言っといてやるよ。なっ？」

　小さな子供をあやすように、聡が優しい声で言いながら私の頭を撫でた。

　今日はオートオークションの仕事に一区切りがついたからということで、関係者が集まって慰労会をするのだ。とは言え、実際にはこの仕事に関わっていない人にも声をかけて、結構な人数が集まったらしい。聡目当ての女子社員もちらほらいると皆川さんに聞いている。

「……ううん。大丈夫」

　私は首を振った。弱々しい動作になってしまったのは仕方がない。それが今の私の精一杯。

「でも……」

　聡はまだ心配そうだ。彼が気に病むことはないのに。どういう理由で、祥吾が突然連絡を絶ったのか分からないけれど、聡が関係していないことだけははっきりしている。

　私はなんとか笑ってみせた。ほんの少し唇が持ち上がっただけかもしれなかったけれど、やっぱりこれが今の私にできる限界だ。

「……少し遅れちゃったよね。行こう、聡。きっともう乾杯終わっちゃってるよ」

「あ、うん……」

　歯切れの悪い返事をした聡と一緒に目的の店に向かった。

　気が進まないのは事実だけれど、今日の飲み会に祥吾は欠席だと聞いている。これも皆川さん情報だ。彼女は本当に噂好きだから。

　祥吾がいないのであれば、二時間くらいなんとか私も耐えられるだろう。

　目的のお店は勝手知ったる店だった。いつも及川さんと皆川さんの三人でよく飲みに来る居酒屋で、入り口の黒いアクリル板の看板に【アイクリエイト株式会社 御一行様】と書いてある。

　私たちが暖簾のれんをくぐると、顔馴染みになっている若い男性店員が二階の座敷に案内してくれた。

　やはりすでに乾杯は終わっていたようで、私と聡はこっそりと末席に腰を下ろした。先に来ていた及川さんと皆川さんが私のために向かいの席をとっておいてくれたのだ。

「七海さん、遅かったですね。もう来ないかと思っちゃいました」

　皆川さんが唇を尖らせている。

「ごめんね。電話が長引いちゃって……」

　心の中で詫びつつ、私は適当なことを言ってごまかした。帰り際に電話がかかってきたのは事実だったけれど、本当のところはそんなに長くかからなかった。遅くなったのはその後ぼんやりと考え事をしてしまったからだ。

「そうだったんですね、お疲れ様です。それより井上さんはあっちに座らなくていいんですか？」

　皆川さんが上座のほうですでに盛り上がっている数人を指して言った。聡はチラリとそちらを見てから苦笑する。

「ああ、いいよ、ここがいい。シラフであの中に入り込む度胸は俺にはないな」

　聡がそう言ったのを聞いて、私も皆川さんが指していた斜め後ろのほうに視線を向けた。

　いくら乾杯は終わっているといっても、まだ始まって三十分くらいがいいところだ。なのに私の視線の先には、すでに顔を真っ赤にしたシステム開発室長と、数人のＳＥがなにやら談笑している。その中に聡が割って入る様を想像して思わずクスリと笑った。

「あ……」

「なに？」

　聡が声を出したので、そのまま今度は彼に目をやった。すると彼が微笑む私を見て嬉しそうな顔をした。

「いや……」

　そう言って言葉を濁した聡は、相変わらず私を見つめたままだ。なんだか視線がそらせなくなって居心地が悪くなってくる。すると及川さんがニヤニヤと意地悪な眼差しを私たちに注いだ。

「なに、どうしたの。なんだかふたり、いい雰囲気じゃない。もしかして……元サヤ？」

「えっ！」

「へっ？」

　聡と私が同時に声を上げ、及川さんを見る。皆川さんが「ええ～！」と叫んだ声がやけに大きく聞こえた。

「ちょ、ちょっと、なに言ってるんですか。そ、そんなわけないですよ」

「お、動揺するところを見ると、ますます怪しいな～」

「怪しくないですってば。ちょっと聡、聡からもなにか言ってよ！」

　自分で言っても説得力がないと判断した私は、聡に助け舟を求めた。すると聡は少し考える素振りを見せた。

「ん～……」

　やだ、聡ったらなんの冗談？　私たち、もうそんな関係じゃないでしょう？

「ちょっと……」

　興味津々の様子で聡の答えを待っている及川さんと皆川さんを尻目に、聡を睨んで彼のシャツの袖を引っ張った。

「あはは……！」

　すると突然聡がおかしそうに笑い出した。私と及川さんが眉根を寄せ、皆川さんが首をかしげる。聡はまだ笑ったまま私を見て、それから及川さんに言った。

「ごめん、冗談だよ。及川さん、残念ながら俺たちの関係が元に戻ることはないですよ。俺と唯はこの先もずっといい友人です」

　聡が断言すると、及川さんは心底つまらないといった感じで唇を尖らせた。

「なんだ、つまらない。もっとこう、色々ゴタゴタすればいいのに、ふたりともうまく落ち着いちゃって」

「ひどいですよ、及川さん！」

　私の抗議に、及川さんは軽く笑ってみせた。そんな私たちの様子を皆川さんはただニコニコ笑って見ているだけだ。

　やがて聡は数人の女子社員に半ば無理やり連行されていき、私たちはまた三人で飲み始めた。

　気が進まない飲み会だったけれど、案外楽しく過ごせている。気の合う優しい仲間の存在に、あのままひとりで帰ってしまわなくてよかったと心から思っていた。

「それにしても、ちょっと安心しちゃった」

　及川さんがぽつりと呟いた。

「なにがですか？」

　私が目の前の枝豆をひとつ掴んで口に放り込み、ビールをひと口飲んでから尋ねると、及川さんがためらいがちに笑って肩をすくめた。

「だって七海さん、最近元気なかったじゃない？　なにかあったのかなって本当は気になってたんだけど、あまり聞かれたくなさそうだったから……。まあ、こんなふうに誰かの心配をするなんて、私のキャラじゃないしね」

　最後のセリフは照れ隠しだろう。人の心配をすることがキャラじゃないなんて、誰も思っていない。

　胸がジンと熱くなった。酔っているせいか、涙るい腺せんもいつもより弱くなっているみたい。涙が溢れそうになった。

「ごめんなさい」

　心配をかけていたと分かった私は素直に謝った。

　本当はふたりには一番に打ち明けたかった事情も、結局話せずじまいだったことを後悔している。彼女たちになにもかも相談していれば、私はもっと違う今を生きていたかもしれない。こんなふうにウジウジ悩んでくすぶってはいなかったかもしれない。

　でも、今となってはきっと言わないほうがいい。再び過去にしなければならない彼のことを、今さらふたりに話してどうにかなるとも思えない。

　大丈夫。前と同じ。今はつらいけれど、私はまた立ち直る。

　そこまで考えてから、急にとてつもない不安に襲われた。だって、それが本当だとはとても思えなくなったから。

　以前は聡がいてくれた。沈んでいた私をずっとそばで支えてくれた。だけど彼にはこれ以上甘えることはできないし、甘えたくもない。

　それに、私は再び祥吾を知ってしまった。彼の優しい眼差し、甘くて低い声、私を欲する時にそれらが情熱的に変化する様を思い出してしまった。

　あの時、私はもう彼なしでは生きていけないと悟ったのだ。もう二度と彼を手放すことはできないと。それなのにどうして……。

　私の涙腺が決壊しそうだ。きっと今日はかなり酔っているのだ。いつもは居酒屋特有の甘くて薄いカクテルで済ませているのに、ビールばかり飲んでいたから。

「七海さん、大丈夫？」

　再び及川さんが心配そうに言った。

　いけない。また彼女たちに心配をさせてしまう。

「本当に、ごめんなさい。私は大丈夫だから……」

　そう言ってなんとか笑顔を作った時、背後の襖ふすまが開く音がして、急に辺りがどよめいた。それはもう本当に突然だった。会社の飲み会なのに、どこか別の会場へ移動してしまったと錯覚するような女子社員の黄色い声が上がる。私と対面して座っている及川さんと皆川さんも驚いているのか、ぽかんと口を開けていた。

　どうしたの……？

　私も彼女らにならって振り向いた。そして状況を理解した途端……私は呼吸の仕方を忘れてしまった。本当に、忘れてしまったとしか言いようがない。

「ちょ、ちょっと……七海さん！」

「やだ、七海さん！　大丈夫ですか？」

　血相を変えた及川さんと皆川さんが私のところに駆け寄ってきたのが分かった。

　私、どうなってしまったの？　なんだか息苦しい……！

「過呼吸よ！　ええっと……どうすればいいんだっけ？　袋？　紙袋だっけ？　誰か紙袋もらってきて！　早く！」

　及川さんの慌てた声が響き渡る。隣では皆川さんがオロオロしている。

　ちゃんと周りは見えているのに息ができない。とても苦しい。とても怖い……！

　すると私の背に大きな温かい手が添えられた。

「落ち着くんだ」

　低く馴染みのあるその声が心の奥に響く。

　なんで……どうして……。

　息ができない恐怖の中、やっとのことでその人物と目を合わせた。

　青い瞳……。祥吾だ。彼がここにいる。私の背をゆっくり、なだめるようにさすりながら「慌てるな」「ゆっくり息を吐いて」「大丈夫だ」と繰り返す。

　やめて。こんなことしないで。今日は欠席だって聞いていたわ。それなのに、どうしてあなたはここにいるの。

　恐怖と混乱で涙がこぼれた。私は必死に頭を振る。私の背をさする祥吾を遠ざけようと手を伸ばした。

「唯！」

　険しい表情をした聡が、ざわついて群がっていた人を押しのけて私のところにやって来た。

「どいてください！」

　私の背をさすっていた祥吾を一喝する。

　私は伸ばした腕を聡に向けた。聡は私の手を取り、背中にそっと右手を回すと、先ほどまで祥吾がそうしていたように、ゆっくりとさすり始めた。

「大丈夫だよ、唯。落ち着いて……ゆっくり息を吐いてごらん。そう、上手だ。少し息を止めて。吸って……」

　聡の言葉に合わせて、私は少しずつ呼吸を取り戻していった。やがて完全に息ができるようになるとブルブルと体が震え始める。掴んでいた聡の左手をギュッと力強く握った。

　聡はひとつ頷くと、私を抱き上げた。祥吾の前……大勢の社員の前だと分かっていたけれど、私は聡にしがみついて胸に顔を伏せた。

　聡が凛とした声で言った。

「お騒がせしてすみません。彼女はもう大丈夫です。だけど今日は大事を取って帰らせます。途中で申し訳ありませんが、彼女を送り届けますので僕もお先に失礼させていただきます。お疲れ様でした」

　聡がペコリと頭を下げるのが分かった。私はそれ以上なにも言葉を発することもできなくて、そのまま黙って聡に抱えられていく。

　店を出た聡がタクシーを捕まえ、私を乗せた。一緒に乗り込んできた聡は、私のアパートに着くまでひと言もしゃべらず、ただずっと私の手を握り締めてくれていた。










Ｓｃｅｎｅ16　決定的なひと言




　月曜日。重い頭を無理やり起こし、体を半ば引きずるようにして出勤した私は、昼休みになると及川さんと皆川さんに強制的にランチへと連行された。

　会社から五分ほど歩いたところにあるパン屋は、ランチタイムになるとすぐに食事にありつけるという理由で付近のＯＬに人気だった。おしゃれな外観は濃い茶色の天然木がふんだんに使用され、ショーケースの枠も同じ色合いのパイン材でできている。奥のカフェスペースにある丸いテーブルも椅子も同様だ。

　私たちは各々好きなパンとドリンクを選ぶと、奥から二番目の、通りから離れた席に座った。食欲はなかったけれど、私もクロワッサンとオレンジジュースを選んだ。

「なんだか顔色が悪いけど、本当に大丈夫なの？」

　私が椅子を引いて席に着いた途端、及川さんが言った。隣を見れば皆川さんも心配そうに眉をひそめている。

　先週の慰労会で私が過呼吸に陥ってしまった時は、彼女たちにも心配をかけてしまった。

　私は微笑んだ。

「もうすっかり元気ですよ。この前はあんなことになって、迷惑をかけちゃって本当にごめんなさい。あの時はわけが分からなくてパニックになっちゃって……」

「そりゃ、誰だってあんなことになったらパニックになるわよ。そんなことはいいのよ。私が言いたいのは、無理してるんじゃないかってこと。話して少しでも楽になることがあれば話してほしいのよ」

「及川さん……」

「そうですよー、七海さん。私たち、七海さんがなにか悩んでることは分かってたんですよ。でも、七海さんが話してくれるまで待とうって決めてたんです」

　ハッと息を呑む。彼女たちの表情は真剣そのものだ。

　私がふたりに心配をかけたくないから相談せずにいたことは、結果的に彼女たちに余計な心配をかけてしまっていたのだ。ふたりを頼ろうとしなかった私は彼女たちからしてみれば、信頼を裏切られたようなものだったかもしれない。

「ごめんなさい……」

　うなだれた私に、ふたりは笑って首を振った。

　私はひと口オレンジジュースをすすってから呼吸を整えると、静かに打ち明けた。これまでの祥吾とのことを、聡と佐伯さんのことを除いて洗いざらい全部。

　私の目の前に座ったふたりは、なにも口を挟まず、ただ真剣に私の話を聞いてくれた。私の肩を持つわけでもなく、祥吾のことを悪く言うわけでもなく、ただ耳を傾けてくれた。

　今の私にはそれがありがたかった。オフィス街のランチタイム、おしゃれなパン屋で号泣してみっともない姿を晒さなくてすんだのは、彼女たちのおかげだ。

　意外にも、ふたりは私と祥吾の関係を知ってもあまり驚いていないように見えた。不思議に思ったけれど、私は話をするのに必死で尋ねるのを忘れてしまった。

　結局、私はずっと話し続け、ふたりは私の話をただ一生懸命聞いてくれていたから、私たちは時間内に食事を終えることができなかった。私は残りのオレンジジュースを一気に飲み干すと、まったく手がつけられなかったクロワッサンを紙袋に入れてもらい、オフィスに持ち帰ることにした。彼女たちも同じだ。

　私は食欲がなかったからちょうどよかったけれど、彼女たちは空腹のまま午後の仕事に入らなければならない。でも、ふたりが持ち帰ったパンを休憩の時にこっそり食べることぐらいはできるだろう。




　夕方になると頭はさらにぼんやりしてきた。体がだるくて、たとえ食欲がなくても、ひと口でもクロワッサンをかじるべきだったと後悔した。

　まだ少し残って片付けたい仕事があったけれど、今日はここで切り上げて帰宅することにした私は、周りの人たちに挨拶をしてエレベーターに乗った。

　エレベーターを降りたところで私は数分前の自分を呪った。せめてもうあと五分だけでも仕事をしていればよかったのに。

「あら、七海さんじゃない」

　エントランスの自動ドアをくぐって入ってきたのは佐伯さんだった。私の心臓がドクンと激しく震える。にこやかに微笑み返すなんてできそうになかった。

「……こんにちは」

　それでもなんとか挨拶を返した。やっぱり笑えている自信はない。

　佐伯さんはそんな私の様子に満足そうに笑うと、「こんにちは」と返し、私の前で立ち止まった。

　どうしたの？　私は一刻も早く立ち去りたい気分なのだけれど。

　それでも彼女が立ち止まった以上、私も足を止めるしかなかった。私より背の高い彼女を見上げる。

　ここ最近はビジネススーツを着ている彼女を見ることが多かったけれど、今日の佐伯さんは華やかだった。

　光沢のあるドレッシーな青いワンピースに、ラインストーンが散りばめられた同色のパンプス、そしてパールとダイヤモンドのネックレスを合わせた彼女は、いかにも洗練された大人の女性で、これからどういった場所へ出掛ける予定なのかを私に連想させた。ドレスコードのある高級レストランなのは間違いないだろう。それに彼女がここに来たということは……。

「お久しぶりね。祥吾のマンションで会って以来かしら？」

　彼女は私が祥吾のマンションの外に置き去りになった日のことを言っているのだ。勝ち誇った笑みを浮かべる彼女から、私は目をそらしたくてたまらなかった。だけどそうしなかったのは私の意地。

　私は頷いた。相手に失礼だとは思ったけれどそれが精一杯だった。彼女はそんなことは気にも留めずに弾む声で続けた。

「これから祥吾とディナーの約束をしているの。彼はまだオフィスにいるかしら？」

　いると分かっているからここへ来たんでしょう、と言いたい気持ちをぐっと堪える。私はありったけの努力をして、なんとか微笑んだ。

「……分かりません。でもお約束なさっているなら大丈夫じゃないですか？　定時を過ぎていますから受付には人がいないと思います。直接お電話して行かれたほうがいいかもしれません」

「そうね、そうするわ。ありがと」

　ゆったりと余裕のある微笑を向けた佐伯さんに、私は軽く頭を下げると「失礼します」と告げてビルを後にした。

　祥吾のことはあまり考えないようにしていたが、それは難しいことなんだと、佐伯さんに会った今再び思い知らされた。私の周りのあらゆるものや人が、祥吾を連想させるのだ。

　駅の改札を抜け、ホームに向かう階段を下りるまでにどんどん気分が悪くなっていった。偏頭痛も出てきた。空腹だったのもよくなかったのだろう。

　私は手すりにつかまりながら、重い体を引きずるようにして階段を下りていった。だけどそれも限界にきていたみたい。階段を下りきったところで、私の記憶は途切れた――。




　次に目を開けると、少し黄ばんだ天井と古くて汚れた蛍光灯が見えた。身じろぎした時、心配そうに私の顔を覗き込むブルーの瞳と目が合った。

「気がついたのか？」

　ホッと息を吐いて気遣わしげに瞳を揺らしたのは祥吾だった。

　私は混乱していた。自分がどこにいるのかも分からない上に、どうして私の顔を祥吾が心配そうに見つめているのか分からない。

　起き上がろうとすると、すぐに祥吾の手が伸びてきて私を支えた。彼がまた心配そうに尋ねた。

「起きて平気なのか？」

　彼の口調は優しく、私を心底心配している様子が伺えた。今さら……どうして私を気遣う必要があるのだろう。

「うん、平気」

　それでも私は素直に彼の手を借りた。この部屋はどこかの事務所のようだった。私は古ぼけた茶色のソファの上に寝かされていた。

　私がいるソファの対面には角が剥がれた木製テーブルがあり、その向こうに同じソファがもうひとつ置かれている。ドアの反対側の壁にはスチール棚が設置されていて、いくつものファイルが並んでいた。その隣の壁に大きな線路図と細かい数字が記された掲示物がある。電車の時刻表だ。

　それを見てすぐに思い出した。私はホームへ続く階段を下りている途中だったのだ。

　そこから先の記憶がない。私はその後どうなったの？

「君は駅で倒れたんだよ」

　私の表情から、私が困惑していることを察した祥吾が説明した。

「君の持ち物にあった社員証を見たんだろうな。会社に電話があった。俺がまだ会社にいてよかったよ」

　そう言って祥吾はもう一度安心したように息をついた。私がソファの上に座り直すと、祥吾も隣に腰を下ろした。

「そうなんだ……。ごめんなさい」

　謝りながら、私はそっと隣の祥吾に視線を滑らせた。彼のスーツはパリッとしていて皺ひとつない。光沢のあるグレーのネクタイは彼を一段と華やかに見せている。いかにもつい先ほど着替えましたといった感じだ。

　私はハッとした。さっき会社のビルのエントランスで佐伯さんが言っていた。祥吾はこれから彼女と約束があるはずなのだ。

「あの、本当にごめんなさい。さっき会社を出る時佐伯さんに会って聞いたの。今日は、その……食事の約束があるんでしょ？」

　内心、否定してほしいと思った。そんな約束などしていないと。でもそんなのは私の願望でしかない。

　彼は驚いたようで、わずかに眉を跳ね上げて「ああ」と頷いた。

「それなら来週に回してもらった。そんなものはいつでも行けるから構わない」

　私の胸が針で刺したような痛みを覚える。佐伯さんとはいつでも食事に行ける間柄なのだと言われた気がして、胸が苦しくなった。

「そんなことより」

　今すぐこの話を終わらせたいかのように、祥吾が話題を変えた。

「意識を失った時のことは、覚えてる？」

　私は小さく頷く。

「気分が悪くて……。手すりに掴まりながら階段を下りたの。そうしたら急に目の前が真っ暗になって……」

「君が階段を下りきった後でよかったよ。もし階段から落ちていたらと思うと……ゾッとする」

　祥吾が眉間に皺を寄せるのを見て、彼は本当にそう思っているのだと分かった。少なくとも、私の身を案じてくれている。

「ごめんなさい……。これからは気をつけるわ」

「ああ、そうしてくれ」

　祥吾が溜め息をついた。ついさっきまでは私の心配をしてくれていたのに、次の瞬間には突き放すような冷たい物言いだ。

　思わずムッとして眉根を寄せた。私が彼に対して反抗的な態度を改めることは無理みたい。そして、祥吾の次のひと言で私は完全に腹を立ててしまった。

「ホテルに部屋を用意した。これからしばらく、君にはホテル住まいをしてもらう」

「へっ？」

「聞こえなかったのか？　部屋を用意したと言ったんだ」

　少しいらついた口調で繰り返した祥吾に私は声を荒らげた。

「どうしてそうなるの？　ちょっと意識を失っただけじゃない。今日はお昼を食べられなかったからお腹が空いていたの。だから調子が悪かったの。心配をかけたのならそれは謝るわ。でもホテルに部屋を用意されて、しばらくそこに住めと命令されるのはまっぴら。私たちはもう……そんな関係ではないはずよ」

　傷ついているのは私のはずだった。だけど、私が一気にまくしたてた言葉に、祥吾は悲ひ愴そうな顔つきをした。まるで私の言葉が刃やいばとなって、祥吾の心を抉えぐったみたいに。

　私は顔をしかめた。そんな顔をするのはやめてほしい。泣きたいのは私のほうで、彼ではない。

　祥吾は黙って胸ポケットから財布を取り出すと、紙幣とメモを私に差し出した。

「なに？」

「タクシー代だ。それとホテルの名前と部屋番号。ホテルでかかった料金についてはすべて俺に請求がくるようにしてあるから心配ない」

「ちょっと、私は了承した覚えなんてないわよ」

「いいから行け。黙って俺の言う通りにしろ。俺はまだ忙しいんだ」

　ほんとに頭にくる。世界が自分中心に回っていると勘違いしている人がいるならば、それは間違いなく、今私の目の前にいる祥吾のことだろう。

　私は無理やり渡されたお金とメモをギュッと握り締めると立ち上がった。

「だったらもちろん、ホテルまで送るぐらいはしてくれるんでしょう？」

　私は譲歩したのだ。彼の言う通り、今夜一晩くらいなら大人しくホテルに泊まってもいいと。だから彼も誠意を見せるべきだ。

　彼が頷いて立ち上がるのを待った。だけど、彼はその場に座ったままだった。

「いや、俺にはやるべきことがある。さっき駅員に話をしておいた。彼らがタクシー乗り場まで送ってくれるから、まっすぐホテルに向かってくれ」

　私はこれ以上声を荒らげて騒がないように、自分を落ち着かせるのに必死だった。なにか痛烈な言葉を祥吾に投げつけたくて仕方がないのに、適当な言葉が出てこない。

　握り締めていた紙幣とメモは見るも無残なほどにくしゃくしゃになっているだろう。しばらくその場で祥吾を睨みつけていたけれど、私はくるりと踵を返した。

　きっと今、彼になにを言っても無駄なことだ。私がホテルにチェックインするのを確認するまで、彼は私に命令する。私にこれ以上迷惑を被らないように、私を安全に隔離する気なのだ。

　タクシーに乗って到着したのは、国内一とも言われるホテルだった。施設やサービス、セキュリティなどすべてにおいて最高レベルといわれ、世界の富裕層が多く利用することでも有名だ。

　今となっては祥吾も、こうした一流ホテルを当たり前のように利用するひとりだということだ。

　私は、あまりに今の祥吾らしいホテルの手配にうんざりして溜め息をついた。そして、部屋番号を告げて案内されたのが最上階のスイートルームだった時は頭に血が上って、客室係を早々に追い返した。

「馬っ鹿じゃないの！」

　ドアが閉まってひとりになった時、私は思わず叫んでいた。

　そこは、観葉植物や絵画、座り心地のよさそうなロビー用チェアがセンスよく配置されている、この部屋専用のロビーだった。世界各国の上流社会に属する客を迎えるのに相応しい場所だ。

　荷物も持たずまっすぐここへ来た私は――祥吾の言う通りになっていることには腹が立つが――そのままズカズカと乱暴に足音を立てながらロビーを横切り、目の前のドアを開けた。そこには最高の性能を誇る設備でしつらえたと思われるオーディオルームがあった。

　いったん部屋を出て、今度は右側のドアを開けると、卒倒しそうなほど広いリビングダイニングが現われた。

　私がたったひとりで泊まるというのに、大きなダイニングテーブルには椅子が一、二、三……十脚もある！

　南側は全面床から天井まで続くガラス張りで、その先には奥行きのあるバルコニーが広がり、都会の眺望を楽しめるようになっている。

　部屋の隅にグランドピアノが置いてあるのは当然だろう。だってここはスイートルームなのだから。

　私は高級そうなカーペットが敷かれたその部屋を今度はそっと通り抜けた。たったひとつの部屋を横切るのに、私が今、何歩歩く羽目になったかは考えたくない。

　ダイニングの奥はキッチンになっていて、リビングの奥にはまた小さなリビングのような部屋がある。そして、その奥に寝室がふたつあった。

　南側が主寝室のようで、こちらのほうが広く、ベッドも大きかった。せっかくだから私は今夜、この部屋で寝ることにした。

　ソファにバッグを置くと、私はさらに奥の部屋を確認しに行った。そこは大きなバスルームで、ウォークインクローゼットへと続いていた。

　自分のアパートの部屋よりも広い、衣装を置くためだけのその部屋に、私はまたうんざりして天を仰いだ。

　こんなの馬鹿げている。私をホテルの部屋に縛り付けるために、ここまでする必要があるとはとても思えなかった。

　私が主寝室に戻ってベッドに飛び込んだ時、チャイムが鳴った。

　まったくもう、なんなの？

　無駄に広いリビングルームを何歩も歩いて通り過ぎ、ロビーに出てドアを開ける。

　ドアの外にはふたりの客室係が立っていて、大きなワゴンにクロッシュで覆われた皿をいくつも運んできていた。

「ルームサービスです」

　私は眉根を寄せた。

「頼んでませんけど……」

　すると彼らはお互いに目を見合わせた後、にっこり微笑んだ。

「いえ、桐原様より承っております。失礼させていただきます」

　そう言うが早いか、彼らは手馴れた動作でワゴンを室内に運び込み、大きすぎるダイニングテーブルの真ん中でテーブルセッティングを始めた。私はそんな彼らの仕事ぶりを呆然と眺める。

　祥吾が食事を頼んだですって？

　彼がどういうつもりでこんなことをするのか理解できない私は、先ほどからずっとくすぶっている感情を持て余していた。彼に言いたいことのひとつも言えないでいるから、苛立ちでストレスが溜まってしまっている。

　クロッシュのせいで中身は確認できないけれど、いったいいくつのお皿が並んでいるのだろう。これをひとりで食べろというの？　そもそも私は食欲がない。

「あの、これって本当にひとり分なんですか？」

　手際よく料理を並べ終えようとしていた彼らにおずおずと話しかけてみる。すると、私の目の前で料理を並べていた背の低いほうの客室係が困惑したような表情を見せた。

　私、なにかおかしなこと言った？

　戸惑って意味のない愛想笑いを返す。

「ええっと……」

　言いにくそうにしながら、その客室係が言った。

「おふたり分、ご用意させていただいております」

「へ？」

　目をしばたたかせる。すると彼はもう一度繰り返した。

「七海様がいらっしゃったら、おふたり分のお食事をご用意するようにと承っております。桐原様は少し遅れていらっしゃるようですが、このままお待ちになりますか？」

　私はもう一度テーブルに目をやった。なぜこれがひとり分だと決めつけたのだろう。そんなこと、聞かなくても分かるはずだったのに。だって、テーブルの上には、ふたり分のカトラリーが並んでいる。これを見てひとり分だと思うほうがどうかしている。客室係だって不思議に思って当然だ。

　でも待って。そんなことより、彼は今、なんて言った？

　私が眉をひそめた時、背後でドアが閉まる音がした。

「その必要はない」

　上着を脱ぎながらムスッとした表情で部屋に入ってきたのは祥吾だった。接客のプロである客室係ふたりの間に、すぐさま緊張が走ったのが分かった。

　背の高い祥吾がその端正な顔にある青い瞳で一いち瞥べつすると、辺りの空気が引き締まり、誰もが息を呑んで背筋を伸ばす。だけど私はそんなの平気だ。私がこの時、この部屋にいる誰よりも凍りついていたのはそんな理由からじゃない。今までそれなりの常識を持って生きてきた私の中で、理解できないことが立て続けに起きているからだ。

　恋人だった祥吾に突然会えなくなったと思えば、彼には別の相手ができていた。それなのに彼はこうして私のプライベートにまで口を出し、たった今、私と一緒に食事をしようとしている。

　祥吾は私たちの前を通り過ぎるといったん奥の部屋へ消え、すぐにまた戻ってきた。

　チャコールグレーの上着と光沢のあるグレーのネクタイがなくなっている。ボタンが上から三つほど外されたシャツの隙間からは、少し日に焼けたたくましい胸板がちらりと覗いていた。

　私の視線はすぐに彼の体に縫い止められてしまった。その胸に自分の手を滑らせ、彼の鼓動を感じながら眠りについた夜のことを強烈に思い出す。すぐに全身がカッと熱くなるのが分かった。

　嫌だ、これじゃ彼になにを考えていたか見抜かれてしまいそう。

　彼の体からなんとか視線を引き剥がすと、目の前の料理を見つめた。その間も彼の視線を痛いほど感じる。

「食事にしよう」

　祥吾が静かに言って席に着いた。椅子に座ったことで彼の目線が下がると、私とちょうど目が合った。彼は無言で私にも座るように命令した。それでも私が呆然としたままその場に突っ立っていると、彼の苛立たしげな声が静かに飛んだ。

「席に着くんだ」

　再び彼への反抗心を刺激された私は、彼をキッと睨みつけ、およそレディーらしからぬ動作で腰を下ろした。

　今日の彼の高慢さは度が過ぎている。それなのに言いたいことのひとつも言い返せずに黙って彼の不当な命令に従っている自分が情けない。

　ふたりの客室係が順番にクロッシュを取っていく。美しく盛り付けられた見慣れない料理が、食欲をそそる匂いを放ちながら目の前に差し出された。

　はしたなくも、ゴクリと小さな唾を飲み込んでしまった。食欲がないなんて、冗談だったとしか思えない。

　黙って私の様子を見ていた祥吾がほんの少し微笑んだように見えた。気づけば客室係は立ち去っている。

「乾杯しよう」

　祥吾がシャンパングラスを手にして掲げてみせた。黄金色の液体の中で細かい気泡が踊っている。

　これが、私が飲んだことのあるようなスパークリングワインじゃないってことは聞かなくても分かる。私もグラスを持つと、棘とげのある声で言った。

「……なにに？」

「君が無事だったことに」

「それだけでこの食事？　大げさね」

　思わず私が笑うと、祥吾もにんまりと笑った。だけどすぐにその顔は元のいかめしい表情に戻ってしまった。

　彼のこの気持ちの変わりようはいったいなんなの？　心配そうな表情をしたかと思えば途端に冷たくなり、かと思えば一瞬見せる笑顔……。

　私の心はそのたびに浮いたり沈んだり、ときめいたり、腹が立ったり、忙しい。振り回されるのは嫌。

　彼はいつからこんなに居い丈たけ高だかになったのだろう。そして私はどうして大人しく従ってしまうのだろう。

　しばらく祥吾と向かい合って座り、黙って食事を進めていたけれど、私の胃はやっぱり急には食べ物を受け付けなかった。おいしい料理もこれ以上は入りそうにない。

　私は三分の一ほど食べたところで皿を押しやった。すぐに祥吾の瞳が鋭く細められた。

「もう終わりか？」

「……食欲がないの」

「ほとんど食べていないじゃないか。だから倒れたりするんだ。食事をきちんととらずに健康な体が保てると思っているのか？　だいたい君は……」

「……そんなこと、分かってるわよ。もう、いちいち命令しないで！　あれから私がどんな思いで……」

　ガタンと音を立てて椅子を引くと立ち上がる。テーブルに両手をついて目の前の祥吾を睨むように見下ろすと、彼の青い瞳がまるで傷つけられた幼い子供のように揺れていた。

「……っ」

　私はそのまま座り直した。テーブルに両肘をつき両手で顔を覆う。

　傷つけられたのは私だ。泣きたいのも私。それなのにどうして祥吾はあんな顔をするの……？　彼を傷つけたみたいな気分になるのはどうして……？

「……悪かった」

　静かに告げられた謝罪に、私は弱々しく頭を振った。

「さっぱりしたものなら……食べられるか？　シャーベットとかゼリーとか……」

　祥吾も反省しているのだ。私をあっさり捨てた彼を許せるとは思えないけれど、ここで私がわめいたって事態はなにも好転しないことも分かっている。

　彼が気を遣って申し出てくれた厚意を私は素直に受けることにした。

「レモンのシャーベットなら……」

　祥吾が席を立った。両手で顔を覆って俯いたままだったから分からないけど、祥吾がなにかを操作するとすぐに応答があり、彼はデザートを注文した。ダイニングの壁に付いていたタッチパネルを使ったらしい。

　ほどなくしてチャイムが鳴ると、祥吾がまたタッチパネルを操作して応答した。先ほどの客室係が入ってきて、私の前にデザートを運ぶ。

　なんだ、そんな方法で対応することもできたのね。

　私が艶々と輝く淡いレモン色のシャーベットをすくって口に運ぶ間、祥吾は黙って私の向かいに座っていた。私がシャーベットを食べる様子をジッと見つめている。

「祥吾は食べないの？」

「俺はいい」

「そう……」

　会話が続かない。沈黙が苦しい。今までこんなこと、意識したことなどなかったのに。ふたりの間の溝をこれほどまでに感じたことは初めてだ。

　シャーベットはおいしかった。レモンのほどよい酸味とほのかな甘みが口の中で広がり、食欲のなかった私の喉をするりと滑り落ちていく。あっという間に半分ほど平らげた。

　上目遣いにちらりと祥吾を見る。彼はまだ私を見ていた。私はすぐに視線を落とす。半分残ったシャーベットを見つめながら、気になっていたことを聞いた。

「……どうして、来たの？」

「なんだって？」

「……祥吾はどうしてここへ来たの？　駅で、私が送ってくれるか聞いた時は、用事があるって言ってたじゃない。それなのになぜ？　食事まで用意して」

　シャーベットに視線を落としたままの私に彼の表情は分からない。でも、彼が鋭く息を吸い込んだのが分かった。

　長い沈黙の後、祥吾がぽつりと言った。

「もともと、ここで食事をする予定だった」

　そのたったひと言で、私はすべてを理解した。

　スプーンを持っていた手が震える。カチャンと音を立ててスプーンを置いた。気づかれないようにゆっくり長い呼吸を繰り返す。

　大丈夫、私は落ち着いている。胸が痛くて苦しいけれど。

「……そう。ありがとう、おいしかったわ。ごちそうさま」

「もういいのか？」

「ごめんなさい。やっぱり全部は食べられないみたい。でも本当においしかった」

　うまく笑えたかどうか自信はない。だけど私は静かに席を立ってダイニングを後にした。

「……唯」

　祥吾が私の名前を呟いたけれど、私は気づかない振りをした。彼も呼び止めるつもりはなかったみたい。

　奥の部屋を抜けると、もうひとつ寝室がある。ここに来た時は広い主寝室を使うつもりだったけど気が変わった。

　主寝室の隣にある部屋のドアを開けた。ここでも私には広すぎるくらいだ。ダブルベッドだし、テレビにソファだってある。

　今夜はここで寝る。祥吾が佐伯さんと使うつもりだった部屋なんて使いたくない。

　彼は今夜、ここで佐伯さんとディナーの予定だったのだ。だけど不運なことに、私が駅で倒れたりなんかしたから、祥吾が呼び出される羽目になり、ディナーは中止となった。そのため不要になった食事と部屋を、彼は私にあてがったのだ。

　そういう事情だったら用意されていたのがこんなに贅沢な部屋であるのも理解できる。佐伯さんは――今となっては祥吾もだけれど――上流社会の人間だから。

　ベッドに転がり、体を押しつけた。ほどよい弾力のマットレスが私を受け止める。さすがスイートルームだ。このベッドなら、どんなにひどい状態にある今の私でも簡単に眠ることができそう。

　目が痛くなってきた。ぱちぱちと瞬きを繰り返すと涙がこぼれた。すぐにそれは洪水のように溢れ出す。そして、やがて嗚咽に変わった。

　祥吾がドアの外で聞いているかもしれない。そう思ってなんとか声を堪えようとして、必死に枕に顔を押しつけたけれど我慢できなかった。

　どうして祥吾は変わってしまったのだろう。あの時私に『心配ない』と言ったのは嘘だった。彼は結局、佐伯さんを選んだのだ。私ではなく、祥吾と同じ目線でものを見ることができる彼女を。

　その夜私は、部屋はおろか、ベッドから一歩も出ることなくいつの間にか眠りついてしまっていた。子供みたいに泣きじゃくり、子供みたいに丸くなって――。










Ｓｃｅｎｅ17　守るということ　～祥吾サイド～




　ここ最近はずっと眠りが浅かったが、夕べはついに一睡もできなかった。すっかりやつれてしまった唯の姿が脳裏に浮かぶ。

　彼女は今回も俺に捨てられたと思っているのだろう。なんの説明もせず、勝手に連絡を絶ったのは俺なのだから当然だ。

　昨日、唯が駅で倒れたと連絡を受けた時、俺の目の前は真っ暗になった。

　結果として、俺が心配していたことではなく、彼女の体調不良が原因だったが、それでもまったく安心できなかった。

　俺のそばにいないほうが彼女のためだと思っていたが、そうではないと気づいてしまった。こんな思いをするくらいなら、たとえ彼女に憎まれても、強引な手段に出るほうがずっといい。そのほうがずっと安心できる。

　スイートルームのリビングにあるソファに座り、目を閉じた。唯はまだ起きてこない。

　唯と一泊旅行から帰ったあの日、俺に一本の国際電話がかかってきた。会社の金が使い込まれ、俺の最も信頼していた人物が消えたというのだ。

　俺は愕然とした。だが、それ以上にもっと俺を追い詰めたのは、その後かかってきた当人からの電話だった。

　彼は俺を恨んでいた。我を見失ったかのように彼は俺を殺すと脅迫した。

　それでも俺ひとりであればいくらでも対処はできただろう。だが、もしそうではなかったら？

　すぐに唯のことを考えた。もし、彼女に被害が及んだら……。その考えは恐怖でしかなかった。

　もちろん、狙われているのは唯じゃない。そもそも、彼が本気でそんなことをするとは思えなかった。彼は友人で、俺のことを一番理解してくれた人物だったから。

　だけど人間というものは時として変わってしまう。深い悲しみに直面した時、その愛が深ければ深いほど、それは歪んでしまうのだ。かつて俺がそうだったように。

　彼は本気かもしれないと思った。彼が本気で俺を狙うとしたら……唯をそばに置いておくのはあまりに危険だ。もしかしたら彼は俺ではなく、俺の大切な彼女を狙うかもしれない。その心配が拭えなかった。

　だから俺は唯を遠ざけることにした。

　彼は唯の存在を知っている。俺が今も唯を愛していると知られたら、彼女は間違いなく彼の標的リストのトップに上がるだろう。

　唯になにも告げずに離れることで、俺が彼女に興味をなくして別れたのだと彼に思わせられればいい。彼が狙う人物のリスト――そんなものがあればの話だが――から唯が外れてくれればそれでいいのだ。

　あとは唯に気づかれないよう、彼女を警護すればいい。彼が唯を復讐のターゲットにしているかどうか確かめる手段がない以上、そうするしかない。

　彼女を警護すると決めてから悩んだのは、誰にそれを頼むのかということだった。今まで俺は、セキュリティ関連は機械にしか頼ったことがなく、生身の人間を雇ったことは一度もなかった。ましてやここは日本。俺のツテも限られてくる。

　考えた末、俺は想定しうるすべての状況に対応するために、佐伯氏に警護のスペシャリストを紹介してもらった。

「桐原様」

　グレーのパンツスーツを着た背の高い女性が、無駄のない動きで近づいてきた。俺が唯の警護に雇ったひとり、浜はま本もとだ。もうひとりは部屋の外で待機している。

　彼らは要人警護のプロフェッショナルだ。だが、そこはあくまでも民間のボディーガード。セキュリティポリスと違い、所持できる武器も限られるし、できることにもかなり制限がある。俺はそれを危き惧ぐしている。

　俺の取り越し苦労であればいい。彼が俺を脅迫したのは、深い悲しみからくる行きすぎた冗談で、彼は罪をきちんと償うのだ。俺たちはこの先も友人で……。

　そう願いながらも、俺はこうして唯にボディーガードをつけている。そして今日、彼らへの指示を変更した。四六時中、唯と行動を共にし、彼女の身辺に目を光らせるようにしたのだ。

　遠くから守るだけでは十分じゃない。昨日、唯が倒れたと聞いた時に気づいたのだ。想定される最悪の事態を避けるためならば、この件が片付くまでそうするのが一番いい。

　もし彼が、俺ではなく彼女のことを傷つけようものなら、俺は間違いなく彼を殺すだろう……。

　俺が頷くと、浜本がいくつかの紙袋を差し出した。

「今、客室係より預かってまいりました。七海様のお召し物です」

「ああ、ありがとう。そこへ置いておいてくれ」

「かしこまりました。では、失礼いたします」

　浜本が去ってから俺はソファに深く身を沈めた。

　唯は俺が愛したただひとりの女性だ。これからもそれが変わることはない。だからこそ、俺は彼女の安全を最優先したい。

　ポケットでスマホが震えた。相手を確認した瞬間、俺の体に緊張が走った。

「見つかったか？」

　開口一番に尋ねた。

　電話の相手は俺の高校時代からの友人にして、警視庁参事官の松まつ尾お裕ゆう司じだった。父親が警視総監である彼の家は代々警察一家である。

　俺はまだ公にはできないこの件で裕司を頼った。これは友への個人的な依頼だ。

《いや、まだだ。これが秘密裏の依頼でなければもっとやりようはあるんだけどね。あいにく今はどこも情報の取り扱いには厳しくて、なかなか思うように進まないのが現状だ》

　裕司の言葉に落胆する。彼もそんな俺の様子を察したのか慌てて付け加えた。

《でもひとつ分かったことがある。まずはそれを報告しようと思って電話したんだ》

「なにが分かったんだ？」

《彼のサンディエゴの自宅にあるパソコンを調べてもらったんだ。言っておくが、お前がこの事態を伏せているからかなり苦労したんだぞ。なぜ彼のパソコンを勝手に調べる必要があるのか、散々聞かれたよ。俺に危ない橋を渡らせるのはこれっきりにしてほしいよ、まったく》

「ああ、悪かったよ。今回だけだ。それで？」

《やはり祥吾が言うように、彼は日本についてあれこれ調べていたよ。でも飛行機のチケットを取った形跡はなかった。彼はまだアメリカ国内のどこかにいる》

「そうか、だったらいいが……。偽名を使うとは考えられないだろうか？」

　スマホを持った左手に力がこもった。

《そこまでやりそうだと、祥吾は思っているのか？》

「……分からない。俺は彼をよく知っていると思っていたが、そうじゃなかったのかもしれない。彼の言葉が本気かどうかも、いまだに分からないんだ」

《だけど本気かもしれないと思っている》

「……ああ、残念ながら」

《……分かったよ。とりあえず今度はその線も含めて調べてみるよ。またなにか分かったら連絡する》

「ああ、ありがとう。忙しいところ悪いな、裕司」

《仕方ないさ。めったにないお前の頼みだからな。この件が解決したら、今度こそちゃんとお前の唯ちゃんを紹介してくれよ》

　裕司の言葉にすぐには反応できなかった。

　視線を上げると、ちょうど目覚めた唯がリビングに入ってくるところだった。彼女の化粧で隠しても分かるほど泣き腫らした顔を見て、俺の胸はひどく痛んだ。

「ああ、そうするよ」

　俺は早々に電話を切り上げた。

　唯がまだ俺を好きでいてくれるなら、俺は今すぐにでも裕司に彼女を紹介したい。俺の大切な恋人として。だけどそんな都合のいいことはできそうにない。今さらどの面下げてできるというんだ。

　俺は立ち上がると、真っ青な顔の唯に朝食をとるよう言った。










Ｓｃｅｎｅ18　拾った時計




　まさか自分の人生において、一度でもこんな体験をすることになろうとは想像すらしていなかった。

　夕べはリビングから眺めるだけだったこのスイートルームのテラスで、私は遅めの朝食をとっている。朝食が用意される前に時計を見た時は九時半だった。

　今日は火曜日。普段だったらとっくに会社にいて仕事をしている時間帯に、私はこうして秋の風を肌で感じながら、ホテルで優雅にスクランブルエッグを頬張っている。

　こんな状況じゃなかったら、夢みたいに素晴らしいこの体験に私は馬鹿みたいに興奮していただろう。だけど実際はむっつりと押し黙り、黙々と口を動かしているだけだ。夕べ激しく泣いたからだろうか。幾分食欲が戻っていることにはホッとした。

　ガラス製のドア脇には、ショートカットで背が高くスレンダーな女性が立っている。グレーのスーツをきっちりと着込み、ピンと背筋を伸ばしてまっすぐ立つ彼女は、浜本さんと言うらしい。

　そして、このスイートルームのロビーを出たところにもひとり、男性がいるはずだ。屈くっ強きょうな体つきの彼の名前は……忘れてしまった。

　最後のクロワッサンを口に入れたところで、ドアの脇に立つ彼女、浜本さんをちらりと見た。私と目が合ってもにこりともしない。私は今朝のことを思い出して深々と溜め息をついた。

　今朝、腫れたまぶたを三十分は冷やし、念入りな化粧でなんとかごまかした私がリビングに行くと、祥吾が大きなソファに座って電話をしている最中だった。

　黒っぽいスーツを完璧に着こなした彼は、私の姿を見つけると早々に電話を終えて立ち上がり、私に朝食を勧めた。私が首を振ると不満そうに眉根を寄せたけれど、それ以上はなにも言わなかった。そして私に三つの命令をしたのだ。

　一つ。用意した服に着替えること。

　一つ。今週は会社を休むこと。

　一つ。これからしばらくはひとりで出掛けないこと。

　それらを私に告げた祥吾は、唖然とする私を無視して、いったんリビングを出ていった後、すぐにふたりの人物を連れて戻ってきた。そのひとりが、今、私のおもしろくもなんともない食事の様子をジッと見張っている浜本さんだ。

　祥吾は詳しい話を一切してくれなかったけれど、彼らが警護のプロだということは彼らの格好と、無駄のない動きからなんとなく分かった。ふたりとも右耳に目立たないイヤホンをつけていたし、リラックスすることを知らないから。

　祥吾は相変わらず強引で、私の文句にはまったく耳を貸さなかった。有無を言わさぬといった態度で私の行動を勝手に制限すると、自分はさっさと会社に向かった。

　そして私はおよそ会社には着ていけない、用意されていた白いジーンズとデニムの長袖ブラウスを着て、まもなく十時になろうという時間に、今朝会ったばかりの他人に鋭い視線を向けられながら、一流シェフが料理した朝食を食べているのだ。

　祥吾の行動は私の理解を超えている。こんなに仰ぎょう々ぎょうしくボディーガードをつけて私を監視させてまで、彼は私を自分から遠ざけたいのだろうか。私が祥吾に連絡を取ろうとしつこくしたせいでこんなことをしているのだとしたら、私はもっと抵抗するべきだと思う。こうして大人しく従っている理由が見当たらない。

　オレンジジュースをひと口飲んだ。甘くてコクがあるその味に感動しつつも、私はまた泣きたくなった。

　祥吾の理不尽な命令に従う理由が見当たらないなんて本当は嘘。私はどんな形であれ、祥吾と繋がっていたいと思っている。

　彼がこうして私に横暴な要求をしても、私がそれを受け入れさえすれば、彼と食事もできるし話もできる。今朝のように同じ場所で夜を明かすことだってできるのだ。

　テーブルの上に置いてあった私のスマホが鳴った。浜本さんの視線がチラリと動く。そんな彼女のことは無視して電話を手にした私は今日初めて微笑んだ。

「もしもし、良平？」

　平日の都会の秋晴れを眺めながら電話に出た。立ち上がり、テラスの端まで歩いていく。

《なんだ、元気そうじゃないか》

　元気じゃなかったのが意外だったような良平の口ぶりだ。私はテラスの手すりに片手をかけながら唇を尖らせる。

　素晴らしい眺望だ。忙しなく動く下の世界は、ゆったりとしたこことはまるで別の時間が流れているようだ。高所恐怖症じゃなくてよかった。

「元気で悪かったわね。あいにく私は大抵の日は元気なの。それよりこんな時間に電話してくるなんてどうしたの？」

《悪いなんて言ってないだろ。俺、さっき唯の会社に寄ったんだよ。そしたら今日は休みだって聞いたから、風邪でもひいてるのかと思って心配しただけだよ》

「そうだったんだ。ごめん」

《いや、いいけどさ……。どこか旅行でも行ってるのか？》

「あー……、ううん、違う。そうじゃないんだけど……」

　言いよどんだ私に良平がすかさず突っ込んだ。

《そうじゃないけど、なんだよ。もしかしてなにか困ってるのか？》

　私は目をぱちぱちさせた。

　困っている。そう、確かに私は困っているのだ。

「まさにそうよ。困って途方に暮れてるの」

　くるりと体を翻し、今度は手すりに背を預けた。

　テラスから見る部屋の眺めもこんなに素晴らしいとは気づかなかった。磨かれたガラス越しに見えるリビングの高価な調度品は、まるで一枚の絵画のように美しい。新しい発見だ。

　相変わらずガラス製のドア脇にまっすぐ立ってこちらを見ている浜本さんのことは、意識して気にしないことに決めた。

「賢い良平の知恵を借りたいところよ」

　少しわざとらしく良平を持ち上げると、彼が声を出して笑った。

《なにか企んでるな。いいよ、相談に乗るよ。俺も唯をランチに誘うつもりだったんだ。出てこられる？　っていうか、お前今どこ？　家？》

　私はまたチラリと浜本さんを見た。この部屋から出ることを許されるだろうか。

　ああでも、祥吾は『ひとりで出歩くな』と言っただけだった。ということは、私の外出にはあの機械のようなボディーガードの彼女がもれなくついてくるということだ。

　私は電話の向こうに聞こえないよう、ゆっくりと長い息を吐き出した。まるで自由がなくて息が詰まる。

「家じゃないけど、大丈夫。そっちに行くわ。良平は仕事中でしょう？」

　彼は《まあな》と言って笑った。

　私が朝食を食べたばかりだと言うと、良平はこの後近くで仕事が二件あるということで、少し遅めのランチを提案してくれた。

　私たちは午後一時半に約束をした。場所は私の会社の近くのカフェだ。

　良平は駅で待ち合わせようと言ったけれど、さすがに休んでいる人間が会社の真向かいにある駅でたたずむのは憚はばかられたので、カフェにしてもらったのだ。セルフサービスのそのカフェは、オープンテラスもあるから待ち合わせにも適している。




　お昼過ぎ、私が出掛ける準備をしてリビングを出ていこうとすると、浜本さんに初めて話しかけられた。

「七海様、どちらへ行かれるのです？」

　肩越しに振り返って彼女を見る。その声には私の外出を咎めるような響きが混じっていた。無表情な彼女だが、私に出掛けてほしくないことはすぐに分かる。

「従兄弟とランチの約束をしたんです。会社の近くのカフェですし、すぐ戻りますよ」

　無理だろうと分かってはいたけれど、私はひとりで出掛けるつもりであることを意思表示する。

　彼女の返事を待たずにロビーへ出ようとすると、またすぐに呼び止められた。

「お待ちください。まずはこちらへ」

　浜本さんは、私をロビーに置いてあった椅子に座らせると少し離れ、すぐにどこかへ電話をかけた。

　なるほど、そういうこと。当然よね。

　私は思いきり不満そうな顔をして足を組んだ。

　彼女が祥吾に連絡を取ることくらい、私だってちゃんと予想していた。

「浜本です。七海様が外出されます。場所は……ええ、もちろんです。……はい……はい大丈夫です。……承知しております。……はい、ではまた後ほど」

　電話の相手に手短に用件を伝えた彼女が通話を切った。そしてすぐに、にこりともせずに言った。

「タクシーを手配させていただきます」

　浜本さんと男性のボディーガード――やっぱり名前は思い出せない――に前後を挟まれるような形で外に出る。

　電車で行くという選択肢はなかった。ホテルのエントランスにはすでにタクシーが待機していて、浜本さんが私の隣に、男性のボディーガードが助手席に乗り込むと車は発進した。そして十分後、私は約束の時間より二十分も早く待ち合わせ場所にいた。

　オープンテラスになっているテーブル席で良平を待っていると、彼は時間通りにやって来た。ピンストライプの濃紺のスーツに、白いシャツとえんじのネクタイを合わせたの彼のことは、遠くからでもすぐに分かった。

　私と同じ栗色で少し癖のある髪は、私にとっては悩みのタネでしかないのに、彼にとってはチャームポイントだ。端正な顔立ちの一見鋭く見える印象に柔らかさをプラスしている。

　私は手を振った。すぐにそれに気づいた良平がにっこり微笑むと、彼は周りの女性たちの視線を独り占めした。彼の魅力は健在だ。

　良平が通りから手招きをしたので、私は飲みかけのカップを戻してから駆け寄った。当然、私についてきているふたりのボディーガードも私の動きに合わせて立ち位置を変えた。良平はすぐに気づいた。

「なに？　唯の知り合い？」

　私から三メートルほど離れた場所で、私を挟むようにしてこちらを見ているふたりにそれぞれ視線を走らせてから良平が耳打ちする。

「今日、初めて会った人たちよ」

「はあ？」

「今朝、いきなり紹介されたの。どうやら私のボディーガードみたい」

「ボディーガード？　どこかのお嬢様みたいだな。どうなってるんだ？」

「さあ？　私にもさっぱり。……あ、すみません」

　歩道で立ち話をしていたから、道行く人にぶつかってしまった。迷惑そうに睨んだ男性に私はすかさず謝った。ぶつかってきたのは向こうだけれど、人通りの多い道で立ち止まっていたこちらにも非がある。

「行こうか。歩きながら話そう」

　良平が私の肩を軽く押したので私たちは歩き出した。私たちが歩き出すと浜本さんともうひとりは、私と一定の距離を保ちながらついてきているようだった。

「もしかして今日、唯が会社を休んでたことに彼らは関係してるのか？」

　良平がちらりと後ろを振り返ってから言った。私も一度振り返ったけど、やっぱり彼らは数メートル後方を歩いている。

「うん。でもごめん、本当に私もなにも分からないの。どうしてこんなことになっているのか。夕べ急にしばらくホテル住まいをしろと言われて、今朝になったら勝手にボディーガードをふたりつけられたわ。今週は会社を休むようにも言われた」

「誰に？」

「祥吾よ……あっ……」

　うっかり口を滑らせ、私は慌てて右手で口元を覆った。

　良平は祥吾のことを知っている。だけどその彼が私の会社の社長になったことや、彼と再び恋人同士になったこと、そしてまた別れたことは知らない。私はまだ良平にすべてを打ち明けていなかったのだ。隠していたつもりではなかったけれど、話す機会がなかった。

　だけど良平はある程度のことを把握していたらしい。彼は特に驚きもせずに頷いた。

「ああ、唯の会社を買収したのは彼だったな」

「え？　あ……う、うん……よ、よく知ってるね」

　隠し事をしていたようでなんだか少しバツが悪い。

「それで唯は彼とよりを戻したのか」

「えっ！」

「あ、着いたよ。ここだ」

　私が驚いて顔を上げると、ちょうど目的の店に着いたようだ。

　使い込まれて黒く変色した分厚い松の木に【そば】と書かれた看板がある。明治か江戸か……まるでタイムスリップしたような気分になる古い日本家屋だ。

　会社から歩いて数分のところにこんな店があることすら知らなかった。

　良平が引き戸を開けて中に入るのに私も続いた。しばらくすると浜本さんも店の中に入ってきた。中までついてきたのは浜本さんだけだったので、もうひとりは外で待機しているのだろう。

　店内は思ったよりも普通だった。少し古くさい食堂といった印象で、一階はすべてテーブル席で、靴を脱いで二階に上がる階段もあった。けれど靴が一足もないから、もしかしたら二階は使われていないか、夜だけや団体客だけが使うための場所なのかもしれない。

　遅い時間のランチだったからか、客は私たちの他にサラリーマン風の男性がひとりいるだけだった。私たちは一番奥のテーブル席に腰を下ろした。

　一方、浜本さんは店主になにか話した後、入り口に戻っていった。そして全体が見渡せるところで立ち止まり、私たちのほうを向いた。

　そりゃそうよね、食事中だってついてくるし、監視するに決まっている。

　私はたった半日で彼らを意識しないスキルを身につけられたみたい。でも、良平が私と同じように彼らを完璧に無視していられることには驚いた。だって彼はこの状況になってまだ数分しか経っていないのに。

「それにしても良平ったら帰国したばかりなのに、いろんなお店を知ってるよね。ここなんて私の会社から近いのに、私、全然知らなかったよ」

「まあな、って言いたいところだけど、これも教えてもらっただけだよ。この近くで仕事があるって言ってただろ？　唯とランチすることになったから、取引先でお勧めの店を聞いてきたんだ。ほら」

　良平がポケットから小さなメモ用紙を差し出した。

　なるほど、鉛筆で簡単な地図と店の名前が書かれている。

　私たちはざる蕎麦を注文した。

　入り口に立つ浜本さんと、恐らく表に待機しているであろう男性のことは気にしないと決めたけれど、彼らが食事を済ませたのかどうかは今頃になって少しだけ気になった。だけど今はお昼をとっくに過ぎた時間だし、きっとホテルですでに食事を済ませているだろうと思うことにした。彼らはプロだし、そう考えるほうが自然だ。

「じゃあまずは、唯が困ってる話を聞こうか。まあ、だいたい想像はつくけど」

　運ばれてきた蕎麦の、最初のひと口を飲み込んで良平が言った。入り口に一瞬移した視線を、すぐに私の顔に戻す。私は軽く頷いた。

「その通りよ。私、朝からずっとああして見張られてて息が詰まってるの。でも、ここへ来る途中でも話したように、理由はさっぱり分からないのよ。ただ、あーしろ、こーしろ、って命令されてるだけ。こうして良平にランチに誘ってもらえてほんと助かった」

「そりゃ、よかった。でもこうして見てると、もう馴染んでるように見えるな」

　私は眉根を寄せた。

「誰が？　なにに？」

「唯が、彼らに」

「なにを言ってるの？」

　良平が笑う。途端に人懐っこい表情になる彼はやっぱり魅力的だ。

「適応能力が高いんだよ、唯は。確かに理由が分からなくて不満なんだろうけど、それはそれとして、思ったよりこの状況を楽しんでいるように見えるよ。唯にボディーガードをつけて見張ってるのは桐原祥吾なんだろう？」

「う、うん……」

「やることが大げさだとは思うけど……彼は俺なんかよりずっとアメリカでの生活が長いわけだし、立場上危機管理にうるさいのは仕方がないのかもしれないな。彼の会社、今色々と大変らしいし、唯も恋人なら言いたいことを言えばいいんだ。彼と話し合って理由を説明してもらうべきだよ」

　私は曖昧な笑顔を作った。

　良平は勘違いをしている。私は祥吾の恋人じゃない。確かに一時はそうだったけれど、今はもうそうじゃない。祥吾は結局、私ではなく佐伯さんを選んだのだ。

「そうね……」

　私は弱々しく頷いてみせた。

　祥吾は恋人じゃないということを今、この場で良平に説明する気になれなかった。それに、私にはもうひとつ気になっていることがあった。

「ねえ、良平は知ってるの？　祥吾の会社になにがあったか」

　良平が蕎麦をすする手を止めて私を見た。ゆっくりとそれを飲み込むと、辺りを見回す。気づけば、ひとりいた男性客は帰った後だった。

「まあ、少しはね」

「いったい、なにがあったの？」

　急に身を乗り出した私に良平は少し驚いたようだった。目を大きく開けて少し顎を引いた。

「なにも聞いていないのか？」

「うん、なにも。心配することはない、って最初に言ってたけど、それっきり……なにも」

　そして祥吾は私を捨てたのだ。

「唯から聞いたりしなかったのか？」

「聞こうとしたけど、ダメだったの」

「そっか……」

　それから少し、良平は黙り込んでしまった。なにかを考えているみたい。

　私が問い詰めるように彼の顔を覗き込むと、彼は申し訳なさそうに微笑んだ。

「まあ、俺もそれほど知ってるわけじゃないけどな。ただ、彼の会社の重役が会社の金を使い込んで、それが原因で色々ごたついているらしいよ。俺もそれ以上は知らないし、詳しいことは彼の口から説明してもらえよ。あまり表沙汰になってないみたいだから、どこかで緘かん口こう令れいでも敷かれてるのかもしれないし。今日彼が帰ってきたらもう一度聞いてみたら？」

「…………」

　初めて聞かされた事実に私は一瞬言葉を失った。良平が心配そうな声を出した。

「唯？」

「……うん、そうしてみる」

　小さな声で返事をした。

　そんなことになっていたなんて知らなかった。何度かネットで祥吾の会社のニュースを調べたけれど、そんな情報はどこにもなかったから。

　表沙汰にしたくないことだから祥吾は私にも話さなかったのだろうか。でも、それならどうして、全然関係のない良平がそのことを知っているのかも分からない。そして、どうして祥吾が急に私への態度を変えたのかも……。

　良平には頷いたけれど、この件に関して、私が祥吾に聞いたところで彼が教えてくれるとは思えなかった。それに、今夜も祥吾があのホテルに帰ってくるはずもない。でももし、今度彼に会う機会があったなら、もう一度だけ聞いてみよう。自分で理由を聞こうとしないで後悔するのはもう嫌だ。

「祥吾の会社のことはもう一度彼に聞いてみる。でも良平はどうしてそんな話を知っているの？　緘口令が敷かれているなら良平が知っているのは変じゃない？」

　私が尋ねると、良平は少しバツの悪そうな顔をした。

「まあそうなるよね。でもごめん、それについてはまだ俺からは話せないんだ。だけどそれもひっくるめて彼に聞いてみたら？　いずれ分かることだし、もしかしたら教えてもらえるかもしれない」

　私は唇を尖らせた。少し納得がいかないけれど、良平がそう言うのなら仕方がない。彼にだって立場上、従兄弟にも話せないこともあるのだろう。それがなんなのかまったく想像がつかないけれど。

「あとさ、唯……」

「うん？」

　良平が眉尻を下げて微笑んだ。

「半年は日本にいる予定だったんだけど、ちょっと変更になってさ。来月アメリカに戻ることになったんだ。先立って来週一週間もあっちに行くから、また会えなくなるな」

「え……嘘……」

「せっかくまたこうして唯と会えると思ったのになぁ」

　良平がテーブル越しに腕を伸ばして私の頭を軽く撫でた。

「まあ、今度は行ったきり戻ってこない、なんてことにはならないと思うから。前より頻繁にこっちに帰ってこられるからまた飯でも……って、馬鹿だな、泣くことないだろ」

　良平が、皺ひとつないグレーのハンカチを取り出して私の手に握らせた。

　やだ、本当。どうして私、泣いたりなんかしているの？　今まで良平に会えなくても平気だったくせに。

　良平に借りたハンカチで私は目元を押さえた。幸い涙はすぐに止まった。

　最近色々なことがあって、私は本当に涙もろくなっている。しっかりしないと。

　まだ少し潤んだままの瞳で笑った。

「ほんと、どうしちゃったんだろうね、私。じゃあ今度日本に帰ってきたら、またこの前のレストランに連れていってくれる？」

「ちゃっかりしてるな」

　そう言った良平は「そんなに頻繁には連れていけないぞ」と笑った。

　ここ最近食欲もなく、今日久しぶりにちゃんと食べた朝食も遅い時間だったというのに、私は蕎麦をすべて平らげた。それくらいおいしかった。

　それに思うことは色々あるものの、今朝から私は少しずつ自分を取り戻し始めている。なんだかんだ言いながら、ホテルのテラスから見える景色を楽しむ余裕もあったし、祥吾の事情もほんの少しだけど知ることができた。良平に会って楽しい時間も過ごせた。彼がまたアメリカに戻ってしまうのは寂しいけれど、それが彼の仕事なのだから仕方がない。

　私たちが店を出ると、やはり外にはもうひとりの男性のボディーガードが立っていた。良平とふたりで肩を並べて駅に向かって歩き始めると、来た時と同じように彼らも私の後をついてくる。

　……いくら祥吾のアメリカ生活が長いといっても、誰の目にもこれはやりすぎだろう。

　私はふと、ファミレスで彼に防犯対策を怠っていると指摘されたことを思い出した。あの時も祥吾は過剰反応していたように思う。

　もっとも、あの頃の彼は私を愛してくれていて、私の身を心配してのことだったのだけれど。こうして私を遠ざけるためにボディーガードを雇われているのとでは、意味が違う。

　ああ、ダメ。考えるとまた泣けてくる。私は滲みかけた涙を払うために何度も瞬きを繰り返した。

「ごめん、ちょっといい？」

　なんのことかと思って首をかしげたら、彼が手にしたスマホを指差した。

　ああ、電話がかかってきたのね。音が鳴らなかったから分からなかった。

　私が頷くと同時に良平が電話に出た。どうやら仕事の電話のようだ。

　私はなるべく聞き耳を立てないように、通りのショップや流れる車、すれ違う人々を、なんとはなしに眺めて歩いた。オフィス街だからか、行き交うのはスーツを着た人ばかり。そんな光景が当たり前だったから、数メートル先を歩いていた男性の後ろ姿がやけに目についた。

　大きなスーツケースを転がしながら、いかにも休暇で来ましたというラフなＴシャツにジーンズ、足元はスニーカーだ。明るい茶色の髪で、腕には光に反射した長い産毛が黄金色に輝いている。

　その男性が外国から来た観光客であることは容易に想像できた。観光客が珍しいわけではないけれど、それでもこんなオフィス街で見かけることはめったにない。私はなんとなくその後ろ姿を見つめながら良平と肩を並べて歩いた。

「分かりました。それじゃあ、先にそちらへ寄ってから会社へ戻ります」

　良平の電話が終わったらしい。彼は胸ポケットにスマホをしまうと私を見下ろして苦笑した。

「先輩に雑用を頼まれた」

「あはは。しょうがないよね、頑張って」

「おう」

　良平が白い歯を見せて笑う。その時、私がなんとなく眺めていた外国人観光客のポケットから、キラリと光るなにかが落ちた。

「あ……」

「どうした？」

「ちょっと待ってて」

　私は小走りで駆け寄って、その光るモノを拾った。それは女性物の時計だった。日本のメーカーのずいぶん昔の限定モデルだ。上品なピンクゴールドで花をモチーフにした文字盤がかわいく、私も欲しかったけれど手に入らなくて、何度も雑誌を見ては溜め息をついていたのを思い出す。

「時計か？」

　すぐに追いついてきた良平が、私が手にした物を覗き込んで言った。

「うん。あの人が落としたみたい」

　私は数メートル先を歩く、外国人観光客を指した。

　彼は時計を落としたことに気づいていないらしく、どんどん先へ行ってしまう。

「良平、ごめん。私、先に行くね。これを渡してこないと」

「ああ、うん。分かった。また連絡するよ」

「うん！　今日はありがとう。ランチもおいしかったし、楽しかった！」

　良平がにっこり笑うのを見てから、私は時計を落とした男性を追いかけた。

　何年も前の時計なのに新品のようにキレイだった。この時計の持ち主は、これをとても大切にしていたのだろう。それにこれは女性用だ。この時計を落とした人にとっても大切なものであるに違いない。

　私は時計を握り締めるとその男性に走り寄って声をかけた。
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　パソコンで資料に目を通していた俺は、もう三十分も同じページを開いている。気もそぞろで落ち着きがなく、仕事が手につかない。

　しばらくどうしたものかと考えた末、俺は諦めて資料を閉じた。三十分もかけて一ページも進まないのだから、これ以上は時間の無駄でしかない。

　三十分前、浜本から電話があった。唯が出掛けるという連絡だった。

　椅子に深く背を預けて両腕を肘掛に乗せると、目を閉じた。

　我ながら心配性だ。ここは日本。起きる可能性の低いことを想定して神経をすり減らしているのだから。

　唯の安全が脅かされることなど、論理的に考えても十パーセントもないだろう。だけど俺はその十パーセントに備えないではいられない。

　頭を切り替えて仕事に戻ることにした。その前にまずは熱いコーヒーを飲もう。秘書にコーヒーを持ってきてもらおうと電話に手を伸ばしたところで内線が鳴った。眉をひそめて受話器を取る。

「はい、桐原」

《社長、お疲れ様です。システム開発の井上です》

「ああ、ご苦労様」

　俺は眉根を寄せた。彼が俺に直接連絡してくるのは初めてだった。オートオークションシステムの件では何度もやりとりをしていたが、彼からなにか用事がある時、今まではいつも彼の上司を通して俺に連絡が入っていた。

《お話ししたいことがあります。よろしければ今夜、無理であれば近いうちにお時間をいただけませんか》

　この電話では済ませられない話ということなのだろう。俺は彼の用事にだいたいの見当をつけた。仕事の話ではないはずだ。であれば彼女のことに違いない。

「プライベートで、ということかな？」

《ええ、お察しの通りです》

　彼の言葉には強い決意が感じられた。俺が唯に強いていることを糾弾するつもりだろうか。あるいは……。

　脳裏に慰労会の夜のことが浮かんだ。唯を抱えて店を出ていった彼の後ろ姿を眺めながら、俺がどんな顔をしていたかなんて考えたくもない。彼は、まだ唯を諦めていないのだ。

「いいだろう。だが、あいにく夜はしばらく時間が取れない」

　夜はなるべく早く唯のところに帰らなければならない。彼女にしてみれば俺の顔など見たくもないだろうが……俺はもう彼女の無事をこの目で確認しなければ気が済まないのだ。

《お昼休みでも構いません》

「いや、今からだ。十分後に僕のオフィスで」

　電話を切った。

　そしてきっかり十分後、俺と井上はソファに座り、テーブルを挟んで対面していた。

　秘書が持ってきてくれたコーヒーを彼に勧めた。彼は「いただきます」と言って口にした。

　こうして彼と対面するのは、唯をファミレスまで迎えに行った時以来だ。相変わらずこの男は俺の視線に物怖じすることなく、まっすぐに俺を見据え堂々としている。

　こういう男は嫌いじゃない。俺と同じものを見ている男の目だ。仕事においても……プライベートにおいても。

　同じ女を想っていなければ、彼とはもっと違う関係を築けていただろう。ビジネスにおいて彼のような男は必ずいい働きをする。

　だが、俺は彼とそんな理想的な関係は築けないことも分かっている。俺が唯を忘れない限り、もしくは彼が唯を諦めない限り無理なのだ。そして前者が決してありえないことは明らかだ。

「単刀直入に聞きます」

　井上が開いた両膝の上に拳を置いた。

「ああ、どうぞ」

　ソファにもたれて脚を組んだ俺はくつろいだ姿勢だ。だけど彼が唯を取り戻そうとしたら俺は冷静でいられるだろうか。

「今日、七海さんが……いえ、プライベートな話ですからいつも通りに呼ばせてもらいます。さっき鈴木課長に聞きました。唯がしばらく会社を休むそうですね」

「そのようだね」

　俺はなんでもないことのように返事をした。彼の瞳が鋭くなる。

「とぼけないでください。鈴木課長が教えてくれましたよ。課長は僕と唯のことを知ってますから、僕が食い下がったら内密にってことで話してくれました。社長の指示だそうですね。いったいなにがしたいんですか？　課長も困惑してましたよ」

「僕にその理由を聞きにきたのか？　僕が話すとでも？」

「どういうつもりかを知りたいだけです。社長は佐伯さんとの婚約話が持ち上がってるじゃないですか。それなのに唯を縛りつける理由を知りたいんです」

　俺は唇を硬く引き結び、目を細めた。冷ややかな視線を彼に向ける。

「僕と幸子さんの件については、君が彼女に直接聞いたほうが早いんじゃないのか？　君は彼女と親しいんだろう？」

　たっぷりの皮肉を込めて言った。

　俺の言葉に、井上の体が強ばるのが分かった。ギュッと唇を噛み締めている。

　彼と幸子さんが過去に俺たちにした件を優しい唯は不問にしたようだが、俺はそこまで寛大になれない。

　俺は唯ほどできた人間じゃない。醜い嫉妬もするし、感情のままに俺の権力、財力、利用できるものすべてを使ってでも目的を果たそうとする。手段などどうでもいい。結果がすべてだ。

　だが、そんな俺の自分勝手な行動が唯を傷つけたことについては、言い訳のしようもない。俺は後悔している。

　ああ、そうか。……今、目の前にいる彼も、同じかもしれない。

　俺は落ち着こうと深く息を吐き出し、髪を掻き上げた。

「悪かった。その件についてはもういい」

　そんな俺の様子を長い間窺っていた井上が小さく頷いた。

「じゃあ、答えてくれますか？　どうして唯は会社を休まなければならないんですか」

　この男に話すべきことでないのは分かっていた。重大な内部の恥を、まったく関係のない人間に漏らすなんて、トップに立つ者としてあるまじきことだ。

　だが彼が、大抵の場合においては物事を正しく判断できる人間であることも分かっていた。彼も俺と同じ。唯が絡まなければ冷静な判断ができる。彼は、俺の話を決して口外しないだろう。

　俺は万が一明るみに出ても対処できそうな部分だけ話すことに決めた。

「今から話すことは、世間には伏せられている情報だ。君は賢いからこの話を聞いてどうするべきかは心得ていると思う」

　彼が頷いたので俺は続けた。彼はこの話を口外しないということだ。

「僕がこの会社以外にも、アメリカに会社を持っていることは君も知っているだろう。少し前に信頼していた人間が、会社の金を使い込んでいたことが分かった。多額の金だ。僕が彼に会社を任せて日本に来ている間に彼は罪を犯した」

　井上は黙って俺の話に耳を傾けている。それがどう唯に結びつくのかを考えながらだろう。

「とにかく僕は彼を信頼していた。僕の父親の代から親交のある人間だ。まったくこんなことは予想外だったんだ」

　俺は話しながらぞんざいに片手を振り上げた。

　こんな感情まで吐と露ろする必要はないはずだった。だが俺は苛立っていた。俺の腕の中に戻ってきた唯を再び手放す羽目になったのは、間違いなくこれが原因なのだ。そしてこうなった経緯に、俺は思いあたる節がある。

「だから社長は唯を捨てたのですか？　会社のために？　なにも持たない唯ではなく、確実に自分を助ける力がある佐伯さんを……佐伯不動産を選んだというのですか？　それなのに唯が諦められなくて縛りつけているんですか？」

「なんだって？」

　井上を見た。彼は信じられないといった軽蔑の眼差しで俺を凝視している。

　猛烈な怒りが俺の腹の底から湧き上がってくるのを感じた。

　俺が会社のために唯を捨てて佐伯不動産を選んだと彼は思っている。会社を立て直すために、より財力のあるほうを選んだと。

「だったらあなたは唯を手放して正解だった。唯はあなたにはもったいない。僕のほうが彼女を大切にできますよ。僕はあなたと違って、彼女を誰よりも愛していますから」

　挑むような視線を俺に向け、井上がキッパリと言い切った。

　もはや俺たちは上司と部下じゃない。ひとりの女を奪い合う、ただの男同士だった。

　だけど違う。唯を誰よりも愛しているのが井上だなんて、思い上がりもいいところだ。それだけは誰にも負けない自信がある！

「ふざけるな！」

　俺は大声で叫んで拳をテーブルに打ちつけた。大きな音とともに、手がつけられていない俺のコーヒーカップがガチャンと倒れ、黒い中身が飛び散った。床のカーペットが汚れたが構うものか。

「会社なんかどうでもいい！　俺が大切なのは唯だけだ！　それ以外に守りたいものなどなにもない！」

　俺の最初の罵声にも、飛び散ったコーヒーにも動じなかった井上が、この言葉に大きく目を見開いた。そのまま荒い息を吐く俺をまじまじと見つめ、言葉を失っている。

　他人の、しかも部下の前で、こんなにも己の感情を激しくぶちまけたことなどない。仮にも会社のトップに立つ人間が、会社をないがしろにしているような発言も失言以外のなんでもない。

　だけど我慢ならなかった。俺の唯一確かなものを否定されたことが。

　俺は苛立つ感情を隠そうともせず髪を何度も掻き上げた。井上はそんな俺を黙って見ている。

　部屋が沈黙で満たされた。やがて井上がぽつりと言った。

「だったら、どうして唯にそう言わないんです？」

　俺は片眉を上げた。上目遣いに目の前の井上を見ると、彼はなおも言った。

「僕が過去にしたことはひどい過ちでした。僕は後悔しています。でも、あえて言わせていただきます。どうしてあの時、彼女と話し合わなかったんですか？　唯はあなたを裏切ってなんかいなかった。あなただけを待っていた。だからおふたりがきちんと話しさえすれば簡単に解ける誤解だった。唯はそれを後悔していました。だから彼女はきっと、あなたに理由を聞きたいと思っているはずです。あなたは彼女に、また本当のことをなにも話さないんですか？」

　彼の言うことはもっともだった。俺は自分の都合だけで物事を考えていた。彼女の気持ちを無視して、ただ陰から守ろうとした。こんなのは、彼女のためでもなんでもない。

　俺はギュッと拳を握り締めた。

　唯になにもかも話そう。彼女ならきっと、俺と一緒にこの問題を乗り越えようとしてくれるはずだ。

　その時、俺のスマホが鳴った。

　こんな時に、なんだっていうんだ！

　ポケットからスマホを取り出して画面を確認する。俺は眉根を寄せると立ち上がった。一緒に立ち上がろうとした井上を片手で制し、俺は窓際まで行った。井上が再びソファに落ち着くのを確認しながら電話に出る。

「なにかあったのか？」

　小声で鋭く問いかけた。電話の相手は裕司だった。

《彼が見つかった。昨日の夜の便で入国している。まだ日本にいるはずだ》

「なんだって？」

《発見が遅れたことはすまないと思ってる。だけどそれについて非難するのは後にしてくれ。早く彼を見つけるか、唯ちゃんを……》

　裕司がまだなにか話している途中だったのに俺は電話を切った。すぐさま浜本の番号を呼び出して電話をかける。

　ああ、くそっ！　なんで繋がらない。俺の電話はすぐに受けられるようにしておくのが常識だろう！

　今度はデスクの電話が鳴った。俺は勢いよく電話に飛びついた。

「桐原だ」

《桐原様、とりあえずご報告をと思いまして》

「前置きはいい。さっさと用件を言え！」

　会社の電話にかけてきたのは、今、俺が電話をかけた当の本人、浜本だった。同時に電話をかけていたから繋がらなかったのだ。

　彼女は俺の剣幕に一瞬たじろいだ様子だったが、すぐに落ち着いたようだ。

《今、七海様が……》

「奴がいるんだな？」

《え、ええ……今ちょうど七海様がその男性に声をかけられまして……》

「どこにいるんだ！」

《え、あの……》

「今、どこにいるんだ。いいからさっさと言え！」

《……七海様が最初に従兄弟の方と待ち合わせされたカフェの前です。でもあの、桐原様がご心配されるような……》

「すぐに行く。それまでなんとしても彼を唯に近づけるな！」

　一気にまくしたてると俺はオフィスを飛び出した。俺を呼び止める井上の声が聞こえたが、今は構っている余裕はない。

　奴が来た。今、まさに俺の唯に近づこうとしている。俺の唯に……！










Ｓｃｅｎｅ20　真実




　私が思った通り、時計を落とした男性は旅行者だった。昨夜、アメリカから日本に来たばかりだと言う。

　笑うと目尻に刻まれる皺が優しげな印象の彼はメイソンと名乗った。今年五十八歳だそうだ。後ろ姿からはもう少し若く見えたけれど、間近で見るとなるほど、確かに刻まれている皺がそれだけの人生を歩んできたのだろうと分かる。

　ブロンドに近い茶色の髪は明るく、白髪もところどころ交じってはいるけれど、日本人のように黒髪じゃないからだろうか、白髪というよりはグレーに見えた。瞳も同じグレーだ。

　私が拾った時計はやはりとても大切な物だったらしく、彼はお礼がしたいと言った。一度は断ったけれど、彼がどうしてもと譲らないので、私は素直に彼の厚意を受けることにした。

　私たちは最初に良平と待ち合わせをしたカフェのオープンテラスで向かい合って座った。

「大切な物だったんです。コーヒー一杯で済ませようとすることが申し訳ないくらいに……私には命よりも大事といっていい物なんです。本当にありがとうございました」

　すらすらと流暢な日本語だ。

「そんなに大切な物だったのなら、あの時私も気づいてよかったです。こちらこそ、当たり前のことをしただけでこうしてコーヒーをいただいてしまい恐縮です。あ、えっと、恐縮っていうのは……」

「大丈夫、分かりますよ。日本のビジネスマンはよく使いますね」

　メイソンさんが上品に笑った。むき出しの腕は年齢のわりにがっしりしていて屈強そうなのに、彼の仕草は優雅で育ちのよさが窺える。

「メイソンさんは日本語がお上手なんですね」

　私がにっこり笑うと彼も微笑んだ。でも、その瞳には暗い影が差していて、どこか寂しそうに見える。

「日本語に触れる機会に恵まれたものですから。私のボスは日本人ですし、いえ、正確にはハーフなんですが、彼は日本での生活が長かったですからね。それに、私の妻も……日本人でしたから……」

「まあ」

　彼の日本語が堪能な理由が分かった。でも、その言い方に引っかかりを覚えた。

「日本人……でした？」

　過去形だ。彼の瞳がますます陰りを帯びる。一層悲しい笑顔になった。

「ええ……二カ月前に亡くなりました」

「そう、だったんですか……お気の毒です……」

　メイソンさんが首を振った。先ほど私が拾った時計を取り出すと、目を細めてそれを眺める。その時計は奥様の形見ということなのだろう。

「妻のなんです」

　私は頷いた。

「妻が亡くなって、こんなにも喪失感を味わうとは思ってもみませんでした。今回の旅行は、妻の国を見たくて突然思い立ってやって来てしまったんですよ」

「そうだったんですね。奥様もきっと喜ばれていることでしょうね」

　私の言葉にメイソンさんは嬉しそうに頷いた。目尻に優しい皺が寄る。

　彼が奥さんを今でも愛しているということがひしひしと伝わって、私も自然と笑顔になった。

　彼のように生涯をかけて人を愛するということは、言葉では簡単に言えるけれど、実際には難しいことだと思う。奥さんを亡くしたことは悲しいけれど、それでも愛する人と結婚し、その死を悼いたむことができる彼はやはり幸せではないだろうか。

　きっとほとんどの人は、運命の相手と結ばれない。もし運よく相手を見つけたとしても、一方通行じゃダメなのだ。私のように……。

「七海様」

　不意に背後から浜本さんが近づいてきた。腰を屈めて顔を寄せると私に耳打ちをする。

「桐原様が来られます」

「えっ？」

　勢いよく横を向くと浜本さんを見つめた。彼女は少し困惑気味に頷いた。

「どういうことですか？」

「実は……」

　浜本さんがちらりとメイソンさんを見た。

　彼は私に少し距離を空けて張り付くように見張っていた彼らに気づいていたようだ。突然私に近づいてきた浜本さんを当然のように笑みを浮かべて眺めている。

　その時だった。私の名前が呼ばれた気がした。思わず辺りを見回す。するとそれはもう一度聞こえた。

「唯！」

　立ち上がると、大きな車道を挟んで反対側の通りを祥吾が走ってくるのが見えた。上着は着ていない。全速力で駆けてくる彼は、ここから見ても怖いくらい真剣な表情だ。なにをそんなに必死になっているの？

　私が呆然と向かいの通りを走る祥吾を見つめていると、次の瞬間、彼は信じられない行動に出た。突然車道に飛び出したのだ。あともう少し行けば交差点があるというのに、彼はいきなりたくさんの車が行き交う道路に身を投げた。

「祥吾！」

　私は叫んだ。

　昼間のオフィス街、渋滞しているわけでもない車道は片側三車線。この先の信号は青で、車はある程度のスピードを出している。そんなところへ彼は飛び出した！

　急に出てきた祥吾に、急ブレーキを踏む音やクラクションを鳴らす音が響き渡る。赤いスポーツカーが祥吾の目前まで迫って甲高いブレーキ音を響かせた。

　私はとっさに両手で顔を覆って目をつむり、悲鳴を上げた。しばらくして恐る恐る指を開いて隙間から覗いてみると、祥吾が車のボンネットに両手をついて体を支えたところだった。運転手が窓を開け、「バカヤロー！　死にてぇのか！」と叫んでいる。祥吾はそれを無視してまた走り出した。

　こちら側の車線を大きなトラックが横切り、祥吾の姿が一瞬視界から消えた。その時、トラックの荷台の向こうで一層激しいブレーキ音がして、なにかがぶつかる音がした。一瞬の出来事だった。

「祥吾！」

　私は駆け出した。

　嫌だ、祥吾が、祥吾が……！　祥吾になにかあったらどうしよう……！

「祥吾！」

　オープンテラスを抜け、歩道に出る。そのまま車道へ出ようとしたところで、祥吾の姿が見えた。トラックと乗用車の隙間から彼がこちらにやって来る。

「唯！」

　祥吾はそのまま私に体当たりするように飛び込んできて、私をきつく抱きしめた。

「唯……、ああ、唯……」

　私の体はガタガタと激しく震えていた。

　祥吾を失うかと思った。祥吾が……死んでしまうかと思った。

　言葉が出てこない。どうして彼がここに来たのかということよりも、なぜこんな無茶をしてまで大きな道路を渡ったのか。彼に対する怒りが沸いてくる。

　まだ震える腕を祥吾の背中に回した。

　彼のグレーのシャツは汗でびっしょりと濡れていた。ピッタリと肌に張り付いたシャツは、彼の感触をダイレクトに伝える。激しく上下する胸も、鼓動も、そして私の頭のてっぺんに顔を埋める彼の、繰り返される荒い呼吸も感じた。

「……祥吾、いったいどうして」

「ハイ、ショーゴ」

　私がやっとのことで声を出した時、背後から声がした。彼の体が一瞬で硬くなったのが分かった。

「……ルーク」

　祥吾は抱きしめていた私を離すとすぐさま私の腕を掴み、背中に押しやった。

　ルーク？　祥吾の正面にはメイソンさんが立っている。私は祥吾の背中から顔だけ出してメイソンさんを見つめた。

　まるで祥吾は彼から私を隠しているみたい。ふたりは知り合いなの？

　メイソンさんは穏やかな笑みを浮かべているけれど、祥吾の背中が緊張に満ちているのが分かる。今にも彼に飛びかかりそうだ。

「祥吾、どうしたの……？」

　彼の汗に濡れたシャツを引っ張ってみた。彼は私の腕を掴んでいた手を離すと右手で私を抱き寄せ、頭のてっぺんにキスをした。

「無事でよかった」

　そう言った祥吾は、そこでやっと体の力を抜いたようだ。長い息を吐き出し、汗で張り付いた髪を乱暴に掻き上げる。そんな仕草ひとつもセクシーだから困ってしまう。

「どういうつもりだ？」

　祥吾が今度はメイソンさんに向かって言った。物が切れそうなほど鋭い口調だ。

「唯は関係ないと言ったはずだ」

　メイソンさんが肩をすくめる。それを見た祥吾は急に彼に飛びかかったかと思うと、彼のＴシャツの胸ぐらを掴み上げた。あっという間だった。

「どういうつもりだと聞いているんだ！」

　辺りは騒然としていた。

　祥吾が無茶な横断をしたせいで車が一台、中央分離帯に設置されていたガードレールにぶつかり、ドライバーが悪態をついている。私たちの周りにはそこに見えない壁があるかのように人垣ができて、道行く人々が成り行きを見守っていた。私がさっきまでいたカフェでも、客たちがこちらを観察している。

「桐原様、落ち着いてください」

　私を見張っていた男性のボディーガードが祥吾に声をかけた。

　祥吾はメイソンさんから手を離さずに、今度は彼を睨みつけて怒鳴った。

「溝みぞ口ぐち、お前はなにをしていた！　彼女を守るように言っておいたはずだ！　どうしてコイツが彼女に声をかけるのを阻止しなかった！」

「桐原様、そのことなのですが……」

「やめて！」

　私はメイソンさんを掴み上げたままの祥吾の背中に飛びついた。彼の背中に顔を埋めて懇願する。

「やめて、祥吾。どうしてこんなことをするの？　私はただ、メイソンさんが時計を落としたから拾っただけよ。私が彼に声をかけて、そしたら彼はお礼にコーヒーをおごってくれた。それだけよ」

　祥吾がこちらを振り向いた。同時に、メイソンさんを掴んでいた手が離れる。

　私は少し安堵した。祥吾はなにかに逆上していたようだけれど、落ち着いて話を聞いてくれる気になった？

「ルークが唯に声をかけたんじゃないのか？」

「ルーク？」

「ルーク・メイソン。彼の名だ」

　ああ。彼のファーストネームはルークというのね。

　私は首を振った。

「違うわ。彼はなにもしていない。私が彼に声をかけたの」

　祥吾はしばらくなにかを考え込んでいるようだった。そして今度はメイソンさんを見て言った。

「じゃあいったいどうして、ルークがここにいるんだ。唯を狙って日本に来たんじゃないのか？」

「違うわ、祥吾。彼は彼の奥さんを偲しのんで日本にやって来たのよ。どうして彼が私を狙うの？　私たち、今日初めて会ったのよ」

「ユイさん、すみません。あなたにはお話ししていないことがあるんです」

　呼び慣れた名前を呼ぶように、メイソンさんが私の名を呼んだ。彼とは会ったばかりで、祥吾が来るまで私の名前は苗字しか知らなかったはずなのに。

　浜本さんが近づいてきて、私たちを別の場所へと促した。どうやら騒ぎを聞きつけて警官が来たらしい。

　私と祥吾、そしてメイソンさんは、いつの間にか手配されていたタクシーに乗せられた。助手席に浜本さんが乗り込み、もうひとりの男性ボディーガード――さっき祥吾が溝口と呼んでいた――はその場に残った。この騒ぎに対処するのだろう。

　私たちは、そのまま私が宿泊しているホテルへと戻った。

　スイートルームの豪華な調度品に囲まれたリビングルームのソファで、私と祥吾が並び、メイソンさんが対面して座った。浜本さんはいない。恐らくリビングの外で待機しているのだろう。

　昨夜はこの部屋に泊まり、今朝だってすぐそこのテラスで朝食をとったはずなのに、相変わらず豪華な部屋に私はソワソワしてしまう。けれど私以外のふたりは落ち着いていて、この部屋に馴染んでいた。それはメイソンさんもこういった贅沢な環境に慣れている、つまりそれだけの財産を持つ人物だということだ。

「唯、改めて紹介しよう。彼はルーク・メイソン。俺が父親から継いだＪＣラインズのＣＯＯだ。いや……少し前まではそうだった」

　私は首をかしげた。

　だった、ということは、今はそうじゃないということだ。メイソンさんは少し前までは祥吾の会社のＣＯＯ――最高執行責任者、つまり企業のナンバー２だったということだ。そして、今はそうじゃない。

「退職、されたんですか？」

　おずおずと聞いた。本当はそうじゃないかもしれないと思いながら。

　良平とランチをした時、祥吾の会社の事情を少し聞いた。重役の誰かが会社のお金を横領したらしいと良平は言っていた。もしかしたら、その誰かとはメイソンさんなのかもしれない。

　そうじゃないといいと願いつつ私はメイソンさんを見つめた。彼はやっぱり悲しそうに笑った。

「解雇されました。当然のことです。私は……」

「俺を脅迫したんだ！」

　突然、祥吾が声を荒らげた。歯を食いしばり、メイソンさんを睨みつけている。今にも彼を殺しかねない勢いだ。

　私はたじろいだ。急に、どうしちゃったの？

「お前は俺を狙っていた。もちろん、本気かどうかは分からなかった。だけど俺は備えずにはいられなくなった。お前はもしかしたら唯を狙うかもしれないとも考えた。俺が唯を大切に想っていたことを、お前はよく知っていたからな。お前は、俺に復讐をしたかったんだ。俺が援助を断ったことでユリさんが亡くなったから……だから俺の大切なものを狙うかもしれないと思った。俺のこの世で一番大切なものを……」

　祥吾が膝の上で作った拳が震えている。必死に落ち着こうとしているのだろう。

　胸が熱くなった。そして困惑もした。

　詳しい経緯は分からないけれど、祥吾は私を見捨ててはいなかった。彼は私を守るために、私を遠ざけ、私を見張らせた。

　祥吾がこの世で一番大切なものは私だと……彼が言うのを、今この耳で、はっきりと聞いた。

　それに、ユリさんというのはメイソンさんの奥様なのだろう。彼女が亡くなったことに祥吾が絡んでいるらしい。

　彼の震える拳に右手を置いた。そっと包み込むと、彼はハッとしたように私を見下ろした。

「祥吾……」

　彼の瞳が切なげに細められる。もう片方の手で私の頭を抱き寄せると、額に軽くキスをしてから自分の額を私の額に擦り合わせた。

「君が大切なんだ……なによりも」

　目を閉じてそっと呟かれた言葉は、最高の愛の言葉だった。私は声にならなくて、頷くことしかできない。

　すると祥吾は、両腕を私の背に回し、本格的に私をきつく抱きしめた。私は彼のすでに汗が引いたグレーのシャツの胸元を、皺になるくらいきつく握り締め、体をすり寄せた。

「あの時の私は本当にどうかしていました」

　メイソンさんがぽつりと呟いた。

　私たちは抱き合っていた腕を緩めるとメイソンさんに向き直る。祥吾は左腕を私の背中から腰に回すと、しっかりと自分に引き寄せた。

　メイソンさんはそんな私たちを愛しい者を見るような目つきで眺めている。

「妻を失った悲しみで誰かを責めないではいられなかった。そして私は……最も言ってはいけないことを言ってしまった。ショーゴがユイさんをどれだけ愛しているか、私はずっとそばで見てきたから知っていました。君のお父さんとはずっといい友人だった。君が会社を継ぐためアメリカに来るずっと前から、私は君を知っていた。何度も写真を見せられていたからね。そしてショーゴ、君も同じだった。ずっとユイさんの写真を大事に持っていて……ある時期から人が変わったようになってしまったけれど、それでもその写真だけは大切に持っていたのを私は知っていた。私はまた罪を犯した……」

「ルーク……」

「本当に、申し訳ないことをしたと反省しています。おふたりには特に……謝って済む問題ではありませんが、どうかこの通り……許していただきたい」

「ルーク、ひとつだけ教えてくれ。君は本当に俺か唯を傷つけるつもりだったのか？」

　メイソンさんが首を振った。

「いいえ。あの時はどうしてあんなことを言ってしまったのか、自分でも不思議なくらいです。ふたりを傷つけるつもりは毛頭ありませんでした。ただ、ユリが亡くなったことを誰かのせいにしたかった。そうすることでしか自分を支えることができなかった。ショーゴに援助をお願いした時、ユリはもうすでに手遅れでした。だから本当は誰にもどうしようもなかった……」

「そうか……」

　私の腰に回っていた祥吾の手に力がこもるのが分かった。彼はゆっくり頷いた。

「国に帰って出頭します」

　そう言ってメイソンさんが立ち上がったので、私も立ち上がろうとした。けれど私の体に回っていた祥吾の腕がそうさせなかった。

　私たちは座ったまま、メイソンさんが日本式に、深々とお辞儀をして静かに去っていくのを見送るだけだった。後から祥吾に聞いたらメイソンさんには浜本さんが空港まで付き添っていったらしい。

　祥吾はその後しばらくソファに座ったまま、ずっとなにかを考えていた。私は彼にかける言葉が見つからなくて、彼をそっとしておいたけれど、夜になり私がベッドに入ってしばらくすると祥吾がやって来た。私がそのまま目を閉じていると、彼がベッドの縁に腰掛ける気配がして、横たわった私の髪をそっと撫でた。

「ごめんな、唯……。愛してる」

　そう囁いた祥吾が、私の額にキスをしたのは夢ではなかった。




　翌日、祥吾は朝から様々な対応に追われていた。昨日、祥吾が信じられないほど無茶をしたことで怪我人が出なかったのは、本当に幸運だったとしか言いようがない。祥吾だって下手をしたら死んでいたかもしれないのだ。

　それについては、朝起きた時に何度も祥吾に訴えた。もう二度と、なにがあっても、あんな無茶はしないと約束をしてもらった。だって、そうしないと私の寿命も縮まるばかりだから。

　彼もさすがにそれは反省しているらしく神妙な顔で頷いてくれた。

　祥吾がいてくれないと私も平気じゃいられないってこと、いい加減分かってくれただろうか。

　祥吾はまず溝口さんに昨日、祥吾のせいで中央分離帯のガードレールに車をぶつけてしまったドライバーへの補償について指示を出していた。

　私の警護を担当していた人がそんなことまで対応するの？と内心驚いたけど、祥吾のことだ。もしかしたら特別な契約でも交わしているのかもしれない。あのうんざりするほどの財力にものを言わせて。

　私ももうそんなことでいちいち驚いたりしない。むしろ当然よね、と納得している自分がいて驚いている。

　祥吾はドライバーに破格の小切手を切り、車も破損した車とは比べ物にならないグレードのものを補償した。相手もこれについては驚いたらしく、この件については丸く収まったも同然とのことだった。

　そして祥吾は何本かの国際電話をかけた。彼の流暢な英語で聞き取れたわずかな情報から、祥吾も近々アメリカに戻るということが分かった。

　私は今日も会社を休み、スイートルームの無駄に大きなダイニングテーブルで昼食をとっている。少し疲れた表情の祥吾が、書斎――私はもうひとつのリビングだと思っていた――から戻ってきた。

「祥吾は食べないの？」

　用意されていた食事がひとり分だったので聞いてみると、彼は疲労の色が滲む表情を少し和らげて首を振った。

「悪いが今は食欲がないんだ」

　ソファにどさりと体を預けた彼は、開いた足を投げ出すと頭をソファの背に乗せた。

　私は立ち上がって彼に近づくと祥吾の隣に座った。彼は目を閉じている。しばらくその長い睫を眺めた後、彼の手を握った。

「疲れているのね」

「……唯」

　祥吾が目を開けた。頭を上げて私を見つめる。彼の深いブルーの瞳が私をまっすぐ捕らえた。

「後で、軽いものでいいから、少しだけでも食事をして。じゃないと本当に体を壊しちゃう」

　私が懇願すると、彼は目を細めて笑った。

「ああ、分かった。ありがとう」

　そして体を起こすと両手を私の髪に差し入れ、まじまじと私を見つめる。

「唯……」

「うん？」

「俺は本当に独りよがりだった」

「……うん」

　祥吾が私を抱き寄せた。

「俺の大切なものは君だけなんだ。君がいないとまるでダメだ。唯、俺は、君を愛してる」

「祥吾……」

「だからもう二度と無茶はしない。俺が君にとって……その……」

　祥吾が言いよどんだので私はクスリと笑った。

　いつも頭がキレて強引な彼なのに、今のこの自信なさげな様子はどう？

　私は彼の腕の中から逃れると、彼がそうしていたようにその髪に自分の指を差し入れた。この黒曜石を思わせる艶やかな黒髪が大好きだ。少し引き寄せて間近で彼の澄んだ青い瞳を見つめる。

「祥吾は私にとって誰よりも大切な人よ。私だってあなたがいないとまるでダメなの。あなたがいないと呼吸さえできないくらいに。だから私のそばにいて。私の前からいなくならないで。お願いだから無茶なことはしないで」

「唯……」

　祥吾の息がかかった。すぐに私の口は彼の口に塞がれた。感情をぶつけるような荒々しいキスだったけれど、この上ないくらい彼の愛情が感じられた。私たちはしばしキスに夢中になった。

　あなたが好き。私がどれだけあなたを愛しているか、あなたはもう分かってくれた？

　長い長いキスの後、祥吾はやっと私を解放した。痺れた頭と潤んだ瞳でぼんやりと彼の濡れた唇を見つめていると、それがゆっくりと動いた。

「明後日、アメリカに行くよ。しばらく戻ってこられない」

「うん……」

　祥吾が再び私を抱き寄せた。私の髪に顔を埋め囁く。

「だけど待っていてほしい。やるべきことを片付けたらなるべく早く戻ってくる。絶対に待っていてくれ」

「うん、待ってる。絶対待ってる。だから祥吾は心配しないで。メイソンさんにも……会うんでしょう？」

　祥吾が抱き寄せていた腕を緩めて私を見下ろした。慎重に私から体を離すと彼は頷いた。少し顔が強ばっている。そしてゆっくりと口を開いた。

「彼は……ルークは、父の友人なんだ」

　私は頷いた。

　メイソンさんも言っていた。祥吾のことはずっと前から知っていたと。

　祥吾が会社を継ぐ前から、メイソンさんは祥吾のお父さんとずっと一緒に仕事をしていたそうだ。かけがえのない友人であり、仲間だったらしい。

　やがて祥吾のお父さんが病を患い亡くなった後も、メイソンさんは会社を継いだ祥吾を助け、一緒に頑張ってきたそうだ。メイソンさんとは奥様のユリさんも含めて親交を深めていたらしい。

　だけどユリさんは体が弱かった。祥吾が会社を継いだ時にはすでにユリさんは入退院を繰り返していて、メイソンさんは愛する妻を失うことを恐れていたらしい。そして莫大なお金をユリさんの治療費に回していた彼は、やがて資金繰りに悩むようになったそうだ。

「俺はできる限りのことをしたいと思っていた。ルークとユリさんのためなら金の援助くらいどうってことはなかったんだ。だから初めてルークに援助を頼まれた時も二つ返事でＯＫした」

　私は黙って祥吾の話の続きを待った。

　メイソンさんは祥吾に援助を断られたと言っていた。だけど祥吾は承諾したと言っている。誤解があったのか、それとも祥吾の気が変わったのか……。なにか理由があるはずだ。

「俺はそうすることが当然でそれが最良だと思っていた。ルークにとっても、ユリさんにとっても……もちろん俺にとっても。だけどある日、俺がひとりでユリさんを見舞った時、彼女に言われたんだ」

　その時の様子を思い出しているのか、祥吾が遠い目をした。とても苦しそうで寂しい表情だ。

「彼女は俺に言ったんだ。ルークからお金を貸してくれと言われても断ってほしいと……。彼はもうすでに多額のお金をユリさんのために使っていた。彼女はそれに気づいていて苦しんでいた。そして、自分の命が残りわずかなことも知っていて、最後は病院ではなくルークと一緒に自宅で過ごしたいんだと言っていた。彼女は彼を説得するつもりだったんだ。ルークのそばで残された人生を過ごせるように……」

「メイソンさんは、そのことを知っているの？」

　私が聞くと、祥吾は首を振った。

「分からない。俺からは話していない。ただ、ユリさんの想いを汲んで、次にルークに会った時に俺は援助の話を断ったんだ」

　祥吾が前かがみになって両手で顔を覆った。

　私は彼の背中にそっと手を滑らせた。小さな子供をなだめるように、ゆっくりとその広い背中をさする。

「もしかしたらメイソンさんは知らないのかもしれないわ。だからあんなことを……。あるいは知っていてもそうすることしかできなかったのかもしれない。祥吾、あなたは自分の口でこのことをメイソンさんに話すべきよ。私たち、今まで正直に話し合ってこなかったからすれ違ってばかりいたわ。でもそれは間違いだってもう学んだはずよ。だからメイソンさんにも話さなきゃ。だって……彼は大切な友人なんでしょう？」

　私がそう言うと、祥吾はハッとしたように体を起こした。そして、私の瞳を覗き込む。

「そうだ。ルークは俺の大切な……友人だ」

　祥吾が笑った。彼の深いブルーの瞳に希望の光が宿る。彼の頑なになっていた心も溶けたみたい。

　そんな祥吾に、私も心からの笑顔を見せた。

「ありがとう、唯。やっぱり君は俺の女神だよ」

　歯の浮くようなセリフだけれど私の心に素直に染みた。

　私たち、これからやっとふたりで前に進めるのね。

　それからしばらく、私たちはソファの上で抱き合っていた。










Ｓｃｅｎｅ21　自信に満ちたプロポーズ




「それで祥吾はアメリカに行ったきりなの？」

　ピンクベージュのマニキュアを塗った細い指でコーヒーカップを持ちながら佐伯さんが尋ねた。彼女の私を見る目つきに、以前のような鋭さはない。

　十一月も半ばになり、そろそろ日中も肌寒くなってきた。

　佐伯さんに話したいことがあるからと誘われて、お昼休みのランチタイム、私はこうして彼女と向かい合って食後のコーヒーを飲んでいる。

　メイソンさんが去った後、祥吾は私にすべてを話してくれた。彼が私を遠ざけた後で佐伯さんとの間に持ち上がった婚約話は、彼が意図的に流した噂だったらしい。私になにも言わず離れることで、メイソンさんに私は無関係だと思わせたかったそうだ。おかげで私は苦しい思いをしたし、それについて彼が正しかったとは思わないけれど、つらそうな祥吾を見ていたらそれ以上責める気にはなれなかった。

「はい、メイソンさんが出頭して事件が明るみに出たことで、色々対応に追われているみたいです」

「……そう、大変ね」

　メイソンさんが帰国してから一カ月半が過ぎた。

　実質会社を動かしていた人物の不祥事ということで、ＪＣラインズは一部の取引先から契約を切られ、その対応にも追われていたと聞いた。会社のナンバー２の不在により、祥吾がメイソンさんの役割を兼任することになったから、彼は一層休む暇もなくなったようだ。

　だけど、それももうすぐ終わる。

「それで、ふたりはいつあっちに移るの？」

「ええっと……、私はまだ仕事があるので、来年の夏くらいになりそうです」

「……そう」

「あの、佐伯さん……」

「なに？」

「佐伯さんは、その……祥吾のことは……」

　彼女が祥吾を好きなのは知っていた。だからずっと気になっていて聞きたかったのだけど、どうしても遠慮がちになってしまう。

　祥吾が私を避けていた間、彼女は祥吾と一緒に彼のマンションに入っていったし、ホテルでディナーの約束もしていた。後になって祥吾から、ディナーの約束はホテルのレストランで佐伯さんの父親も交えたものだったこと、マンションに彼女を招いたのも婚約話に信憑性を持たせるためだったと聞いてはいたが、佐伯さんはあの時、私にとても挑戦的だった。

「好きなのか、って聞きたいの？」

「……え、ええ」

　私はテーブルの下で両手を祈るように組んで彼女の答えを待った。

　もし、佐伯さんが祥吾のことを諦めていなかったらどうしよう。

「好きよ」

「えっ……」

　勢いよく顔を上げた。

「……って言ったら、あなたどうするの？　祥吾のこと諦めるの？」

　続けて激しく首を左右に振る。そんなこと、できるはずもない。

「ごめんなさい、私、佐伯さんがどうであれ、祥吾だけは……私、もう二度と彼のそばを離れるつもりはありません。私も、ずっと好きだったんです。どうしても諦められなくて……だからあの、佐伯さんの気持ちは……」

　私が必死にこの想いを説明しようとしていると、急に目の前の佐伯さんが声を出して笑った。

　どうしたの？

「馬鹿ね。祥吾から聞いていないの？」

「なにをですか？」

　首をかしげる。佐伯さんはおかしそうに笑った。

「彼もずいぶん不器用なのね。さっさと説明してあげればいいのに……。あのね、七海さん、私はずっと片想いだったのよ。それにもうとっくにフラれてるわ。それも、何度もね」

「え？」

「祥吾の婚約者の振りをしていた時に私がきつい態度をとっていたのは、祥吾に愛されてるあなたが羨ましくて、意地悪をしたかっただけよ。でもおかげで真実味が増したでしょう？」

　佐伯さんはそう言っておかしそうに笑った。

　本当に転んでもただでは起きない人だ。彼女は「祥吾のことはもうすっかり諦めたわ」と清々しい笑顔を見せた。

「いよいよ今日ね。七海さん、寂しくて泣かないでよ？」

「なに言ってるんですか、及川さん。泣きませんよ」

　年の瀬も迫る十二月半ばの月曜日。私たちは二十階にある多目的フロアに集まっていた。これから毎週恒例の朝礼が行われるのだが、今週の朝礼はいつもと違い少しざわついている。

「そうですよねぇ。だって七海さんは家に帰ればまたすぐに会えますもんね。泣くのは今日じゃないですよね」

　左隣に立っていた皆川さんがかわいらしく首をかしげて私の顔を覗き込んだ。

「べ、別にそういうわけじゃ……」

「あ、ほら。来たわよ」

　及川さんが耳打ちすると、周りが急に静かになった。私も皆にならって背筋を伸ばす。

　祥吾がフロアに入ってきた。前で待機していた総務部長の挨拶で朝礼が始まる。そんな光景を私は懐かしい思いで眺めていた。

　半年前、私はここで祥吾に再会した。彼はまるで私を覚えていない振りをして私は傷ついたけれど、今ではそんなこともいい思い出に変わっている。

　彼がこの会社に来た本当の理由を私は聞いた。彼は私に懺悔をするようにその話をしてくれたけれど、私はそれを聞いて嬉しいと思う気持ちを隠せなかった。彼の心にそれほど深く私が刻まれていたことに、幸せを感じないではいられなかった。でも、この話は私の胸だけに留めておくつもり。

　祥吾はあくまでもこの会社に将来性を感じて投資をしたのだ。実際、それも嘘ではない。

　彼はこのたった半年で利益を大幅にアップさせ、さらにこの先一年でこれまでの二倍近くになる試算を出した。来年度はここから一駅離れた場所に、自社ビルを建設する計画が始まる。

　そして当初の予定通り、この会社のこれからの経営は今までの経営陣に任されることとなった。もちろん、祥吾がこの会社を手放すわけではない。ただ、実質的な経営からは退くという話だ。

　彼がこの会社に出社するのも今日で最後になる。祥吾はこの後、彼の本来あるべき場所に戻るのだ。

　私はまだしばらくこの会社に残るけれど、それでも近い将来、彼のそばへ行くことを決めている。それまで少しの間、離れ離れになってしまうけれど仕方がない。彼を失っていた六年間に比べれば、たった数カ月くらい我慢できるはず。

　ああでも、泣かないと思っていたのに、祥吾のいない毎日を想像したら瞳が熱くなってきた。私は慌てて右手で目頭を強く押さえた。

「……さん、七海さん。ちょっと、七海さんってば」

　不意に肩を揺さぶられた。見れば及川さんが私を見下ろしている。

「や、やだ、泣いてなんかいませんよ」

　とっさに言い訳をすると、及川さんが首をかしげた。

「ん？」

「え？」

　及川さんが皆川さんをちらりと見る。ふたりはお互い見交わした後で、私に優しい笑顔を向けた。

「ほら、行っておいで」

　及川さんがそう言って私の肩をトン、と押す。私はふらり、と足を一歩前に踏み出した。

　行くってどこへ？

「七海さん」

　マイクを通して私の名前が聞こえた。つられて顔を上げる。

　フロアの前方に設置された簡易的なスピーチ台に乗った祥吾が、愛情の滲んだ青い瞳で私をまっすぐ見つめていた。彼はもう一度、今度はマイクを通さずに言った。

「おいで、唯」

　え……なにが、どうなっているの？

　一拍置いてから周りを見渡せば、私は四百余名の社員の視線を一斉に浴びていた。皆、私を見てニヤニヤしたり、驚きの表情を浮かべたりしている。

「ほら、行きなさいったら」

　及川さんがもう一度私の肩を押した。そのまま私がもう一歩進むと、前に並んでいた大勢の社員が左右に割れ、祥吾までの道筋ができた。私は誘われるようにゆっくり歩いて祥吾の前にやって来た。

　祥吾が手を差し出して私の手を掴んだ。彼の大きな手が私を壇上に力強く引っ張り上げる。

　状況が分からないまま急に慣れない注目を浴びて、私はおろおろするばかり。だけど祥吾が、隣に立つ私を見下ろして微笑んでくれた。そしてもう一度私の手を力強く握り締めると、彼は手を離した。

『大丈夫だ』と言われた気がした。『俺を信用しろ』と言われた気がした。

　祥吾に任せておけばなにも心配はない。そんな安心感があった。

　祥吾がマイクを握った右手を口元まで持ち上げた。

「今日は、社員の皆さんに報告とお願いがあります」

　すぐにフロアがまた騒がしくなった。皆、なにが始まるのだろうと興味津々の様子でこちらを食い入るように見つめている。あちこちから囁き声が聞こえる。

　私も隣で祥吾を見上げた。彼はいったいなにをするつもりなの？

　祥吾はまた私を見て微笑むと、フロア全体を見回して公然と言った。

「まずは報告させてください。私は今、ここにいる七海唯さんと、お付き合いをさせていただいております」

　祥吾の爆弾発言に、フロアはこれまで以上に騒々しくなった。男性社員の太い声でどよめきが起こり、女性社員の失神しそうな悲鳴にも似た声が響き渡る。皆、思い思いのことを口にしては祥吾と、隣に立つ私を見上げていた。

　考えてもみなかった展開に、私は驚きで瞬きを繰り返す。そんな私に祥吾は腕を伸ばすと、全社員の前であるにもかかわらず、私の肩を抱き寄せた。

　彼のスーツの下にある筋肉の動きと体温を頬に感じる。そしてごく控えめに、スパイシーな中にも甘さが残る彼の香りがふわりと漂った。

　顔が熱い。私はもうきっと真っ赤な顔をしているに違いない。

　普段はわりと落ち着きもあるほうだと思うし、めったなことでは感情を表に出さないようにしているのに、祥吾が相手だとうまくいった試しがない。私はいつも彼に翻弄されて彼の思うままになってしまう。

　全社員が見守る中、私は前を向くこともできず、祥吾を見ることもできず、赤くなった顔で俯いてしまった。

　祥吾は抱き寄せた腕にさらに力を込めて、私を解放してくれる気はないらしい。

　やがて皆が落ち着き、フロアに静けさが戻り始めた。祥吾はそれを待っていたかのように、また話し始めた。

「私はアメリカに帰ります。でも、彼女には日本でまだやるべきことが残っています。私たちはいったん離れ離れになりますが、私は必ず彼女を迎えに来ます。つまり、なにが言いたいかというと……」

　祥吾がいったん言葉を区切ると、ひとつ、わざとらしく咳払いをした。

「彼女に手を出すな、ということです」

　そう警告した祥吾がいたずらっぽい笑みを見せると、皆がおもしろがって急にはやし立て始めた。祥吾の社長らしからぬ発言を好意的に受け取ったようだ。

　毎週恒例だった朝礼は、一気にお祝いムードになった。ちらりと周りの様子を窺うと、後ご藤とう社長と総務部長が顔を見合わせて苦笑しているのが見えた。

　きっと祥吾が去った後、私はこれでもかというくらいからかわれるに違いない。それでも確かに幸せだった。これ以上ないほど恥ずかしくもあったけれど、彼の独占欲は最高に心地いい。

「唯」

　祥吾が間近で私の名前を囁いた。顔を上げると、いつの間にかマイクは演台の上に置かれている。

「せっかくだから、全社員に証人になってもらおう」

「証人？」

　私が首をかしげると、祥吾の魅力的な深いブルーの瞳が楽しげに煌きらめいた。

　彼がポケットに突っ込んだ手を私の前に差し出す。彼の瞳と同じ色のベルベットの小さな箱が握られていた。

　彼が蓋を開けると、私の目に眩い光が飛び込んできた。異なるカットが施された大小様々なダイヤモンドがリング部分を埋め尽くしている。見るからにゴージャスで圧倒されるその指輪が、ただの指輪じゃないことくらい誰の目にも明らかだった。

「特別に急いで作らせたんだ」

　そう言った祥吾は、指輪から私に視線を戻すとニヤリと笑う。

　とても堂々としていて自信に満ちた態度。私がどんな反応を示すか、これっぽっちも疑っていない感じ。

　私に感激の涙を流させようとは思わないの？　彼の不ふ遜そんな態度に私が反発することぐらい、もういい加減分かっているはずなのに。

　祥吾が指輪を取り出してはっきりと言った。

「結婚しよう、唯。返事はイエスしか認めない」

　その途端、フロアに拍手が沸き起こった。まだ私はなにも言っていないのに、この場にいるすべての人が私の返事を確信した瞬間だった。

　ああ、もう。なんて高慢なの。そして、なんて祥吾らしいの。私はもう初めて会った七年前からそんなあなたを愛してる。

　壇上に上がってから、私は初めて笑顔を見せた。恥ずかしくてまだ顔は赤いままだろうけれど、笑わずにはいられなかった。

　ひとつ、大きく息を吐いて呼吸を整える。それから、したり顔で言ってやった。

「もちろんイエスよ。偉そうなあなたと喧嘩できるのは私だけだもの」

　彼もまたニヤリと笑う。

「ああ、そうだ。唯しかいない」

　当たり前のように言う祥吾が、ほんの少しホッとしているように見えたのは、気のせいだったかもしれない。次の瞬間には私の額に素早く口づけ、社内で身に着けるにはゴージャスすぎるその指輪を、私の薬指にゆっくりとはめた。

　私の指が急に別の人間のものになったみたい。アクセサリーにそれほど興味はないけれど、これは別。指輪全体がこぼれんばかりの輝きを発するこれは、世界でたったひとつの婚約指輪。祥吾から初めて贈られた大切な指輪。

　出会ってから七年、彼は私にプロポーズした。全社員が見守る中で。

　全然ロマンチックなんかじゃなかったし、涙だってこぼれなかったけれど、私は今まで生きてきた中で一番の幸せを感じている。

　指輪から視線を上げると祥吾と目が合った。彼がふわりと微笑む。自信家で短気で、威張っている彼の、信じられないくらい柔らかい笑顔。私のすべてを包み込むような、愛情のこもった眼差し。

　ついさっき、このプロポーズがロマンチックじゃないなんて考えたのは誰？

　彼がいればそれだけで幸せ。彼が笑えばそれだけでどんな映画のワンシーンよりもロマンチックになる。

　私はやっぱり泣いてしまった。強気の彼に、強気で返事をしたけれど、私の瞳からはもうすでに隠しきれない涙が溢れて次々に頬を伝っている。

　祥吾はそんな私の頬にそっと両手を滑らせて涙を拭うと、すぐに抱き寄せ、私をその腕の中に閉じ込めた。彼のスーツを汚してしまうと分かっていたけれど、私の涙は止まってくれない。

　あちこちからほうっと溜め息が聞こえた。そしてすぐにフロア全体に割れんばかりの歓声と拍手が沸き起こった。「おめでとうございます！」「おめでとう！」という祝福の声が次々とかけられる。

　私は祥吾の胸からそっと頭を上げると、涙に濡れた顔のまま、はにかんだ笑顔を見せた。










Ｓｃｅｎｅ22　ビーチで永遠の誓いを




　夏真っ盛りの八月、アメリカ・サンディエゴ。

　週末の今日、目の前には雲ひとつない青空と、都会にうまく融合した海が穏やかに広がっている。今日の休暇をヨットで楽しんでいる人々が、岸に向かって手を振っているのが見えた。

　サンディエゴのこの景色を私は気に入っている。澄み渡るように青い空と海が、今の私の気持ちを代弁してくれているようだ。

　私はビーチへと続く芝生の上を裸足で歩いていた。淡いブルーのＡラインドレスを着て、隣を歩く彼を見上げて微笑む。

　私の手をとり、ゆっくり歩いてくれる彼は、三時間前に私の夫となった。

　少し日焼けした肌に白いタキシード、私のドレスに合わせた淡いブルーのネクタイと同色のベストがとても似合っている。

　目の前の海と同じ澄んだ青い瞳の彼は、少し屈むと微笑む私の頬にキスをした。

「俺は世界一幸せだ」

「祥吾……」

　白い歯を見せて笑う彼はとても幸せそうだ。そしてそれは私も同じ。

　もう片方の手でゆっくり歩く彼の袖を軽く引っ張ると、私は背伸びをして彼の頬にキスを返した。

「あなたは二番目よ。世界一幸せなのは私だもの。でも、男性の中でって条件を付けるならその通りね！」

　私が弾んだ声で冗談めかして言うと、彼はますます笑みを深めた。

　私、桐原唯、二十九歳。ここ、サンディエゴにある、祥吾がＣＥＯを務めるクレイ・インターナショナルで彼の秘書として働いている。

　一昨年の暮れに会社の朝礼で祥吾からの公開プロポーズを受けて半年が過ぎた頃、私は六年間勤めたアイクリエイトを退職し、祥吾のいるニューヨークへとやって来た。

　その頃、祥吾が彼の父親から継いだ海運会社ＪＣラインズは西海岸のサンディエゴ、彼が自分で設立した投資会社クレイ・インターナショナルは東海岸のニューヨークに位置していた。メイソンさんのポストが不在となり、当面すべての業務を取り仕切っていた彼は利便性を考慮して三カ月前にクレイ・インターナショナルをサンディエゴに移転させたのだ。

　そのため、今私たちは、こうしてこのサンディエゴの町で暮らしている。この町は治安もいいし、私にも合っているみたい。

　アメリカに来て最初の一カ月は、初めての海外生活に慣れるようにと、祥吾は私を色々なところへ連れ出してくれた。ただし、私の外出は危機管理にうるさい祥吾によってかなり制限されていて、初めのうちは祥吾同伴でないとスーパーへ行くことすらできなかった。

　でも、その頃の私にはそれがありがたかったのも事実だ。日本を離れる前に英会話はかなり勉強したつもりだったけど、やっぱり最初は聞き取るのに苦労したからだ。

　英会話教室と違って人々は崩れた英語を話すし、早口だった。すべてを聞き取れない私は彼らのジョークにも反応できなくて、しばしば孤独を味わった。

　いくら祥吾がいてくれるとはいっても、彼にだって仕事がある。四六時中、彼に甘えるわけにはいかない。

　そんな私を見かねて、彼は私に自分の秘書として働くことを提案してくれた。第二秘書というポジションだったものの、秘書経験のない私が果たして役に立てるのか不安で迷った。だけど結局は彼の提案を受けることにした。

　今ではそれでよかったと思っている。私の英語は格段に上達し、ビジネス会話も日常会話も、もうほとんど困ることはない。

　それに……昼間も堂々と祥吾のそばにいられるから。公私混同しないように気をつけてはいるけれど、白状してしまうとそれはとても難しい……。

「七海さん、社長！　おめでとうございま～す！」

　少し舌足らずでかわいらしい声が背後から聞こえた。私はくるりと振り返ると笑顔を見せた。

「皆、こんなに遠いところまで来てくれてありがとう！」

　目の前に並ぶのは一年ぶりに会う仲間。皆川さんと及川さん、そして聡だ。

「おめでとう。久しぶりね、七海さん。そして社長も。お元気そうでなによりです。ふたりとも本当に幸せそう」

　及川さんの言葉に、私はらしくもなくはにかむ。祥吾が私の肩を抱き寄せた。

「ありがとう。来てくれて嬉しいよ。唯が君たちにすごく会いたがってたんだ」

　そう言って彼は私の瞳を覗き込む。微笑む彼のいつになく甘い眼差しに、私は明るい太陽の下でさらに頬を熱くする。赤い顔でためらいがちに頷く私に、及川さんと皆川さんが意味ありげな視線を寄越した。

「な、なに……？」

　ニヤニヤと私を見つめる彼女たちにたじろぐ。ふたりはしばらくおもしろそうに私を眺めていたけれど、やがて及川さんが大きな声で言った。

「やっぱりこうなると思ってたのよねー！」

「ですよねぇ」

　皆川さんが相づちを打つ。私は首をかしげた。

「そ、そりゃあ……プロポーズ受けたんですから、いつかは結婚しますよ……」

　当然のことを言うと、及川さんが人差し指を横に振った。

　なんだか芝居がかってない？

「違うわよ。私たちが言ってるのはもっと前のこと」

「もっと前？」

「そそ。ほら、慰労会で七海さんが過呼吸になっちゃって、井上くんが送っていったことがあったじゃない」

　私が頷くと及川さんが続けた。

「あの時から、なんとなくだけど、こうなるんじゃないかなーって皆川ちゃんと話してたの」

「えっ！　なんで！」

　驚いて声を張り上げると、ふたりは顔を見合わせながら「だって、ねぇ……？」と言いながら祥吾の顔をチラチラ見ている。

　慰労会で聡に送ってもらった時のことはよく覚えている。私が初めて過呼吸に陥った時のことだ。あの時は理由も分からず祥吾と会えなくなって、心身ともに不安定になっていたのだ。それなのにどうして彼女たちはそんなことを思ったのだろう。

　不思議に思って隣の祥吾を見上げた私は……驚いた。

　祥吾は明らかに顔を赤くしていたから。右手で口元を覆い、私とは反対のほうを見ているけれど、彼の顔が朱に染まっているのは疑いようもなかった。

　照れているの？　どうして？

　しばらく私がそうしてジッと祥吾を見つめていると、やがて彼は大きく深呼吸をしてから彼女たちに言った。

「もういいだろう、その話は」

　私は祥吾の袖を軽く引っ張った。彼と目が合う。

「どうして？」

「どうしてもだ」

　祥吾は私と一瞬視線を絡ませた後、すぐにそらしてしまった。この話をさっさと終わらせたいらしい。

　だけどそうと知ったら余計に気になってしまうのが人間だ。じゃあ質問する相手を変えればいい。私は皆川さんに聞いた。

「どういうこと？」

「あー……ええっと……」

　皆川さんは祥吾に遠慮して話すのをためらっているようだ。チラリと及川さんに目配せをしている。さすがの及川さんも躊躇しているらしい。

　すると彼女たちの後ろから遠慮のない声が飛んだ。

「社長が嫉妬心丸出しだったからだよ」

　切れ長の瞳が楽しそうに私と祥吾を見ている。聡だった。

　え？　そうなの？　祥吾は本当にあの時、嫉妬を顕わにしていたの？　皆がそうと分かるくらいに……。

「あれ？　でも聡は私を送ってくれたじゃない。どうしてそんなことが分かるのよ」

　浮かんだ疑問を口にすると、彼がにっこり笑った。そして腕を伸ばし――皆川さんの肩に置いて彼女を抱き寄せた。

　何度も瞬きをした。だけど聡はしっかりと皆川さんを抱いたままだ。

　祥吾も驚いているみたい。及川さんだけはわけ知り顔で微笑んでいる。

「俺たち、付き合ってるんだ」

　聡がはっきりと宣言した。たったひと言、真剣な顔で。

　ああ、そうなんだ。そういうことなのね。

　私は納得した。

　以前、皆川さんは聡に憧れていたと言っていた。かわいい彼女がいつまでたっても恋人を作らなかったのは、きっと聡のことが好きだったからだ。

「後から彼女に聞いたんだ。唯を送っていった俺を視線だけで殺せそうなくらい怖い顔で睨みつけてた、ってね。だからこのふたりはあの時から唯と社長の関係に薄々気づいていたらしいよ。そうだろ？」

　聡が抱き寄せていた皆川さんを見下ろす。彼女は真っ赤になった顔でコクリと頷いた。

　私も祥吾を見上げた。本当なのかどうか問い詰めたい気もするけれど、今この場ではやめたほうがいいみたい。祥吾はいつになく顔を赤くして居心地が悪そうだから。

　私は皆川さんに向かって微笑んだ。

「おめでとう、皆川さん。よかったね」

　彼女はパッと顔を上げると、その顔をくしゃくしゃに崩して笑った。

「はい！」

　幸せそうなふたりを見ながら、このふたりの結婚式も近いかもしれないと嬉しく思うと同時に切なくなった。私が聡と付き合っていた時、彼女は笑顔の下でひとり胸を痛めていたのかもしれない。そう思うと泣きたくなる。

　もう二度と大切な人たちを傷つけないように、これからは自分にも相手にも正直に生きていこうとこっそり誓った。

「唯！」

　大きな声で名前を呼ばれた。聡たちからいったん離れて声がしたほうを見ると、前方に広がるビーチから長身の男性が手を振っている。

「良平！」

　私も負けじと叫んで手を振った。

「俺たちも行こう」

　祥吾が私の手を取ってまた歩き出す。私たちは裸足のまま、芝生からビーチの砂浜へと足を踏み出した。

　ビーチの入り口には大きなテントが張られ、たくさんのテーブル席が用意されていた。今日の私たちを祝福しに駆けつけてくれた大勢の人たちが、テーブルを行き交いながら思い思いに食事をし、談笑している。

　私は幸せを噛み締めながら祥吾を見上げ、もう一度微笑んだ。

　良平が駆け足でやって来た。

「結婚おめでとう。ふたりが幸せそうで俺も本当に嬉しいよ。これからは仕事上の付き合いも始まるわけだしね」

　良平からの祝福の言葉に、私も照れながら微笑む。

「ありがとう。私もその話を聞いた時は本当にビックリしたけど嬉しかったわ。もっと早く教えてくれればよかったのに、と思ったけど」

　チラリと祥吾を見ると、彼は少しバツの悪そうな顔をして肩をすくめた。

　祥吾からのプロポーズを受ける前、お昼休みに佐伯さんとランチをしたことがあった。その時、彼女が教えてくれたのだ。

　ＪＣラインズが一部の取引先から契約を切られたことで、祥吾は早々に別の会社と契約を結ばなければならなかった。そのひとつとして祥吾は佐伯清三氏から、日本の塗料メーカーを紹介してもらい、無事契約にこぎつけたそうだ。その会社が偶然、良平の勤める会社であったことと、彼が船舶塗料を研究していたこともあって、私たちは仕事上でも密接に繋がることになったのだ。

　まだこの土地に親しい友人が少ない私にとって、これは本当に喜ばしいことだった。愛する人のそばで働き、親しい従兄弟とも昔のように気軽に会える。まだすべてが軌道に乗ったわけではないけれど、祥吾となら頑張っていけると確信していた。

　彼は相変わらず自信に満ちていて、いつでも私を支配したがるし、私もそんな彼にすぐに反発してしまうけれど、私たちはとても幸せだ。私たちはお互いを強く求めているし、それはこの先も決して変わらないと信じられる。

　祥吾と出会ってからずっと、彼だけを想ってきたのだ。この先の未来を、ふたりで一緒に切り開いて幸せなものにしていきたい。そのための努力は惜しまないつもり。

「仕方ないさ、唯。桐原さんのような立場なら、親しい人間にも話せないことくらいあるよ。俺にだって口外できないことのひとつやふたつ、あるからね。あの時、蕎麦屋で詳しい話ができなかったことも、唯は理解してくれただろ？」

「そんなこと分かってる。それでも教えてほしかった、って思ってしまうのよ」

　私が冗談まじりに、それでもほんの少し恨めしげに祥吾を見上げると、彼はニヤリと笑った。

「悪かったよ、唯。これからはすべて話そう。君は俺の優秀な秘書だし、たった数時間前からは俺の妻にもなった。これからはなんでもふたりでやっていこう」

「本当に？　約束よ？」

「ああ、約束だ」

　彼が小指を差し出した。指切りをしようというのね。私は思わず笑ってしまった。指切りなんて子供の時以来だ。今時そんなことをしている人はめったに見ない。

　でも――。私は自分の小指を差し出すと、彼のそれにそっと絡ませた。

　これから先の人生は祥吾とふたりで歩いていく。

　支配欲の強い彼に、反抗的な私。きっと私たちはこれからもたくさん喧嘩をするだろう。だけど喧嘩できることは幸せなことだと私たちはもう学んでいる。

　だからありったけの愛をあなたに伝えるわ。

　世界で一番、誰よりもあなたを愛してる！





Ｆｉｎ．












あとがき




　こんにちは、はじめまして。咲良みりです。

　この度は、この作品を手に取っていただきありがとうございます。

　今回、再び書籍化の機会をいただいたのも、ひとえに読んでくださる皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　皆様に読んでいただくので、最高のものをお届けしたいと思い、精一杯頑張っておりますが、自分の作品に自信を持つということは容易ではないと実感しています。

　ということで今回は、私にはない自信に満ちあふれた強引なヒーローと、そんな彼と対等にやり合う、やや勝気なヒロインのお話です。強引な中にも、ふとしたときに見える祥吾の優しさと愛を、また、唯の抗えない想いを描いたつもりです。一度は別れてしまった二人ですが、お互いに惹かれずにはいられない引力のようなものを感じていただけたら幸いです。

　このお話の舞台である『アイクリエイト株式会社』は、私が以前勤めていた会社がモデルになっています。もちろん、話はすべて妄想で、三十五歳のイケメン社長なんていませんが……。物語のようなロマンスはなかったものの、上司にも仲間にも恵まれ、仕事以外にも飲みに行ったりバーベキューをしたり、スノボに行ったり、とても充実した日々だったのを懐かしく思い出しながら書きました。もしそのとき実際に、祥吾のような自信家の男がいたら腹を立てていたかもしれません……。

　でも、自信はそれを裏付ける努力があってこそだと思っているのでいつか私も、祥吾ほどではないにせよ、自分を誇れるように日々努力し続けたいと思います。

　最後になりましたが、このような機会をくださったスターツ出版様、そして今回も様々なご尽力をいただいた担当編集の倉持様、改稿時から丁寧にご指導いただいた妹尾様、さらにとても素敵なイラストを描いてくださった篁ふみ様、出版に携わってくださった皆様とこの作品を読んでくださった読者様、すべての方に、心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　またいつか皆様にお会いできますよう、頑張っていきたいと思います。





咲さく良らみり
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